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「魔道士？

　ンな時代遅れのシロモノがまだいるの!?」

　宿の主人のことばに、アイリスは、思わず声を上げていた。

　テーブルをまばらに埋める、他の客たちの視線が、一瞬彼女に集まった。

　大きな街道からもとり残された、名もない村に一軒しかない、宿と酒場と食堂の三つを兼かねたそんな店。

　道に迷って立ち寄ったそこで、アイリスが耳にしたのは、『毒ヴエノム』の名を持つ、ひとりの魔道士の噂うわさだった。

　彼女は、カウンターに肘ひじをついたまま、

「……まあ、たしかにけっこーイナカだもんねー。このあたりって。そう考えたら、ンな時代錯さく誤ごの奴やつがいたって不思議じゃないかもねー。うん」

「……田舎いなかかどうかは関係ねぇと思うがな」

　彼女のことばに、店の主人は一転、不機嫌な口調で言った。

　──このあたりには、たちの悪い魔道士が出るから気をつけろ──

　親切のつもりで言ったその忠告に、返って来たのが、イナカ呼ばわりの彼女のセリフである。不ふ機き嫌げんになるのも当たり前と言えば当たり前かもしれないが。

「あ。いやいや。あたしの言いたいのは、魔道士なんて珍めずらしいなー、ってことで」

　あわててぱたぱた手を振って、苦しい言い訳をする彼女。

「──それよりおじさん、たちの悪い──って言ってたけど、どんなふうにたちが悪いわけ」

「──そりゃあ──おめえ──

　ここの近くにあの魔道士がいついてからこっち、村の若ぇ連中が消えたり、おかしな病気が流行はやったり……」

「……それって……単なるぐーぜん、って奴じゃないの？」

「何言ってやがる。若ぇ連中を術で操あやつってコキ使ったり、わけのわからん儀ぎ式しきのいけにえにしてる、って噂もあるんだぜ。

　村長を脅おどして村から金を出させてる、なんて話もあるしな。

　村長が、あいつを退たい治じするのにこっそり雇やとった旅の戦士なんかが、これまでにも五、六人殺やられてるってことだし。

　──けどよ、こんな話聞いてどうするつもりだ？」

「もちろん──」

　言って彼女はウインクひとつ。

「あたしが退治してあげるのよ。その魔道士とやらを」




「──本気かよ？」

　長い長い沈黙のあと、彼は眉まゆをひそめて言った。

「本気よ。

　これまでに戦士を雇った、なんて話からすると、どうせ、魔道士のことはお上には訴えたけど、よその国との戦争いざこざが忙しくって、ちっとも耳を貸してくんない、ってなとこなんでしょ？

　だから、かわりにあたしが退治してやる、って言ってんのよ。

　──あ。もちろん、もらうものはもらわなくちゃ、話になんないけどね」

「いや……そうじゃなくて……あんたがやる、ってぇのかい？」

「もちろんよ。

　──あたしの格かつ好こう、見ればわかるでしょ？

　一応これでも戦士なんだから」

「……まあ……確かにそれらしい格好してるけどなぁ……」

　言って主人は、あらためて、しみじみと彼女の全身を眺ながめる。

　あざやかな赤いマントと胸ブレス甲ト・プ冑レート。動きやすそうな、ゆったりとした服と背中の長剣は、たしかに戦士のスタイルである。

　しかし、それを身にまとっているのは、まだ若い、見た目には、どちらかといえばおとなしそうな感じさえする少女なのだ。

　女の一人旅はなにかと物ぶつ騒そうなものである。それゆえに、ハッタリで、戦士の姿をしているのだとばかり思っていたのだが──

「本当に……本物の戦士さんなのか？　女のくせに？」

　ぴくっ。

『女のくせに』のところで、一瞬アイリスのこめかみのあたりが引きつるが、あくまで平静を装よそおいながら、

「──ほんとうだってば。誰だれも好きこのんで、そんな噓うそついたりしないわよ。

　なんならためしに、そこらのイスやテーブルたたっ斬きってみせようか？」

「いやいい！　わかった！　信じるよっ！」

　陽気な口調で言った彼女の目が、本気だということに気づき、主人はあわててうなずいた。

「……けど、ちょいと遅かったな」

「遅かった？　どういうこと？」

「なぁに、夕方ごろ──あんたが入って来るちょいと前にもな、旅の戦士ふうの男がひとり、やって来てよ。やっぱり魔道士の話を聞いて、『俺おれが退治してやる。まずは村長と話をつけるから、村長の家がどこか教えろ』って──」

「しまった！」

　みなまで話を聞かず、アイリスは、がたんっ！　といすから立ち上がり、カウンターから身を乗り出すと、

「それで!?　どこにあるの!?　その村長さんの家は!?」

「ど……どこって──」

「遅いぜ。今さら行ったところで」

　男の声は、アイリスの後ろから聞こえて来た。

　ふり向いた、彼女の視線のその先には、一体いつの間にやって来たのか、戦士姿の男がひとり。

　軽ライト装・メ鎧イルに身を包み、左の腰にはロング・ソード。少年の面おも影かげを残した顔立ちからすれば、二十歳に届いてはいないだろうが、その立ち居振るまいは、まぎれもなく戦士のそれである。

「……あなたが先に、しごとを受けちゃった、ってわけね」

「ま、そういうことだ」

　応こたえて彼は、近くのテーブルについた。

「……なるほど……」

　ぽつりと小さくつぶやくと、彼女は酒を二杯、注文し、男のテーブルへと向かう。

「──アイリスよ。よろしく」

　つくり笑いでほほえんで、片方の酒をさし出しながら、テーブルをはさんだ向かいの席につく。

「ライルだ。──どういうつもりだ？　ナンパでもされてぇのか？」

　ひくっ。

　アイリスの頰ほおが一瞬、かすかに引きつる。

「そうじゃなくて。魔道士相手に、よくケンカなんか売るなー、って思って。

　魔道士なんて、あたしも噂でしか聞いたことないけど、幻げん獣じゆう操ったり、いろんな呪じゆ文もん使ったりするんでしょ？　なんでも、呪文一発で、町さえ吹っ飛ばしちゃうような奴もいるって話じゃない。

　そんなのと、よくケンカする気になったわねー」

「ふぅ……ん……」

　ライルはしばしまじまじと、彼女の顔を眺めてから、にやり、と小さな笑みを浮かべ、

「──言っとくけど──いくら言ったって、こんなおいしいしごとはゆずらねえぞ」

　ひきっ！

　ライルのことばに、アイリスの笑顔はまともに引きつった。

「大体魂こん胆たんは読めてるんだ」

　店の主人に聞こえぬよう、声を低くして彼は言う。
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「知ってるんだろ？　おめえ。

　今日び、『魔道士』なんぞと名乗ってる奴らは、インチキ連中ばっかりだ、ってこと。

　──それでも昔は、火球を生んだり、竜を操ったりするような『ホンモノ』がけっこういたらしいけどな。今じゃあもうそんなのはいねえ。

　現に、俺もいままでに何度か、『魔道士』って名乗る連中と戦ったこともあったが、つまんねートリックで、迷信深いイナカもんたちをビビらせてるか、実際術が使える奴でも、こけおどしのまやかし程度の芸しかできねえ連中だ。

　──たぶんあんたも、そのテのインチキどもと、何度か戦ったことあるんだろ？」

　……[image: ]っ……読まれてる……

　アイリスは、心の中でつぶやいた。

　魔道士がその数を減じた理由は誰も知らないが、その圧倒的な能力ちからの伝説だけはいまだに健在だった。

　それゆえに、『魔道士』の名前をかたって悪事を働く者はいる。

　アイリスもこれまでに、自称魔道士と戦ったことは何度かあったが、彼らのすべては、その手の小悪党ばかりだった。

　はっきり言って、油断さえしなければ、かけ出しの戦士でも楽勝、といった程度の相手である。

　──おそらく『本物』の魔道士などは、もうこの世界にはいないだろう。

　彼女はそう思っている。

　しかし、旅などほとんどしたこともない人々にとっては、『魔道士』という称号自体が脅きよう威いなのだ。『自称』魔道士が悪さをすれば、自じ警けい団だん程度では歯が立たないと思い込み、大たい枚まいはたいて、腕の立つ戦士を雇う。

　──つまり、アイリスのような戦士にとっては、『魔道士退治』といえば、『楽してもうかるおいしいしごと』のことなのだ。

　むろん戦士の中にも、『魔道士』の名を恐れる者も、『魔道士』と戦ったことのない者もいる。もしもライルがそのタイプなら、『魔道士はとことんコワイ』と脅かしまくり、あわよくば、しごとを横取りしようともくろんだのだが──

　どうやらムダだったようである。

　とはいえここで引き下がったら、正直言って、この先の路銀がとことん心細い。

「それじゃあ……あたしにも何か手つだわせてくんない？　礼金は山わけ、ってことで。

　正直言って、最近、路銀が心もとなくなっちゃって……

　ね、お願い」

「やだね」

　ミもフタもなくつっぱねるライル。

「──見たところ、ウデは悪くなさそうだが、たかがインチキ魔道士相手に、なんでわざわざ分け前まで払って、女の手なんか借りなきゃいけねーんだ？

　ヴェノムとやらが、どんなインチキ野郎だろうと、この俺ひとりで十分さ。

　……あんたが一体何をトチ狂って、女だてらに流れの戦士なんぞやってるのかは知らねーが、金に困ってるのなら、おとなしく、生まれた町だか村だかに帰って暮らしゃあいいだろ？」

　むかっ！

　アイリスの表情が怒りに引きつった。

　彼女はこの、『女だてらに』とか『女のくせに』とかいうセリフが、思わず暴れ出すほど嫌いなのである。

　実際に暴れたことも何度かあった。

　しかし、ここで怒りにまかせて暴れても、ふところはちっとも暖まらない。せいぜいが、『女のくせに乱暴な奴やつ』などと言われておしまい、である。

　──おーしっ！　となればここは、人情話攻撃よっ！

　アイリスは、苦笑を浮かべ、遠い瞳めで、

「村へは──もう帰れないわ……」

　淋さびしい声でつぶやいた。

「帰れない？　またどうして？」

　なんとはなしに問いかけたライルのことばに、彼女はしばし沈黙し、

「……あたしの生まれ育った村に……ヤな男がひとりいてね……

　村長のドラ息子、って奴よ……金持ってる奴の家に生まれて、ワガママに育てられたもんだから、いつもごろつき同然のとりまき二、三人引きつれて悪さのし放題。

　──そいつが、どういったわけか、しょっちゅうあたしにちょっかいかけて来てて……

　あたしの方は、その気ないから、相手にしなかったんだけど……」

　彼女はそこでことばを切ると、手にした酒をひと口ふくみ、

「──ところが──そいつがある日、とりまきのごろつき連中といっしょに、あたしを力ずくで──」

「…………」

　──マズいこと聞いちまったなー……

　ライルは内心後悔した。このテの話は苦手なのだ。

　アイリスは、自じ嘲ちようぎみの笑みを浮かべ、

「──なんて馬ば鹿かな相談を酒場でやっててね……ついムカッとなって、全員その場で、足腰立たなくなるまでぼこめこにたたきのめしてやったのよ……

　そしたらまあ、息子のバカさをたなに上げて、村長の怒ること怒ること。わざわざうちまで出向いて来て、文句の言いたい放題よ。

　──それであたしも、『あんたみたいなバカ親と同じ空気なんか吸っていたくないッ！』って、村長殴り倒して村飛び出したの。

　──それ以来──

　村には一度も帰ってないわ……」

「……な……なるほど……それはまあ、帰れんわな……」

「そういうわけで──あたしとしては、どうしても、このしごとでやっていくしかないのよ。

　お願い。ここはひとつ、あたしの顔を立てるとでも思って、何か手つだわせて」

「断わる」

　あっさりきっぱり言い放ち、ライルはがたんっ、と席を立つ。

「……へ……？」

「断わる、って言ったんだ。それはそれ、これはこれ、って奴だな。

　生活がかかってんのは、俺の方も同じなんでな」

「……な……何よ、ちょっと!?　今のあたしの悲しい身の上話聞いて、『かわいそーだなー』とか『それじゃあ何か手つだってもらおうかなー』とか『依頼料全額あげちゃおうかなー』とか思わなかったわけ!?」

「思うかっ！　それに第一っ！　今の話の一体どこが悲しかったんだっ!?

　ともかく──俺は、今夜からさっそくやることがあるんでな。……軽く腹ごしらえでもするつもりで来たんだが、お前さんの馬ば鹿か話ばなしにつき合わされるくらいなら、干ほし肉でもかじってた方がマシってもんだ」

「……なっ……!?」

「──それじゃあまあ、そういうことでな」

　アイリスが絶句したスキをつくように、一方的にそう言うと、ライルはそそくさと店を出てゆく。

「──あ！　ちょっ……」

　あわてて腰を浮かせた時にはもう遅い。

　ライルの姿ははやすでに、戸口の外──闇やみの中へと溶け込んでいた。

「……なによなによなによっ……！」

　しばしぼーぜんとしたあとで、怒りはふつふつこみ上げて来た。

　アイリスは、ぐぐうっ、と、両手でテーブルの端を、力いっぱいにぎりしめ、つぶやくように、呻うめくように、

「ひとに身の上話させたあげく、『馬鹿話にはつきあってらんない』!?　好きなよーに言ってくれるじゃないの……んっふっふっふっ……」

「……あの……お客さん……？」

　店の主人は、半ば本能的に、危険なモノを感じ取り、カウンター越しに、おそるおそる声をかける。

　しかしそのことばも、聞こえているのかいないのか、彼女はなおも小声でぶちぶちつぶやくばかり。

「……あのー……」

　店の主人が、二度目の声をかけようとしたその瞬間！

「うだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　どがしゃぁぁぁっ！




　アイリスは、絶叫と同時に、目の前のテーブルを思いっきりひっくり返す！

　店の主人が、客たちが、びくぅっ！　と身をすくませた。

　むろん主人としては、文句を言いたいのはやまやまだが、怒りに肩をふるわせて、荒い息をついている彼女を見れば、今は刺激しないのが、何より賢明だというのは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

　──やがて──

　……はう……

「あー。すっきりしたー」

　満足そうに息をつき、さっぱりとした口調で言うと、何ごともなかったかのようにすたすたと、となりのテーブルに腰をかける。

「──おやじさーん。お酒もう一杯、こっちのテーブルにおねがいねー♡」

「……いや……あの……お願いねー、じゃなくって……今のは……？」

「あ。気にしないで。単なるストレス解消だから」

　──気にしないで、じゃありませんよ……どーうするんですか……ひっくり返したテーブル──

　口もとまで出かけたことばを、主人はあやうく吞のみ込んだ。

　アイリスの瞳めはやはり笑っていない。

　どうやら完全に機嫌がなおったわけではなさそうだ。

　──こ……ここでヘタに刺激したら、本格的に暴れ出す……

「……わ……わかりました……酒を一杯、追加ですね……」

　顔で引きつり心で泣いて。彼は情けない声でそう言った。




　はや西にかたむきかけた満月が、夜の山道を皓しろく照らし出す。

　ここしばらく、雨が全く降らないせいで地面はかわき、夜を渡る風の中にも、土つち埃ぼこりのにおいが混じっていた。

　山道の脇わき──しげみの奥にわだかまる闇やみに、ライルはひとり、身を沈めていた。

　ヴェノムと名乗る魔道士が、一体どこを根ね城じろにしているのか──村長もそこまでは知らなかったが、数日に一度、この道を通って、山の中腹にある、何かの祭さい壇だんのような場所で、おかしな儀式をしている、という話は聞き出すことができた。

　となれば彼の取る手は一つ。待まち伏ぶせて倒すのみである。

　──今日はハズレか──

　やがて月がさらに傾かたむき、ライルが半なかばあきらめかけたその時──

　……ざっ……かちゃっ……

　遠い足音が、ライルの耳に届いて来た。

　──来たかっ!?

　息をひそめて待つうちに、月の光を浴びながら、山道を歩む一団が、こちらに向かい来るのが見えてきた。

　──それは、異様な集団だった。

　一人を除く全員が、黒くゆったりした服をその身にまとい、同じく黒い布きれで、ほぼ完全に顔を隠し、両の目だけを、そのすき間から覗のぞかせている。

　顔はおろか、性別すらも定かでない彼らが歩みを進めるそのたびに、枯れ草が鳴り、覆ふく面めんたちが腰に吊つるした剣がかちゃかちゃと音を立てる。

　一列に並んで進む一行の、ちょうどまん中のあたりに、他の者とはあきらかに違う服装の男がひとり。

　ライルの潜ひそんでいる場所からは、容姿まではよく見えないが、おそらくまちがいないだろう。

　あれが──魔道士、ヴェノム。

　村長から聞いた話──術で操った人間を、自分のとりまきとして使っている、というのが本当ならば、相手を操る程度のまやかしだけは心得ていることになる。

　──それにさえ気をつけりゃあ楽勝だ。

　ライルが待ち伏せの場所を、祭壇ではなく、途中の道に決めたのも、そのあたりを考えてのことである。

　細い山道で一列になった連中に、横手から奇き襲しゆうをかけて、魔道士だけを倒す。

　これならば、術で操られているだけのとりまきたちと、無駄に戦う必要もない。

　村長は、前にも雇った旅の戦士が返り討ちに遭あった、と言っていたが、おそらくそれは、とりまき連中と戦い、力尽きて敗れたのだろう、とライルは踏んでいた。

　魔道士たちの一行は、なおも無言のままで歩みを進め──

　……ざっ……

　唐とう突とつに彼らが立ち止まったのは、ライルのひそむしげみの、やや手前でのことだった。

　──気づかれた!?　まさか!?

　闇の中で、彼が身を硬かたくしたその時。

「──出て来られたらいかがです？」

　若い男の明るい声は、しかしまぎれもなく、ライルに向かってかけられたものだった。

「……よく気づいたもんだな……気け配はいは消したつもりだったが……」

　あっさりとひらき直ると、ライルはしげみをかき分けて、一行の前に立ち塞ふさがった。

「まあ、ちょっとしたコツがありましてね……あなたも、どこかの村長に雇われて、僕を殺しに来た、というクチですね」

　声の主は、列を分けて歩み出る。

「……てめえが……ヴェノム、とやらか？」

「その通りです」

　とまどい顔で問いかけたライルのことばに、魔道士は、笑みを浮かべてうなずいた。

「……まだガキじゃねーか……？」

　その姿に、自分のことをタナに上げ、ライルは思わずぽつりとつぶやいた。

　たとえハッタリにしても、魔道士と名乗る以上は、一体どんな相手が出てくるかとおもいきや──

　見た目には、ライルと同い年くらいだろうか。端たん正せいなその顔には、場ちがいに、にこやかな笑みが浮かんでいる。

　闇色のマントとローブを除けば、魔道士らしさなど、みじんも持ちあわせていない。
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「本当にてめえがヴェノムなのか？」

「間違いなく──当人ですよ」

「なるほど……一応信じてやるよ」

　言いながら、ライルはにじり進むように、魔道士との距離を、じわり、じわりと詰めていた。

　ヴェノムの立っているのは、彼の剣の間合いがまだ及ばない距離である。今ここで、剣を抜きざまつっかかっても、とりまきたちに割って入られる。

　会話で時間をかせぎ、少しずつ間を縮ちぢめ、一気に勝負をかける。

「しかし……あれこれ悪さをしてるって噂うわさだが……ありゃあどこまで本当なんだ？」

「たぶん全部でしょうね」

　いともあっさり言うヴェノム。

「もっとも……どんな噂が流れているのか、詳しいことは知りませんけどね。

　──あ、ちなみに、近所から子供をさらって生いけ贄にえにしてる、っていうのは本当ですから」

「なに!?」

　涼やかな口調でヴェノムが吐いたことばに、ライルの顔が引きつった。

「……おや……これはご存知なかったですか……まあ、そうしょっちゅうやっているわけじゃあありませんからね……

　けど、必要なことなんだから、しかたないんですよ」

「仕方ねえ、だと!?」

　ぎりっ、と奥歯を嚙かみ鳴らし、ライルは右手を剣の柄つかにかける。

「そう。しかたのないことです。

　──と、それよりも。

　僕を殺したいのなら、さっさとはじめませんか？　早く片づけないと、いつもの儀式の時間に遅れてしまいますからね」

「……言うじゃねーか……てめえこそ……二度とおかしな儀式なんぞ、できなくしてやるぜ……」

「無理でしょうね。それは。

　──闇ダーク・兵ソルジヤーたち！」

　ヴェノムの呼びかけと同時に、とりまきの覆面たちが、手に手に剣を抜き放ち、二人の間に割って入った。

　剣の刃が、月の光を照り浴びて、さえざえとした光を放つ。

　こうなっては、ヴェノムを直接狙ねらうのは不可能である。

　しかしライルは口もとに、不敵な笑みすら浮かべて、

「……上等じゃねーか……

　行くぜっ！」

　ひと声吠ほえて、腰の剣を抜き放ちざまに地を蹴けった！

　先頭に立った闇ダーク・兵ソルジヤーが動く！　ライルに向かって突っ込むと、手にした剣を大上段にふりかぶる。

　しかし──

　ライルの腕は、その闇ダーク・兵ソルジヤーの技量をはるかに凌しのいでいた。

　彼はさらに加速をかけて、闇ダーク・兵ソルジヤーの剣がまだその頭上にあるうちに、その脇わきをすり抜けざまに胴を薙なぐ！

　ざんっ！

　あっさり倒れたひとり目の、後ろに控ひかえる闇ダーク・兵ソルジヤーは、ライルの攻撃を、それでも二、三度、なんとか剣で受けはしたが、パターンを変えたフェイントに、いともあっさり引っかかり、やはりあえなく地に伏ふした。

「──この程度か!?」

　続く三人目もたやすく切り倒し、右手から斬きりかかって来た四人目を──

「──退ひけ！　闇ダーク・兵ソルジヤーたち！」

　ライルの剣が虚こ空くうを切った。

　ヴェノムの下した命令に、闇ダーク・兵ソルジヤーたちは、魔道士の後ろへと身を引いた。

「──へぇ。強いんですね、あなた」

「弱い、なんて言った覚えはねーよ」

　一瞬、ヴェノムの真意が摑つかめず、その場に足を止めるライル。

「……これ以上闇ダーク・兵ソルジヤーを失いたくありませんからね……

　──僕が直接、お相手させていただきましょう」

　一体いつの間に抜き放ったのか、魔道士のその右手には傾いた月の光を浴びて、薄うす紫むらさきに輝く一ふりのショート・ソード。

「……いいだろう……相手してやるよ」

　応こたえてライルは、じわりっ、と、魔道士との間を詰めてゆく。

　ヴェノムの構えはスキだらけ──というよりも、ライルの目から見れば、構えにすらなっていない。

　──それでこっちの油断を誘う、ってわけか。悪いがそのテにゃあ乗らねーぜ……

　胸のうちでつぶやくライル。

「どうなさいました？　かかって来ないんですか？」

　余裕の口調で言ったヴェノムと視線が合ったその瞬間。

　ゆぅらりと、視界が波打ち、甘あまやかな霞かすみが心にひろがった。

　──これが──奴やつの術か!?

　しかしヴェノムがこの手で来ることは、あらかじめ予想ずみである。心の底にひろがった、官能にすら似たそれをなんとか抑えこみ、もぎ離すように魔道士から視線をそらした。

　とたん、意識が冴さえ渡る。

「効きかんっ！」

　吠ほえて同時にふたたび地を蹴ると、今度はためらうことなしに、まっすぐヴェノムに突っ込んでゆく！

「術を破った!?」

　ヴェノムは驚きの声を上げ、一撃を受け止めるべく、剣を構える。

　しかしライルは、薙ぎ切ると見せかけ一いつ旦たん剣を引き、魔道士の腹を目がけて突きをくり出した！




　どんっ！




　にぶい音。たしかな手ごたえ。

　ライルの放った一撃は、魔道士ヴェノムの腹をまともに貫いていた。

　そして──

　ライルの目の前で、魔道士ヴェノムの口の端が、笑みの形につり上がった。




「──どういうことよ……これ……」

　アイリスは、苦い口調でつぶやいた。

　宿を発たとうとしたところを、村長とやらに引き止められて、事情の説明も受けぬまま、案内されたのがここだった。

　陽ひはもはや、中天に近い。

　木々と土埃のにおいに混じり、まだ立ちこめる血のにおい。

　村から離れた山道に、転がっているのは死体が四つ。

　うち三つは、黒装束をまとった男たち。村長の話では、ヴェノムとかいう魔道士のとりまきだ、ということである。

　問題なのは、もう一つの死体──

　軽ライト装・メ鎧イルに身を固めた、まだ若い、戦士ふうの男──

　むろん、きのうの今日で、その顔を、見忘れるはずもない。

　ライルは、剣で脇腹を刺し貫かれて死んでいた。

　その顔に浮かんでいるのは、恐怖ではなく、驚きよう愕がくの色。

「……なんであんたがやられちゃったのよ……？」

　ライルとは、昨日出会って、すこしだけ話をした──言ってしまえば、それだけの間柄でしかないが、同じ流れの戦士という立場からすれば、決して他人ごとではない。

　……それにしても……おかしいわよ、これって……

　ライルの命を奪った、その傷口に視線を注ぎ、アイリスは、胸の中でつぶやいた。

　ひと目見ればわかる。この傷口はシロウトのつけた傷である。

　一撃で急所を貫かれているのではない。何度かにわたって切りつけられているのだ。

　不意を突かれたわけではない。現に彼は、魔道士のとりまきを三人、斬り倒しているのだ。

　となれば、戦いのさ中に、シロウトの剣で倒された、ということになるのだが──

　きのう出会った印象からすれば、ライルもそこそこの使い手のはず。その彼が、そんなやられかたをするだろうか？

　──可能性としては……何かで動きを封じられてから……それにしても、脇腹ってのがよくわかんないわねー……

「……薪たきぎ拾ひろいに行っておった村の者が、知らせを持って来てな……」

　アイリスが首をかしげるその横で、村長は、若き戦士のなきがらを見下ろしたまま、疲れた声でつぶやいた。

　それほど老ろう齢れいでもないのだろうが、その髪は、心労のためか、すでに白い。

「今までにも、何人かの戦士さんたちを雇うて、魔道士退治を頼んだが、そのことごとくが返り討ちじゃ……

　このかたも、かなり腕が立つかたのようじゃったから、ひょっとしたら──と思っておったが……」

　疲れた深いため息をつき、アイリスの方に向きなおり、

「──宿の主人の話じゃと、あなた様も戦士どのだという話。そこで、お願いしたいことがあるのですが……」

「……あたしにその魔道士を倒せ──と？」

「いや──そのような無む茶ちやは頼めませぬ」

「無茶？」

　アイリスの眉まゆがかすかにはね上がったのには気づかず、村長は続ける。

「はい。遅まきながら、どうやらあの魔道士に、たった一人でたちむかうこと自体が、無茶なことと悟さとりました……

　そんな相手に、あなた様がかなうはずもございますまい」

「……やってみなくちゃわかんないでしょ。そんなこと」

「無茶な……数々の戦士を下してきたあやつに、女の身でかなうわけもありますまい」

　村長は気づいていなかった。自分のことばが、単にアイリスの神経を逆ナデしているだけにすぎないことに。

「それに、あなた様には、別のことをやっていただきたいのです。

　どこか大きな町へ行き、あなた様の目で、あの魔道士に対抗できる力を持った剛ごうの者たちを五、六人、集めて来ていただけませんでしょうか？

　……むろん魔道士の件、領主様へは嘆たん願がんいたしますが……これまでも、なしのつぶてだったところから思えば、おそらく今度も、兵はまわってこんでしょうからな……

　いかがなもんでしょうか？　お引き受け願えませんか？」

　アイリスは、眉み間けんにしわを寄せ、何やらしばし考え込んでいたが、

「──わかったわ。この件、引き受けさせてもらうわ」

「おお！　それではさっそく──」

「ただし──」

　村長のことばを遮さえぎり、彼女は言った。

「なんだかわかんない相手じゃあ、人の集めようもないわ。

　出発は、あたしがこの目で、相手の力を確かめてからよ──」




　わずかに欠けた丸い月が、夜空をしずかに渡りゆく。

　あいも変わらず雨は一滴も降らず、かわいた風が闇やみを撫なでてゆく。

　相手の様子を見るだけだ。危なくなったら素直に逃げる──村長にはそう言っておいたが、むろんそのつもりなどなかった。

　女の身で、だの、お前にゃ無理だのと、あそこまで言いまくられて、それもそーですね、とあっさり引けるわけはない。

　とはいえあの場で『やってみせる！』と意気ごんでも、やめろやめろと言われるだけ。

　それでは意地は通せても、ふところぐあいは暖まらない。

　そこでアイリスの取った手がこれだった。

　あくまで偵てい察さつのたてまえで張り込み、自分の手で魔道士を片付ける。

　これならば、報ほう酬しゆうもちゃんと手に入るし、自分の意地も通せる。

　ただ──どうも気になるのは、ライルの倒されかただった。

　村長から聞いた話からすれば、相手は、幻術程度のものなら操れるようだが……

　──あるいは、ライルもその術にハマって……？　となれば魔道士に、術を使うスキを与えずに……

　闇の中、あれやこれやと思ううち──

　……ざっ……ざっ……

　遠い足音がアイリスの耳に届いたのは、張り込みをはじめて四日目──夜も半ばを過ぎた頃のことだった。

　──来たっ！

　かつてライルが隠れていたのと、同じしげみに身をひそめ、アイリスは身を硬くした。

　そしてまた──

　魔道士たちの一行は、以前と全く同じ場所で足を止めた。

「……おやおや。またお客さんですか。よくもまあ立て続けに──」

　ざっ！

　ヴェノムのことばも終わらぬうちに、しげみをゆらして飛び出すアイリス。

「──ほう──」

　闇ダーク・兵ソルジヤーたちを自分の後ろに控えさせ、ヴェノムは大げさに目を丸くして、

「女の戦士とは──めずらしい」

「ヤサ男の魔道士ってのも、十分めずらしいけどね。

　──もっとも、魔道士を名乗ってるだけのヤサ男、ってのはそんなにめずらしくないかもしんないけど」

　言うアイリスの右手には、すでに、抜き放たれたロング・ソードが構えられている。

「……ふむ……」

　そのことばを聞いているのかいないのか、ヴェノムはまじまじと彼女を眺めながら、

「……しかし、これは好都合ですね。女戦士となれば、術で惑まどわせてなぐさみものにするもよし、生いけ贄にえとして使うもまたよし、ですからね……」

「あんた……顔のわりにはエグい性格してるわね」

「みなさん、よくそうおっしゃいます」

　言ってヴェノムが、満面の笑みを浮かべたその瞬間──

[image: ]

　ざっ！

　何の前ぶれさえ見せず、魔道士に向かってアイリスが地を蹴けった！

「なにっ!?」

　いきなりのことに対応が遅れ、あわてて腰の剣に手を伸ばすヴェノム。

　しかし、アイリスのスピードは、今までに倒した戦士たちのそれを上回っていた。

　ぞんっ！

　魔道士の右手が、腰に吊つるした剣の柄を摑つかんだ時には、アイリスの剣は、ヴェノムの左胸を、深々と貫いていた。

　が──

　──違う!?

　その瞬間、アイリスは、冷たい違和感を感じ取っていた。

　たしかに自分の剣は、魔道士ヴェノムの胸をまともに貫つらぬいている。まごうことなく手ごたえもあった。

　しかし──何かがおかしい。

　違和感とも、恐怖ともつかぬ、言いようのない衝動に駆り立てられて、アイリスは、とっさに剣の柄から手を離し、ヴェノムから逃げるように地を蹴った。

　じゃっ！

　同時だった。

　アイリスが後ろに飛び退のくのと、宙を薙ないだ、薄紫の輝きが、彼女の腹を浅く切り裂いたのは。

「──!?」

　痛みと悲鳴を嚙かみ殺し、間合いを取って目をやれば、右手にさげたショート・ソードに、月の光を照り返し、じっと彼女を見つめる魔道士ヴェノムの姿。

　──あの一瞬──

　ま横から、ヴェノムの剣が、アイリスの脇腹を狙ねらってくり出されたのだ。

　剣を捨て、飛び退のかなければ、ライルと同じ末路を辿たどっていただろう。

　腹の傷はたいしたことはない。皮一枚を裂かれただけの、戦士にとっては、それこそかすり傷同然のものである。

　しかし、そんなことよりも──

　なぜ、魔道士はまだ立っている!?

「……しくじった……」

　声に後こう悔かいの色をにじませ、ヴェノムは言った。

　アイリスの剣をその胸に、深々とつき立てたそのままで。

「しくじりましたよ……僕としたことが……

　たかが戦士と甘く見てました……剣に毒でも塗ぬっておけばよかったんですね……」

「……あ──あんた──なんで──」

　アイリスは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「──なぜ死なないか──ですか？　剣で心臓を貫かれたはずなのに？」

　言いながら、胸の剣を、いともむぞうさに引き抜き、地面に投げ捨てる。

　その傷からは、一いつ滴てきの血さえも流れない。

「……肉体が、魂の器うつわであるなら、そのことを利用しさえすれば、魂を失うのを封じることなど……と……

　魔道のことを理解できない人間に、そんなことを説明しても無駄ですね。

　なら、あなたにもわかることだけお話ししましょう。

　あなたは僕を殺せない。そして──僕はあなたを生かしてはおけない──」

　だっ！

　魔道士のことばも終わらぬそのうちに、アイリスは、ヴェノムに背を向け、かけ出した。

　──冗談ではない。

　どうせかたりの魔道士か、術を使えてもまやかし程度と思っていたのだが──まさか、こんなところで『本物』にお目にかかることになるとは──

　噂によくあるような、火球を生んだり、竜を操るような相手なら、まだしも戦いようはある。しかし、剣で心臓を貫いてさえ死なないなど──

　これではまるで、伝説の魔物、吸ヴア血ンパ鬼イアではないか。

　いや、むしろ、十字架や太陽の光などの弱点があるぶん、吸ヴア血ンパ鬼イアと戦うほうが楽かもしれない。

　ともあれ、剣が通じないとなれば、残された手段は逃げの一手のみ。

　山道をそれて森の中へと走り込む。枯れ草を踏み分け、カンだけで、村があるとおぼしき方へと向かってひたすら走り続ける。

　──どれくらい走り続けただろうか──

　追ってくる気配がないのにふと気づき、ちらりと後ろをふり向けば、そこには追手の影もなく、月の光と森の木々とが生み出す闇やみが、ただくろぐろと佇たたずむばかり。

　彼女はしばし、荒い息をつきながら、闇の奥に目をやるが、やはり誰かが追って来る気配はない。

「……振り切った……それとも……逃がしてくれた……？」

　ぽつりとつぶやいたそのとたん。

「──逃がすつもりはありません」

「!?」

　すぐ後ろから聞こえた声に、ふり向かず、転がるように前に出る。

　バランスを崩し、倒れ込みそうになったのをあやうくこらえ、声のした方をふり向けば、一体いつの間にやって来たのか、ぬらりっとした光を放つ剣を片手に、ひっそりと闇に佇む魔道士ヴェノム。

「……そ……そんな……!?　一体どうやって……!?」

「なぁに……闇を渡っただけのことですよ。

　貴方あなたの今いる場所を『悟って』ね……」

　さも当たり前のことのようにそう言うと、喜き悦えつの笑みを満面に浮かべ、

「……言ったでしょう……？　生かしてはおけない、って……」

「……！」

　声にならない悲鳴を上げて、アイリスはふたたび走り出す。

　逃げ去る彼女の背中を、無言のままで見送るヴェノム。

「……さて……そろそろ行きますか……」

　彼がぽつりとつぶやいたのは、アイリスの姿が見えなくなって、しばらく経たった後のことだった。

　ゆっくりと、瞳ひとみを閉じて、意識を頭の芯しんに集中したその瞬間。

　恐怖に背を押され、闇の中を走るアイリスの姿が視みえた。

　生きている誰かの居場所を察知する──

　彼にとってはこの程度のこと、造作もないことだった。

　相手が近くにいて、自分に意識を向けていれば、集中する必要さえなく、どこに隠れているのかもわかる。

　その感知能力は、剣の達人のそれすらしのぐ。

　ライルやアイリスがしげみに身をひそめているのに気づいたのも、その能力がゆえだった。

　──もっとも、いくら不意を打たれようと、戦士が相手である限り、どうということはないのだが。

　とはいえこのままアイリスを逃がしてやるわけにはいかなかった。

　アイリスは、彼の能力ちからを知ったのだ。

　彼女自身に、ヴェノムを倒す力はなくても、話を伝え、彼を倒す能力を持つ誰かを探し出すことは、可能かもしれないのだから。

　魔道士がいなくなったと言われる今でも、ヴェノムのような『本物』はいるのだ。となればどこかに、彼を倒す能力ちからと知恵とを持った者がいないとも限らない。

　万が一にでも、そんな者を呼んで来られてはたまらない。

　闇の神への儀式と生いけ贄にえを続け、彼の不死性を、完全なものとするためには、まだまだ時間が要る。

　それまでは、彼の能力ちからを人々に知られるわけにはいかないのだ。

　ヴェノムの唱える、耳に馴な染じまぬ呪じゆ文もんが夜風に溶け、流れ──

　それがとぎれたその瞬間、魔道士の体が、すぅっ、と闇に吞のまれて消えた。




　はあっ！　はあっ！　はあっ！

　自分の荒い息の音が、みょうに大きく耳につく。

　ほかに聞こえるものといえば、枯れ草やしげみを踏み分ける、彼女自身の足音だけ。

　かなり息が上がっているのが自分でもわかった。

　無理もない。道さえもない木々の間を、鎧よろいをつけたそのままで、全力疾走を続けているのだ。

　背中にはりついた、『死』という名前の恐怖にかり立てられて。

　あの魔道士が追って来ているような気がして、走りながら振り向けど、そこにあるのはただ闇ばかり──

　しかしそれでも恐怖は消えない。

　アイリスが、何度めかに後ろをふり向いた時も、やはり闇だけがそこにはひろがっていた。

　瞬間──

「あうっ!?」

　おそらく木の根か何かだろう。つまずいて、そのまま前のめりに倒れ込む。

　荒い息をつきながら、それでもよろよろと身を起こし──
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　最初に視界に入ったのは、すぐ目の前にある、何者かの足だった。

　涼やかな夜の風を受け、わずかにたなびく黒いマント。

　──まさか──

　アイリスが、おそるおそる顔を上げた視線の先に──

　満面の笑みを浮かべた、魔道士ヴェノムの顔があった。

「──!?──」

　大きく息を吞み込んで、あわててふたたび逃げ出すアイリス。

　魔道士に背中を見送られ、どこをどれだけ走ったか──

　気がつけば、疲れでかすみはじめた視界の中に、またもやひっそり佇む魔道士の姿。

　悲鳴を上げる力すらなく、それでも彼女は方向を変えて走り出す。

　──むろん、アイリスにはわかっていた。

　魔道士の手からは逃げられないことは。

　しかしそれでも、あきらめて殺されることはできなかった。となれば彼女にできるのは、ただただ走り続けることだけ。

　だが、それとてももう、限界に近づきつつあった……




「……だいぶ弱ってきたようですね……」

　いくどめかに、アイリスの背中を見送って、ヴェノムは冷たい口調でつぶやいた。

　たった今、彼に背を向け、闇の奥へと逃げて行ったアイリスの足取りは、もはや、走る、というより、よろけているのに近かった。

　おびえて逃げるのが面おも白しろくて、ついつい遊んでしまったが、どうやら彼女の体力も、そろそろ限界のようである。

　ヴェノムの方とて、相手の位置を感知するのはともかく、闇を渡る術の方は、無限に使えるわけではない。

「……それじゃあ、そろそろ殺しますか……」

　ひとりぽつりとつぶやいて、目を閉じ、意識を集中し──

「──ばかな──!?」

　魔道士の口から驚きの声が漏れた。

　アイリスの姿が視えないのだ。

　あわててふたたび目を閉じて、頭の芯に意識を集中し──

「……どういうことです……？」

　彼はつぶやいて眉まゆをひそめる。

　やはりアイリスは視みえなかった。

　こんなことは、これまでに、一度たりとてなかったことだ。

　ヴェノムの『目』から逃れるには、彼の能力ちから以上の魔力の加護か、逃亡者の死をもってしか手段はない。

「……あの娘に、魔法が扱えるはずもなし……とすれば……崖がけかどこかから、足でも踏み外して落ちたか……あるいは力つきて心の臓が麻ま痺ひしたか……

　いずれにしろ、命を落したことは、どうやら確かなようですね……」

　自分自身を納得させるかのようにつぶやく彼。

　自分の手でとどめを刺せなかったのは、やや興ざめだが、とりあえずこれで、彼の能力ちからを知る人間はいなくなったはず。

　ヴェノムは闇渡りの呪文を唱となえ、山道に待たせた闇ダーク・兵ソルジヤーたちのもとへと帰って行った。




　気がつけば、すでに夜は明けていた。

「……う……」

　アイリスは、小さく呻うめいて身をよじる。

　むき出しの岩の上で、鎧もはずさず寝ていたせいか、体のあちらこちらが痛む。

　──寝ていた──？

　疑問符が頭の中を一瞬よぎり──

　違う！

　昨夜のことを思い出し、あわててその場に身を起こし──

　ごぢっ！

「あだだだだだだだだだだだだっ！」

　低い天井に頭をぶつけ、思わず痛みに声を上げる。

「……たたた……けど……一体何が……？」

　頭をさすりつつ、つぶやく彼女。

　──きのうの夜──

　魔道士に追いまわされて、ほとんど力つきかけて、ふらふら走り回るうち、目の前に見えたここ──岩壁に開いた小さな洞どう窟くつに転がり込み──

　覚えているのはそこまでだった。

　どうやら力つき、気を失っていたようである。

　洞窟の外には朝の光が降りそそぎ、むろんそこに、あの魔道士の気配はない。

　第一、彼がここをつきとめていたなら、アイリスが目をさますことは永遠になかっただろう。

「……なんで……あきらめたんだろ、あいつ……？」

　アイリスはぽつりとつぶやいた。

　自分が今いるその場所が、ただの洞窟などではなく、名もない神を祀まつった、小さなほこらの入り口だということさえ知らずに。




　膝ひざまで伸びた、枯れ草をゆらし、しめりけを帯びた風が吹き渡る。

　空が雲に覆われた日など、何十日ぶりのことだろう。

　森の中に、ぽつんとひろがる小さな草地。

　そのまん中で、剣を鞘さやごと地面につき立て、それに身をあずけるように、アイリスは、ひとりでじっと佇たたずんでいた。

　待っているのだ。

　招待した客が来るのを。

　相手の名は──

「──お待たせしたようですね──」

　風に流れて届いた声は、聞き覚えのあるものだった。

　彼女の立っている正面──草地を囲む森の端から、姿を現わす男がひとり。

　言うまでもない。魔道士ヴェノム。

　アイリスとは、かなり離れた場所で足を止め、

「──しかし──驚きましたよ。

　きのうの夜、祭壇で、あなたの書き残した挑戦状を見た時には。

　あなたが生きていたこと自体も驚きでしたが、そちらから戦いを挑んでくるとは思いもしませんでしたからね。

　──けどあの時は一体どうやって僕の目をくらませたんです？」

「目をくらます？　何のことよ？」

　鞘は地面につき立てたまま、剣を引き抜き、アイリスは言う。

「そっちが勝手に、追って来なくなっただけでしょ。あたしは単に、あのあたりのほら穴で寝てただけよ」

「……ほら穴……ですか……」

　ヴェノムは何やら考え込んで、

「……ふむ……あのあたりには、昔の遺跡などが結構残っていますからね……何かの魔力を秘めた場所があった、とかいったところですか……

　これは、あとで調べてみる必要がありそうですね……」

　ひとりでつぶやき、納得すると、あらためてアイリスの方に向きなおり、

「──それで──？　わざわざ僕に挑戦してきたということは──僕を倒す手を思いついたわけですか？」

「戦ってみれば答えは出るでしょう？」

「なるほど──たしかにおっしゃる通りですね」

　口の端に笑みを浮かべ、ヴェノムは腰の後ろから、ショート・ソードを引き抜いた。

　実を言えば、祭壇の台座に書き残された、アイリスからの挑戦状を目にしたとき、彼はずいぶんと迷ったのだ。行くべきか行かざるべきか。

　その時は、なぜアイリスが自分の目から逃れることができたのかもわからなかったし、向こうから、場所と時間を指定してきたところからすれば、罠わながあるのは間違いない。

　とはいえ、自分の能力ちからを知った人間を、生かしておくつもりはなかった。

　まわりの森に、人をひそませているのかとも考えて、姿を現わす前に、ひととおりあたりを探ってもみたが、アイリスの他には人の気配はない。

　念のためと、連れてきた闇ダーク・兵ソルジヤーたちを走らせてみても、やはり人影はないとのこと。

　そこでこうして出てきたわけなのだが、やはり一片の不安は残る。

　アイリスは剣を抜くと、魔道士を中心に、ゆっくりと、右へ大きくまわり込んでゆく。

　その場にじっと佇んだまま、視線でそれを追うヴェノム。

　やがて、彼女はぴたりと足を止め──

「はっ！」

　ざっ！

　気合いとともに草を蹴けり、一直線に突っ込んでゆく！

　ぎぃんっ！

　風をふるわせ、刃がぶつかる。

　ヴェノムはそれでもアイリスの斬ざん撃げきを、一度は受け止めたが、彼の腕ではそれが限界だった。

　ざんっ！

　アイリスの剣が深々と、ヴェノムの体に突き刺さった！

　だがむろん、これで息絶えるヴェノムではない。

　しばらく前の夜を再現するかのように、アイリスは、剣の柄を離して後ろに退さがる。

　同時に虚空を薙なぐヴェノムの剣。

　今度は、アイリスに、かすり傷すらつけることなく。

　そして──

　一いつ旦たん身を退ひいたアイリスは、腰の後ろに右手をまわし、かくし持った、もう一本の剣を引き抜いた！

　攻撃をからぶりし、スキだらけになった魔道士に、そのまままっすぐ突っ込んでゆく！

　ぞぶっ！

　銀の光が宙を薙いだ。

　……ざっ……

　枯れ草を鳴らし、魔道士の首が大地に転がった。

「……これなら……どう……？」

　アイリスのつぶやきと同時に、首を失った魔道士の体が、ぐらりっ、とゆらめき、倒れ伏す。

「……不死の存在アンデツドを倒すには、聖水で清めた剣で首を刎はね跳ばす……だったわね……」

　大きく安あん堵どの息を吐き、地面につき立てたままの、剣の鞘さやがある方に向かって歩みを進める。

　しかし──

「……くっ……くっくっくっくっ……」

　アイリスの足がひたりっ、と止まった。

　背中から聞こえる低いふくみ笑いに。

　そして、草のゆれる音。

　アイリスは、ゆっくりと背後をふりかえり──

「ひっ!?」

　彼女は小さく息を吞んだ。

　その目の前には、ひっそり佇む魔道士ヴェノムの姿があった。

　胸にアイリスの剣をつき立て、右手には、ぬらりと輝く剣をにぎりしめ。

　そしてその左手に、斬きり落された自分の首を掲かかげ持ち。

「──それで僕を殺せると、本気で思ったんですか？……あさはかな……」

　ヴェノムの『首』が、にぃっ、と深い笑みを浮かべた。

「……ま……まさか……そんな……!?」

　恐怖の色をその顔に浮かべ、小さく震えながら後あと退ずさり──

　ざざっ！

「あっ!?」

　草に足でも取られたか、バランスを崩して後ろに倒れ込む。

　剣を手放し、へたりこんだそのままで、手と足を使って後ろににじり進む。

「……聖水で清めた剣で首を刎ねるなど……

　一体どこで仕入れたデマかは知りませんけど、それじゃあ僕は殺せませんよ……」

　ヴェノムは言うと、左手に持った『首』をあるべき場所へと戻し──

　それは、見る間に胴とつながると、傷のあとすら残さなかった。

「……さて……と……」

　魔道士ヴェノムは、アイリスに向かって一歩足を踏み出した。

「ひいっ！」

　アイリスは、ふたたび悲鳴を上げて立ち上がり、ヴェノムに背を向け、走り出す。

　しかしいくらも進まぬうちに、またもやバランスを崩し、こんどは前に倒れ込んだ。

　ばぢゃっ！

　彼女が倒れたその拍子に、盛大に上がる泥しぶき。

「……っくぷっ……！」

　それでもなんとか身を起こし、体じゅう泥だらけになりながらも、ぬかるみの中を四つんばいで這はい逃げる。

「……ふん……どうしました……？　腰でも抜けましたか……？」

　見下しきった口調で言うヴェノム。

　自分の絶対的な優位を確信した今、ヴェノムが考えていることは、ただ一つのみ──すなわち、どうやって、この女戦士をなぶり殺すか──

　──ぴちゃっ。

　逃げるアイリスと一定の距離を取ったまま、歩むヴェノムの右足が、ぬかるむ地面を踏みしめた。

　──マントの裾すそが汚れるかな──

　一瞬足を止め、そんなことをふと思うが、かまわずさらに歩みを進める。

　アイリスは、なんとかぬかるみから抜け出ると、剣の鞘さやだけが突っ立っている所にたどり着き、転がるように倒れ込んだ。

　ヴェノムはその場で足を止め、

「……どうしました？　まさか、もう力尽きた、などとおっしゃるんじゃあないでしょうね？」

「──違うわよ──」

　返って来たその声は、追いつめられた者のそれではなかった。

　彼女はいきなりその場に半身を起こし、あたりの地面をまさぐりはじめる。

「──一体何の──」

　眉をひそめてつぶやきかけた、ヴェノムのことばが途中で凍こおりついた。

　彼はようやく気がついたのだ。

　アイリスが、一体何をやろうとしているのか。

　すべては演技だったのだ。彼の首を刎はね跳ばし、勝ちを確信したような顔をしたのも、おびえて逃げ回ってみせたのも。

　ヴェノムを油断させるため。そしてこの場に連れてくるため。

　日照り続きのこのあたりに、普通なら、ぬかるみなどできるわけがない。

「──きさまっ……!?」

　背を疾はしる恐怖に、ヴェノムが思わず声を上げたその瞬間──

　アイリスの右手が、鞘の下に置いた火ほ口くち箱ばこを探り当てた。

　そして。

　ごうっ！

　風を巻き上げ炎が疾る。




　ぐぉうんっ！




　魔道士を中心に、あたり一体が、またたく間に炎の海と化した。

　アイリスがあらかじめ、あたりに撒まき散らしておいた、油に引火したのだ。

　空間を渡る呪じゆ文もんを唱える暇もあらばこそ。

　油だまりのどまん中にいた魔道士は、まともに炎に包まれていた。

　……お……おおおおおお……！

　炎の唸うなりか、魔道士ヴェノムの絶叫か。風をふるわせ炎がゆれる。

「……体から……魂が出て行かないようにしてるなら……体をあとかたもなく消してやるだけよ……」

　舞うように。ゆらめくように。炎の中で蠢うごめく人影をじっと見つめたそのままで、アイリスは、しずかな声でつぶやいた。




　──やがて──

　ひさかたぶりに降り出した雨が、草原の炎を消し去ったあと──

　魔道士ヴェノムのその体は、一ひと片かけたりとて残さず灰と化していた──
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風の吹くまま
















　某月某日。

　オレはその日、生まれてはじめて、自分が実は『光の勇者様』だったということを知らされた。

「……正気か？　おめーは……？」

　その知らせを持って来た、『城からの使い』と称しようする娘に向かって、オレは思わずそう言った。

　──当り前である。

　ある朝、家の扉を叩たたく音に、ねぼけまなこをこすりつつ、玄関先に出てみれば、見たこともない連中がいて、いきなり『あんたは勇者だ』などと言う。

　この状況で『そうだったのか！』なんぞと納得できる奴やつがいたら、はっきり言ってどうかしている。

　しかし、オレのごく当り前なリアクションに、知らせを持って来た僧そう侶りよふうの娘と、連れの騎士ふうの二人はまともに顔を引きつらせた。

「──きさま……！」

「待って」

　食ってかかろうとする騎士の一人を止めたのは、僧侶ふうの娘だった。

　こちらも、こめかみのあたりが引きつっていたりするのだが、それでも平静を装よそおいつつ、ふところから一枚の書状を取り出して、オレに向かってひろげて見せる。

「国王からの召しよう喚かん状です」

「国王からの!?」

　おうむ返しに声を上げ、オレはその書状に目をやった。

　たしかに──

　その羊よう皮ひ紙しには、オレの名前と、王家の印、それに国王のサイン（らしきもの）が記されていた。

　一応オレも、字くらい読める。何度か書面を眺めてみるが、オレへの召喚状だということだけは間違いなさそうだった。

　……さすがに、勇者がどーのとかいった、たわけたことは書いてなかったが。

　それでもこうして、ちゃんとした召喚状ものがある以上、一応従うしかないだろう。

　権力だの権威だのにへこへこする気は毛もう頭とうないが、かといって、ひたすら逆らう、というのも意味がない。

「──わかった。支し度たくするからちょっと待っててくれ」

　ため息といっしょに、オレはことばを吐き出した。




　不景気な時代だった。

　化け物が野にたむろしているのは、まあ、今にはじまったことでもないのだが、最近は、何やら怪あやしいシューキョーまでが流行はやりはじめて、世の中の腐りぐあいに拍車をかけていた。

　……たしかにこんな時代じゃあ、誰もが『伝説の光の勇者様』とやらの出現を夢見るのもわかるが、自分の希望を他人の運命とやらに押しつけるのは、かんべんしてほしいもんである。

　しかも、その『勇者様』とやらが、よりにもよってこのオレだ、なんぞというのだから、それこそ大笑いである。

　一体どーゆー根拠があって出てきた話か知らないが、まあ、城に行けば、このくだらん誤解も解けるだろう。

　やや長めの髪は頭の後ろでまとめ、服の上から、使い込んでキズだらけの胸ブレス甲ト・プ冑レートを着込む。

　あとは、腰にロング・ソードをぶら下げて、これで準備は完了である。

　まるっきりの戦闘準備だが、オレにとってはこれが正装。

　町のまわりをうろつく化け物たちをぶち倒し、町から礼金をもらって暮す。「ハンター」と呼ばれるそれが、オレのしごとだった。

　ともあれオレは、連中が案内するままに、おとなしく王城へと足を運んだ。

　通されたのは、なぜか謁えつ見けんの間ではなく、とある小さな一室だった。

　赤絨じゆう毯たんもい並ぶ高官の姿もなく、むろん王の姿などどこにもない。

　ひとさまを勇者呼ばわりするわりには、なかなか粗そ末まつな扱いである。

「しばらくお待ちください」

　言って、娘は部屋を出て行った。

　お供とものむさくるしい騎士たちといっしょに、待つことしばし──いや、かなり。

「お待たせしました」

　扉を開けて入って来たのは合計三人。

　ひとりはさっきの僧侶の娘。ひとりは若い魔道士姿。そしてひとりは老魔道士。

　年老いた魔道士は、ちらりっ、とオレの方に目をやって、

「……マイダスの町のキース＝クラウド殿……間違いないかな……？」

　年相応のよぼよぼとした声で言う。

「……ああ……」

　ぶっきらぼうなオレの返事に、騎士たちは顔を引きつらせるが、じーさんは全くおかまいなしに、

「……わしの名はアリアスティス＝レーヴェライア。王宮つきの魔道師じゃ……」

　長い名前のじーさんは、言って、まじまじとオレを見つめ、

「……うむ……間違いあるまい……おぬしの瞳ひとみの奥底には、勇者の素質を示す光が宿っておる……！」

　こらこらっ！　勝手に他人ひとの目の奥に、そんな怪しげなもん見いだすんじゃねぇ！

「……ところでおぬし、黒ダーのク救・メ世シ主アラムズのことは知っておるな？」

「……まあ……名前くらいは」

　オレは小さくうなずいた。

　今、世間でおーはやりの『闇ダーのク・祝ブレ福ス』とかいう怪しい宗教の大ボスが、たしかそんなふうに呼ばれていたはずである。

　なんでも、闇やみこそが人間の本質、だの、『個』があってはじめての『全』だのと、わけのわからんことをほざきつつ、やりたい放題し放題。

　おまけに、一体どんな芸を使ったか、化け物どもまで手なずけて、今では、ちょっとした国の軍隊じゃあ手も出せないほどの力を持っている。

　ま、早い話が、理論武装した、ただのわがまま自己中野郎である。

　……って……おい、まさか、この話の展開は……？

　思わず顔を引きつらせるオレを、じーさんは、静かなまなざしで見つめながら、

「……おぬしがあやつを倒すのじゃ。運命の星はそう告げておる」

　じーさんの答えにオレの目が点になった。

　……一体何を考えてやがるんだ……？　最近の運命の星ってぇ奴は……？




　名前の長いじーさんの話は、そのあとひたすらえんえんと続いた。

　……まあ……そのほとんどが、黒ダーのク救・メ世シ主アとやらの悪口だったが……

　何はともあれ、早い話が、オレをここまで案内した娘と、いっしょに部屋に入ってきた、若い魔道士をお供につけるから、まずは、近所にあるテキのアジトをひとつ、たたき潰つぶせ、ということらしい。

　なおかつ、『これは王命である』ときた。

　早い話が強制である。

「……まあ、何かと準備も必要じゃろうて。

　とりあえず、いくばくかの資金を用意しておいた。何かの役に立ててくれ」

　じーさんの目くばせに応じて、若い魔道士は、ふところから、小さな革かわの袋を取り出し、オレに手渡す。

　ずっしりとした、この重み──

「……金貨か……？」

「さよう」

　オレの漏もらしたつぶやきに、じーさんは重々しくうなずいた。

　重さからすると、ざっと二十枚やそこらは入っているだろう。しばらくは遊んで暮せるほどの額だ。

　遊んで暮せるほどの額だが──

　ぎぎぃっ、とオレは顔を上げ、じーさんの顔をまじまじと見つめ、

「……聞くが……黒ダーのク救・メ世シ主アってぇのは、たかが金貨二十枚やそこらで倒せる程度の相手なのか……？」

「きさまっ！　無礼な！」

　声を上げる騎士のひとりに、オレは金貨の袋をつき出して、

「──そう言うんなら、おめーにこれやるから、黒ダーのク救・メ世シ主ア倒してきてみな」

「……そ……それは……」

　オレのことばに、あわててそいつは視線をそらせた。

　……ったく……他人ひとごとだと思って、横から勝手なチャチャ入れやがって……

「……キース殿のおっしゃりたいこと、たしかにわからんでもないのだがな……」

　苦い顔でじーさんは言う。

「たしかに、その金貨だけで充分だ、などとはわしも思わん。

　しかしな、勇者の素質を持つ者は、世の中におぬしひとりのみ、というわけではない。

　おぬしも含めて、それらのひとりひとりがわしらの希望の光。そんな彼らそれぞれに、できうる限りの援助はしてやらねばならん。それがその金額、というわけじゃ。

　真の勇者というのは、何も生まれながらにして、真の勇者なのではない。勇者の素質を持つものが、さまざまな試練を乗り越えてはじめて、真の勇者たりうるのじゃ」

　くそえらそーなことを言って、ひとりで重々しくうなずくじーさんを、しかしオレはジト目でにらみすえた。

　たいそうな言い回しを使ってはいるが、早い話が──

「……それって……『ヘタな弓矢も数射うちゃ当たる』とかって言わねーか……？」

　ぴぴくっ！

　どーやら図星だったらしく、じーさんは、まともに顔を引きつらせた。

「と……ともあれキース殿っ！　この一件、たしかにお願いいたしましたぞっ！」




「……っかーっ！　やってらんねーぜ。全くよぉ……」

　次の日の夜。

　オレは、老魔道士様からありがたく拝領した金貨で、いきなり飲んだくれていた。

　カシスの村にある酒場、「銀シルバー槍ランス亭」。

　半年ほど前、この村の近くで、化け物狩りをやった時、オレが通っていた店だ。

「荒れてますねー。キースさん」

　言いながら、かわりの酒を持って来たのは、この店の看板娘のモーリーだった。

　どうやらまだオレの顔は、覚えていてくれたらしい。

　栗くり色いろの髪の、笑顔のかわいい娘こである。

「よぉ。モーリー。あいかわらず美人だな」

「酔よってますね」

「酔ってるよ」

　答えて酒の入ったジョッキを受け取り、そこではじめてオレは、彼女の銀の髪飾りに気づいた。

「を？　髪飾りなんてしちまって。彼氏からのプレゼントかい？」

「からかわないでくださいよぅ」

　などと言いつつ、ほっ、と頰ほおを赤らめる。

　……ありゃ。図星か？　ひょっとして？

　そーかー。男ができたかー。

　……ちっ……

「そのボーイフレンドって……」

　なおも聞こうとしたその時。

「キースさんっ！」

　いきなりオレを呼ぶ声に、戸口のほうをふり向けば、金髪ブロンドの、としの頃、十六、七の、僧そう侶りよふうの娘と、二十歳前後の、ひょろ長い、魔道士ふうの男の姿。

　……ちっ……見つけやがった……

　いきなり酔いが覚めちまったぜぃ。

「何なさってるんですかっ！　こんなところでっ!?」

　言って娘はずかずかと、オレの方へと歩いて来る。

　険悪なムードを読み取ってか、さりげなくその場を離れるモーリー。

　オレは視線を、ふたたび酒のカップへと戻し、

「酒飲んでんだよ。マミー」

「わたしはマリィですっ！　それよりっ！

　どーゆーつもりですかっ!?　わたしたちが何でこの村に来たのか、忘れたんじゃあないでしょうねっ!?」

「あんまり怒るとトシとってからシワがふえるぞ」

「超巨大なお世話ですっ！」

　半なかば叫びつつ、ますます眉まゆをつり上げる。

　……このくそ生き真面目まじめさと短気がなけりゃあ、けっこーかわいい娘こなんだが……

「いーですかキースさんっ！　わたしたちがここに来たのは、偵てい察さつと聞き込みのためなんですからねっ！」
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「声がデカい」

　ふり向きもせずにぼそりとつぶやく。

　──そう。

　何の因果か因いん縁ねんか、『王命』とやらでうやむやのうちに、『闇ダーのク・祝ブレ福ス』のアジトをひとつ、叩たたきつぶさなきゃならないことになり、そのアジト──神殿塔の近くにある村、すなわちここへとやって来たのだ。

　どーせやるなら、とっとと突っ込んじまえばいいものを、連れ──というより、お目付け役の二人は、『まずは偵察と聞き込み』ときた。

　もともといーかげんヤル気のなかったところにこれだ。オレは問答無用で二人をまいて、ひとりで飲んでたわけである。

「声も大きくなりますよっ！」

「いばるなよ……

　この村にだって、連中の仲間がいるかもしれねーだろ。オレたちが敵だ、って、わざわざ教えてやることはねーさ」

「……[image: ]っ……！」

　オレのことばに一瞬絶句するマリィ。

「……た……たしかに今のは、わたしがうかつでしたけど……

　ともあれ、ちゃんとお仕事はしていただかなくては困りますっ！」

「オレの受けさせられたのは、アジト潰つぶしだったはずだがな。偵察や聞き込みじゃなしに」

「……うくっ……！」

　後ろから、マリィの怒りの気配がひしひし伝わってくる。

　……ま、たしかにマリィたちから見れば、今のオレは、ぐーたらでヤな酔っぱらいにしか見えねーだろーが、問答無用で無理難題を押しつけられて、上機嫌でいろ、などという方が間違っている。

「……しかし……より有利な状況のもとで戦うなら、情報の収集もまた、『戦い』の一環だとも言えると思いますが……」

　陰いん気きな声でぼそぼそとそう言ったのは、もうひとりのお目付け役。名前はクラウスとかいったはずだ。たしかに頭はよさそうだが、トシ相応の元気、とゆーモノがいまいち足りない。

「たしかにそのとーりだ」

　しばし考え、オレは言う。

「だから……ま、せーぜーがんばってくれや。お二人さん」

　まるっきりのひとごと口調に、マリィの方は絶句したが、クラウスの方は表情一つ変えることなく、静かな口調で、

「……たしかに……私たちだけで情報収集をしてもかまわないのですが、実戦経験の豊かなあなたが直接見聞するのと、作戦や戦術を理論でしか知らない私たちの目で見たのとでは、ものの見かたも、そして当然方法論も変わってくるはずですから……」

　……またそーゆーりくつを……

　オレはため息をついて、酒のカップを口もとに運び──

　ある、重大なことに気がついた。

　……こ……こいつら……まさか……？

　ぎぎぃっ、と首だけふり向いて、オレは二人の方を見る。

　答えを聞くのがコワいような気はしたが、これだけは、確かめておかないわけにはいかなかった。

「……ちょっと待て……理論の上でしか……って、まさかおめーら、実戦の経験、ないのか!?」

「ありません！　そんな野や蛮ばんなこと！」

　オレの問いに、なぜかマリィは、おおいばりでそう答えたのだった。




　オレはその日、死ヌほど飲んだ。




　……うー……頭痛ぇ……

　安物ベッドのその上で、オレはごろりと寝返りをうった。

　窓からは、朝の陽ひざしが漏れている。

　……いや、朝というより、あるいは昼に近いかもしれない。

　きのうは結局、とことんまでに飲みたおし、そのまま宿で、倒れるように眠りこんだ。

　この頭痛も、半分は、きのう飲んだ酒のせいである。

　むろん、もう半分の原因は、言うまでもない。城の老魔道士さまがわざわざつけてくれた、心強いお供たちである。

　あの二人が、どの程度の魔道士・僧侶なのかは知らないが、実戦経験がない、などとなれば、情報集めだの何だのという、はるか以前の問題である。

　……これで使えんかったら、城に返品するぞ。あの二人。

　ベッドに横になったまま、などといろいろ考えていると──

　こんこんこんこん！

『キースさんっ！　まだ寝てるんですかっ！

　もうとっくに朝ですよっ！』

　いらだたしげなノックの音と、頭に響くかん高い声とは、ほとんど同時にやって来た。

　……マリィだよ……

「起きてるよ」

　ドアの向こうに聞こえるように答えた声が、頭にずきずきと響く。

『なら、一階したに降りてきてくださいっ！　このあとどうするのか、相談しなくちゃいけませんから！』

「……わかったわかった……」

　なげやりに答えてベッドに身を起こす。

　──実は──もうオレは決めているのだ。

　このあと、まずは何をするか。




「まず、この村を出る」

　遅い朝食のテーブルについたそのとたん、オレは二人に、一方的に宣言した。

「……どっ……!?」

　一瞬ことばを詰まらせて、がたんっ、と席を立つマリィ。

「どーいうことですかっ!?　それはっ!?　まさかここまで来て、いやだ、なんて言いだすんじゃないでしょうねっ!?」

「……ここまで来て……って、オレは最初から『イヤだ』と言ってたはずだが……」

「それはさておきっ！」

　……勝手に他人ひとの問題をさておくなよ……

「ともかく……おめーたちの実力を見ときたいんだよ。どこか別の場所で、な」

「……なんでそんな……」

「クラウス！」

　マリィのことばをさえぎって、オレは、無言のままで飲み物のカップをかたむける魔道士に呼びかけた。

「味方の戦力もわからねーままに戦いを挑む、ってぇのは、理にかなってると思うか？」

「……いえ……無謀だと思います……」

　オレの期待通りの返事に、マリィはことばを失った。

「それじゃあもうひとつ聞くが、テキのアジトのすぐ近くで、デモンストレーションやらかすのは得とく策さくか？」

「……状況や目的にもよりますが……へたなことをすれば、相手を警けい戒かいさせるだけになります……」

「──と、いうことだ。マリィ」

　言ってオレは、運ばれてきたベーコン・エッグにナイフをつき立てた。




「……ったく……なんだってわたしたちが、全然関係のないゴブリン退治なんてしなくちゃいけないんですか……！」

　などとぶつくさ言いながらも、マリィは、得物の棍こんをふり回し、扱いやすさをたしかめている。

　姿かっこうも、いつものぞろりとした法衣ローブではなく、ややゆったりとした、動きやすい服装に、革の胸ブレス甲ト・プ冑レートをつけ、長い金髪も、後ろでポニー・テールふうにまとめている。

　これがなかなか様になっていたりする。ひょっとしたら、少しくらいは使えるかもしれない。

「はじめての実戦の相手にゃあ、ゴブリンくらいが相場だろう。

　──クラウス、準備できたか？」

「……はあ……だいたい……」

　クラウスは、あいもかわらず、景気の悪い口調で答えた。

　こちらのほうも、いつものマント姿ではなく、軽い革レザー・鎧アーマーを身につけてはいるが、いまいちしっくり決まっていない。

　ちなみに得物は短剣ダガーのみ。

「……お断わりしておきますが……私は接近戦には自信ありませんから……少し離れての援護に徹てつさせていただきます……」

「わかった。そのつもりで戦やる」

　答えてオレはうなずいた。

　カシスの村から、歩いてほぼ一日ほどの場所にある、小さな村。

　オレたちは、お供二人の実戦テストに、この村近くに出没する、ゴブリン退治にやって来たのだった。

　──はっきり言ってゴブリンなんぞ、オレにとっちゃあただのザコだが、二人の実力を見るには、まあ、こんなところだろう。

　訓練や試合じゃあやたらと強い奴やつが、実戦となるとからっきし、などということはよくある話だ。

　流れる血潮。転がる死体。自分の一撃が、相手に死をもたらし、一瞬の油断で、自分自身も、そこいらに転がる死体の一つになり下がる、という事実。

　そういった、戦場の空気について行けるかどうか。

　オレのようなガサツな人間は、わりかし平気だったりするのだが、よく言えば繊細、悪く言えば根性なしの連中は、生理的にこれを受けつけない。

　そういった連中は、実戦の場では、自分の力の半分も出せない──どころか、場合によっちゃあ、ただの足手まといと化す。

　もしもこの二人が、そういうタイプだったとしても、相手がゴブリン程度なら、なんとかオレがフォローしてやれるだろう。

　ンでもって、もしも二人のうちどちらかでも、使えねー奴だったりしたら……

　それこそオレの思うツボ！　それをネタに、城にいちゃもんをつけて、このしごとから降りてやるっ！

　ともあれ、宿で準備をすませ、三人が、ゴブリンたちのいる山へと向かったのは、昼になるすこし前のことだった。

　なんでも最近、ゴブリンの一団がこのあたりにすみついて、家か畜ちくは襲うわ畑は荒らすわ、ついこの間など、とうとう村の子供に死人まで出たらしい。

　ま、ゴブリンにはゴブリンなりの事情ってぇものもあるのかもしれねーが、だからといって、こっちがおとなしくしておくいわれはさらさらない。

「……そろそろこのあたりのはずだ……」

　細い獣けもの道みちを行きながら、オレはぽつりとつぶやいた。

　濃い緑のにおいがあたりに満ちている。

　どこかから聞こえるあの声は──鳥だろうか？　獣だろうか？

　一行は、あたりの気配を探りつつ、なおもしばらく山道を踏みしめ──

　……ひたり……

　やがて、足を止めたのは、三人全く同時だった。

　ほー。

「……気づいたのか？」

　つぶやくように問うオレに、二人は小さくうなずいた。

　獣道からすこし離れたしげみの向こう。

　そこに、何かの気配があった。

　それも、一つや二つじゃない。かなりの数の『何か』が、まちがいなくそこにいる。

　たぶん──

『……だいぶ効いてきたようじゃな……』

　しかし、そちらから聞こえてきたのは、オレの想像に反し、ゴブリンたちの鳴き声ではなく、あきらかに人間の声だった。

　……どういうことだ？

　息をひそめて耳をかたむける。

『……はい。我らの『折しやく伏ぶく』に『転び』はじめる村人も出てきており……』

　もう片方の声が、言い終わるか終わらぬかのうちに──

「闇ダーのク・祝ブレ福ス!?」

　やおらどデカい声を上げ、しげみをかきわけ、駆け出すマリィ！

「こらっ！　てめーっ!?」

　こいつっ！　いきなりそーゆー勝手なことをっ！

　とはいえ、飛び出しちまったモノはしかたないっ！

「行くぞっ！　クラウス！」

　言い捨てて、しげみをかきわけ、あとを追う！

　がざぁっ！

　木の葉がとぎれ、いきなり視界が開けたその先には、十数匹のゴブリンと、五、六匹のオーガ。そして、見なれぬ法衣ローブを着た男が二人。

　──話が違うっ！

　などとも思うがもう遅い！　ぼーぜんと立ちつくす連中に目がけて、マリィはまともに突っ込んでゆく！

「はっ！」




　がぐっ！




　気合いとともに唸うなった棍が、手近にいたゴブリンのあごをまともにぶち砕いた！

　同時に、法衣ローブ姿の片方が我にかえった。

「──えぇいっ！　何者か知らんが！　殺せっ！」

『グォゥッ！』

　命令に応こたえて吠ほえるゴブリンたち。

　錆さびた剣を、あるいは棍こん棒ぼうをふりかざし、マリィに向かってつっかかってゆく。
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　が──
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　マリィの棍のひと薙なぎに、あるいは得物をはじき飛ばされ、あるいは大きく後ろに退さがる。

　この棍という武器、シロウトに持たせりゃただの棒っ切れとなり下がるが、使い手が操れば、凶悪無比な武器となる。

　相手の肉体を骨ごと粉ふん砕さいし、なまくら剣でへたに切りかかろうもんなら、折れて飛ぶのは剣の方。

　ゴブリンたちが、一瞬ひるんだ、まさにその時。

「炎よ！フアントム・　夢幻より来たれフレア！」




　ぶごぅっ！




　いきなり出現した炎の塊かたまりが、一匹のオーガとゴブリン数匹を飲み込んだ！

　クラウスの術か!?　なかなかやるもんだ！

　こーなれば、オレも目立たないわけにはいかねぇっ！

　ゴブリンたちに突っ込みながら、ロング・ソードを引き抜きざまに一いつ閃せんさせる！

　ごぶっ！

　なじみのある手ごたえとともに、ゴブリンの一匹が、胴を薙がれて地に伏した。

　ゲーッ！

　雄お叫たけびを上げ、横手からかかって来た別の一匹に蹴けりを叩たたきこみ、その反動を利用して、さらにもう一匹を葬ほうむる。

　そこに、オーガの一匹がやって来る。

　ふりおろされた、トゲつき棍棒の下をかいくぐり、すり抜けざまにわき腹を薙ぐ！

　ざんっ！

　ぎおおおおおおっ！

　胴の半ばを薙がれたオーガは、大地に倒れ、苦痛にのたうつ。

　あれでまだ生きているとはさすがにしぶとい。首を狙ねらえば一撃で倒せるが、返り血で、こちらの目が塞ふさがれるおそれがある。

　そいつにとどめを刺してから、クラウスの方に向かおうとしていたゴブリン二匹を切り倒し、ふとオレは、マリィが前に出すぎているのに気がついた。

　棍を自在に操って、ゴブリンどもを薙ぎ払い、彼女が向かうその先には、ローブ姿の二人の男。

「マリィ！　戻れ！」

　叫べども、聞こえないのか無視しているのか、彼女の止まる様子はない。

　……ったく！

　進撃を続ける彼女の目の前に、やがて一匹のオーガが立ち塞ふさがった！

「はっ！」

　気合いとともに、樫かしの木の棍が、無数の突きと化してオーガを襲う！

　ばかやろうっ！

　オレは内心毒づいた。

　この棍という武器、ある程度以下の耐久力の相手には、強力な武器となりうるが、オーガのような、やたらとがんじょう大づくりな相手には、効果のほどはいまひとつ。

　──現に今、突きを食らったオーガも、ダメージを受けてはいるが、致命傷にはほど遠い。

　ぐるぁぁぁぁぁぁっ！

　痛みに怒りの声を上げ、手にした棍棒をふり上げる！

「そんなっ!?」

　思わずその場に硬直するマリィ。

　その頭を、オーガの棍棒が砕くだくよりも一瞬早く──

　ざんっ！

　オレの剣が、オーガの胴を上下に断たっていた。

「ばかやろう！　ぼやぼやすんじゃねーっ！」

「……は……はいっ！」

　オレの声に、ようやく我に返る彼女。

「おめーはゴブリンたちをやれっ！　オレは……ちょいとだけ本気でやるっ！」

　言うなりオレは大地を蹴けった！

　銀しろがねの光がひらめき、血がしぶく。

　こう見えても、ダテに化け物狩りなんてやってるわけじゃない。実力がなければ、文字通り、生きていけない商売だ。オーガなんぞより、よっぽど手て強ごわい相手と戦やったことなど、何度でもある。

　ゴブリンとオーガを、さらに数匹葬ったその時。

　横手に何かの『気配』が生まれた。

　危険なにおいを感じ取り、振り向きざまに剣を一いつ閃せん！

　何も見えないその空間を、刃が薙いだその瞬間、確かな手ごたえが返って来た。

　ばぶっ！

　剣はたしかに『気配』を捕らえ、同時にそれは四散する。

「ばかなっ!?」

　思わず声を上げたのは、『気配』のあったその向こう、ぼーぜんと佇たたずむローブ姿の男だった。

「不可視の風の衝撃波を『斬きる』などとっ!?」

　──なるほど。今の『気配』は、奴の放った『風』の攻撃呪じゆ文もんだったか。

「きさまっ！　一体何者だっ!?」

「『光の勇者』の噂うわさ、聞いたことある？」

　ローブの問いに応えたのは、いつの間にか、そのすぐそばまでまわり込んでいたマリィだった。

「!?」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべた男が口を開くより一瞬早く──

　マリィのふり下ろした棍が、男の頭を直撃した。




　──生き残りのゴブリンたちが逃げ出したのは、そのすぐあとのことだった。




「──どーゆーつもりだ？　マリィ？」

　不機嫌なオレの口調に、彼女は、ぴくんっ、と小さく身をすくませた。

「……あ……その……ごめんなさい……ついカッとなって、みんなのことも考えないで前に……」

「オレの言ってるのは、そーゆーことじゃあねぇ」

「……あ……えと……そっか……ごめんなさい。勝手に飛び出しちゃって……」

「だぁぁぁぁっ！　そーゆーことでもなくてっ！　ひとまえで、オレを勝手に勇者呼ばわりするんじゃねー、って言ってんだよっ！

　オレはっ！」

「……へ……？」

　マリィの目が点になる。

「それに第一っ！　城の魔道士じーさんはどう言ったのか知らねーが、オレは自分が、ひ……ひっ……『光の勇者』なんぞとゆー、くそ恥はずかしいシロモンだ、なんぞと認めたおぼえはねぇっ！」

「……ひ……光の勇者って……恥ずかしいモノだったんですか……？」

「オレにとっちゃあ恥ずかしいんだよっ！」

「なるほど……」

　マリィはしばし考えて、

「つまり……テレてらっしゃるわけですね」

「ちがうっ！」

「……キースさん……」

　などと話を交わす横から、いつもと変わらぬ静かな声をかけるクラウス。

「なんだっ!?」

「……顔が赤くなってます……」

「どやかましぃぃっ！　冷静にンなこと指摘すんじゃねぇっ！」

　……ったく……！　どいつもこいつもっ！

「……それより、だ！」

　オレはあたりを見回して言った。

　あたりに立ちこめる血のにおい。

　ゴブリンやオーガたちが、あたりにばたばた転がって、近くには、頭を砕かれた、ローブ姿の男がひとり、倒れている。

　……このサツバツとした空気の中で、かけ合い漫まん才ざいができるのだから、マリィにしろクラウスにしろ、どうやら、オレと同じく、かなりガサツな奴やつらしい。

　それはともかく。

「問題なのは、死体がひとつ足りねえ、ってことだ」

「どういうことなの？」

　オレのセリフに、マリィは小さく眉まゆをひそめた。

「……たしかに……ローブ姿の男は二人いたはずですが、私たちが倒したのは一人……つまり、仕留めておくべき相手を一人、逃がしてしまった、というわけですね……」

「そういうことだ。

　──で、こいつらの素す姓じようなんだが……マリィ、たしかおめぇ、こいつらの話を聞いて、『闇ダーのク・祝ブレ福ス』だ、って言ってたが……

　まちがいねぇのか？」

「ええ」

　答えて彼女は、倒れたローブ姿の男に視線をやって、

「よく連中の使う手口なんです……ゴブリンだの何だのを操って、まず、村や町を荒らさせる……それで、村の人たちが困ってるところに、『闇ダーのク・祝ブレ福スに帰き依えしさえすれば、このような災いも避けられよう』なんて誘いかけて、『転ばせる』わけです。

　連中はこれを『折しやく伏ぶく』なんて称してますけど……

　それに、こいつの着ているこの法衣、まちがいなく、『闇ダーのク・祝ブレ福ス』のものです」

「ふぅん……なら、もう一つ聞きてぇ。

　マリィ、おめぇ、『闇ダーのク・祝ブレ福ス』が相手と知って、なんで熱くなっちまったんだ？」

「──それは──」

　オレの問いに、マリィはやおら、こぶしをぐぐぃっ！　とにぎりしめ、

「……やっぱり……許しておけないじゃないですかっ！

　本来、神の教えというのは、世の中のひと全部が幸せになるためにあるものです！　なのに、その教えを信じなきゃ幸せになれない、なんて脅きよう迫はくじみたシロモノ……宗教でもなんでもありませんっ！」

　力いっぱい言い放つ。

　……こ……このシューキョー娘……

「……ま……まーいいけどよ……ただし、熱くなりすぎて突っ走るのはやめろ」

「……はい……」

　オレのことばに、マリィは素直に、こくんっ、とうなずいた。

　……しかし……困ったもんである。

　使えねー奴らなら、それを理由に、このしごとを降りるつもりでいたが、けっこー役に立つときた。

　となれば、オレの取るべき手段はただひとつ……




「キースさんっ！」




　ぶびゅっ！




　店の戸口からかかった、聞きおぼえのある大声に、オレは思わず、口にふくんだ酒を吹き出していた。

　ゴブリンどもを倒して五日ほどの後。

　このくそ厄やつ介かいなしごとを断わる口実も見つからず、しかたなく、マリィとクラウスの二人をまいて、別の村の小さな酒場で、ひとりで酒を飲んでいたのだが……

　くそー。とーとー見つかったか……

「こんなところでお酒なんて飲んで！」

　言いながら、こちらに向かうマリィの目が本気マジである。

「いや待てマリィ！　落ち着けっ！　オレは別に逃げるとかそーゆー……！」

「そんなことよりっ！」

　オレの目の前で足を止め、彼女は言った。

「……カシスの村が襲われたんです！　やつら……『闇ダーのク・祝ブレ福ス』に！」

「……!?」

　がたんっ！

　オレはその時、思わずいすから立ち上がっていた。




　村を吹きゆく風の中に、血の臭においは、いまだに消えず残っていた。

　通りのあちこちに、男が、女が、疲れた顔でうずくまっている。

　オレはただ、無言のままで、ガレキの前に佇たたずんでいた。

　ほんの何日か前までは、「銀シルバー槍ランス亭」のあった場所に。

　──どれくらい、そこにそうしていただろうか──

「……やっぱり『闇ダーのク・祝ブレ福ス』です……」

　やがて、後ろからかかった声はマリィのものだった。

「……生き残ったひとたちの話だと、化け物を連れた連中がやって来て……『これは、闇やみの真理を理解できぬ愚者への天てん罰ばつである。どこかの誰かが、くだらない勇者ゴッコをやめない限り、この悲劇は続けられるだろう』って……

　化け物たちを操っていた奴の服装なんかを聞いたんだけど……奴らに間違いなさそうです……」

　マリィはしばし、ことばを切り、

「……たぶん……ゴブリンたちを倒した時、逃がした奴が報告したんだわ……わたしたちのことを……」

　彼女は小さくつぶやいた。

　オレはただ、無言のままで、足下に転がる、血と炎とで汚れた、銀の髪飾りを見つめていた──




「へぇー。さすがに立派なもんだなー」

　のーてんきな声を上げながら、オレはあたりを見渡した。

　町の一区画ブロツクほどの広場を、高い石いし塀べいがぐるりと囲み、出入口はここひとつのみ。
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　奥の方には、一段高く、祭壇らしきものがある。

　さらに向こうには、二階建ての建物。その屋上から、四、五階ぶんほどの高さの塔が伸びている。

　カシスの村のほど近く。緑豊かな山のふもとにある、『闇ダーのク・祝ブレ福ス』の神殿塔。

　その、正面入口にオレはいた。

　マリィとクラウスが集めた情報によれば、月にいくどかの集会の日には、この広場が信者たちで満まん杯ぱいになるそうだが、今は人の姿もない。

　ただ、オレのいる場所、正門の左右に一人ずつ、見張りが立っているのみである。

「……なんだ？　お前は？」

　戦士姿の見張りたちは、不審の表情を浮かべつつ、こちらのほうへと近づいてくる。

　──よーし。もうちょい寄って来い。

　オレは、無意味ににこやかな笑みを浮かべたままで、

「いやぁ。噂うわさを聞きましてね。ちょいと入ってみようかな、なんて……」

「なんだ。入信希望者か」

「まあ。そんなところで、ちょっととり次いでもらえますか」

　言いながら、左手に持った金貨二枚をちらつかせた。

　とたん、見張りたちの顔がゆるむ。

「そうかそうか」

「そういうことなら……」

　ほくほく顔で近づいてきた見張りたちが、金貨を取ろうと手を伸ばした時──




　ざぞんっ！




　抜き打ちざまにオレの放ったロング・ソードの一撃が、二人をあっさり斬きり倒した。

　たあいもない連中である。ま、その方が、こちらも楽ではあるのだが。

　……がさりっ……

　オレが見張りの二人を倒すとほぼ同時に、近くのしげみがゆれ動き、マリィとクラウスが姿を現わした。

　ちなみに今回、マリィの武器は、棍こんではなく、鉄でできた短シヨート槍・スピアである。

「──さぁて。行こうか」

　つぶやくオレに、二人は、無言のままでうなずいた。




「何者だ!?　おまえら!?」

　誰すい何かの声がかかったのは、三人が、広場の半ばほどまで来た時のことだった。

　むろん、これも予想のうち。見とがめられずにあっさりと、建物までたどり着けるとは思っていない。

　オレたちに気づいたのは、建物の玄関先から顔を出した、ローブ姿の男だった。

　玄関へ向かう歩みは止めぬまま、オレは気さくに片手を上げて、

「おいおい。『何者だ』はねーだろ。『黒ダーのク救・メ世シ主ア』様から話が来てるだろーが？」

「『黒ダーのク救・メ世シ主ア』様から!?」

　オレの口から出まかせに、男は困惑の表情を浮かべる。

　思った通り、『黒ダーのク救・メ世シ主ア』の名は効いたようだ。

「……まさか、聞いてない、ってぇんじゃねーだろうな？　ひとがわざわざ、こんな所まで出向いて来たってぇのに……」

「……しかし……」

「何をさわいでおる？」

　男のことばを遮って、別の男がひとり、戸口から、ひょこんっ、と顔をのぞかせた。

　やはりローブに身を包んだ初老の男で……

　──こいつはっ!?

　オレと目を合わせた男の顔に、驚きよう愕がくの色がひろがる。

「──きさまらっ……！」

　男は声を上げた。

　かつてオレたちが、ゴブリンどもと戦やった時、とり逃がした一人──それが、その男だった。

「ちっ！　行くぞっ！」

　叫んでオレはダッシュをかけた！

「敵じゃっ！」

　あとから出てきた男は、声を上げつつ、建物の中へと駆け戻る。

　残された男の顔から、混乱の色が消えるより早く。

　駆け寄ったオレのロング・ソードが、一撃のもとに男を切り倒した。

　オレたちは、そのまま扉をくぐり抜け、建物の中へとなだれ込んだ。

　入ったところは、ちょっとした広さのロビーになっていた。

　どこかから、混乱の気配は伝わって来るが、ここには人の姿はない。

「まずは階段を探すぞっ！」

　言ってオレは、あてずっぽうに駆け出した。

　廊下を駆け抜け、通路を曲がり、やがてそのうちオレたちは、いともあっさりと、上への階段を見つけ出していた。

「──罠わなね……どう考えても……」

　階段の上を見上げつつ、マリィはぽつりとつぶやいた。

「……おそらく……建物に入ってからここまで来る間、一度も攻撃がなかった、というのは、いくらなんでも不自然すぎます……」

　応こたえてクラウスもつぶやく。

　ここから見上げる限りでは、人の姿は見えないが、上からは、たしかに殺気が伝わってくる。

　だがオレは、いたって気軽な口調で、

「なーに。もちろん上にゃあ待ち伏せがあるだろーけどな……

　根本的に、ここにゃあ戦力がねぇのさ」

「戦力がない？」

　眉をひそめて問い返すマリィ。

「ああ。『闇ダーのク・祝ブレ福ス』の主力は、あくまでも、ゴブリンだのオーガだのといった化け物どもだ。

　ここが、実質上奴らのアジトだ、っていっても、表向きはあくまで神殿だ。日ごろから、こん中に化け物なんぞうろつかせてるわけはねえだろ。

　それに、おめーらの集めた噂じゃあ、連中、化け物どもを、いつもは裏うら山やまとかに放はなし飼がいにしてる、ってことじゃねぇか。

　となりゃあ当然、この中にゃあ、たいした戦力はねえ、ってことさ」

　オレは言った。

　──当り前である。

　でなけりゃあ、たった三人でケンカを売りに来たりはしない。

「たぶんこの上にゃあ、オレたちが階段上がって来たところを狙ねらおう、ってんで、連中が、少ない戦力かき集めて、手ぐすね引いて待ってるはずだ。

　逆を言えば、ここさえ突破すりゃあ、あとは楽勝、ってことだ」

　オレは、クラウスの方をふりむいて、

「クラウス、攻撃呪文の用意を頼む。こけおどしでかまわんから、『火』を使った、見た目に派手なのを、な。

　マリィ、呪文のすぐあと、突っ込むぞ」

　小声で、二人にそう言うと、オレはマリィといっしょに、階段を半ばまで上がって身を低くする。

　そのまま、クラウスの呪文が完成するのを待って──

「ぶちかませっ！」

　合図と同時に、頭の上を何かがすっ飛んで行った。




　ぶごぉうっ！




『うぐわぁっ！』

　爆音と閃せん光こう、そして、複数の悲鳴が階段の上で生まれた。

「行くぞっ！」

　オレとマリィは身を起こし、一気に階段をかけ上がる！

　階段を上がったところは通路。

　そこにはやはり予想通り、ボウガンを手にした四、五人の武装兵たち。

　こちらが上がって来たところを、狙い撃ちにするつもりだったのだろうが……

　最初の呪文一発で、すでに全員、倒れ伏していたりする。

「……よ……弱い……」

　目を点にしてつぶやくマリィ。

「……ま、こんなもんじゃねーか」

　あっさりとオレは言い放つ。

「あとはただ、ここのボスをはり倒すだけ、ってわけだ」

　気楽な口調で言いながら、それでも一応剣を片手にぶら下げたまま、オレは通路をまっすぐ進み──

　ぴたりっ、と、その歩みを止める。

「──どうしたんです？　キースさん？」

　やや遅れて、オレの横にマリィが並ぶ。

　その先は、ちょっとしたホールになっていた。

　そこに、あきらかな殺気が満ちている。
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「……まだいやがったのか……」

　聞こえよがしに上げた声に、殺気の主たちが反応した。

　オレたちの死角になっているところから、まあ、出てくるわ出てくるわ。

　オーガがざっと十数匹、戦士ふうの男が五、六人、そしてさらにその後ろには、おそらくこれは、呪文戦力なのだろう。ローブ姿の男がやはり、五、六人。

「……キースさんのうそつき……」

　マリィの小さなつぶやきは、聞こえなかったフリをして、

「……なるほど……階段のところには、わざと弱いのを置いといて、それでこっちが油断して、ノコノコ顔を出したところを、囲んで叩くつもりだった、ってわけか……」

「……オーガがいるじゃないですか……」

　なおもしつこくつぶやくマリィ。

「……万が一のために置いてやがったか……けど、ここにいるのでたぶん全部だな……」

「……話と違い……」

「やかましいっ！　おめーは最初はなっから、これくらいの数と戦う覚悟で来てたんだろーがっ!?」

「……まあ、そーですけど……」

　不満げにつぶやきながらも、マリィはようやく沈黙した。

　予想外の戦力だが、ここまで来て、今さら引き返すわけにはいかねぇっ！

「行くぞっ！」

　ひと声吠えて、オレは数歩、踏み出した。

　ぐぉぉんっ！

　それに応えるかのように、オーガたちが向かって来る！

　がぎぃっ！

　オレとオーガがぶつかったのは、通路とホールの、ちょうど境さかいのところだった。

　むろん、そうなるようにオレがしむけたのだが。

　ホールの中に飛び込んだりしようもんなら、まわりじゅうから攻撃を受ける。しかしこの位置ならば、オーガの身体が、ほかの連中からの盾となり、一匹ずつを相手にできる。

　もっともこちらも、通路に幅がないせいで、マリィは後ろで観戦だが。

　オーガたちの使っている武器は、狭せまい室内に合わせてか、棍棒ではなく、腕にとりつけた鉄のツメ。

　むやみに腕をぶん回してくるのを、ことごとく剣で受け、はじく。

　狭い通路を活かして、順番に一匹ずつ、切り倒していってもいいのだが、それをやると、後ろのローブ連中が、オーガを巻き込むことを承知で、攻撃呪文をぶっ放してくるおそれもある。

　となれば──

「クラウス！　派手なのをぶちかませ！　狙ねらいどころをまちがえるなよ！」

　オレのことばにクラウスは、すぐさま呪文を唱となえはじめる。

　オレのやりたいことが、理解わかってくれてりゃいいんだが……

　そのあと数回、オレは、目の前のオーガと切り結び──

　やがて、後ろでクラウスが、どうやら呪文を唱え終えたようである。

「いくぞ！　三！」

　オーガの一撃を剣で受け、オレは声をはり上げた。

「二！」

　ふたたびオーガが腕をふり上げる。

「一！」

　ぎんっ！

　一撃を、剣で受けると同時に、オレは、オーガの爪つめを受けたまま、圧おされるようにその場にしゃがみ込む。

　いきおいで、前かがみになるオーガ。

「行けぇっ！」

　オレが叫ぶのと全く同時に、何かが、目の前のオーガの頭上を行き、過ぎた。

「うおおおおおおおおおおおおおっ！」

　同時にオレは、渾こん身しんの力を込めてオーガを押し上げる！

　そして！




　どぅおんっ！




　ド派手な爆発は、オーガの後ろ、ホールのまっただ中で起こった。

　みごとにオレの期待に応え、クラウスが、オーガの頭越しに放った一発だ。

　ぎおおおおおおおおおっ!?

　背中を灼やかれでもしたか、目の前のオーガが絶叫を上げる。

　どすっ！

　同時に、オレの一撃が、そいつの心臓を貫いた。

　オーガの死体を踏み越えて、踏み込んだホールには、今やほとんど戦力は残っていなかった。

　人間の兵士やローブ姿は、全員が、倒れたままでもはや動かず、かろうじてオーガたちだけが、なんとか動いてはいるが、動きはかなり鈍っている。

　ぐぉうっ！

　それでもあきらめず向かって来るのを、オレは、かたっ端から切り捨てる。

　……どぅっ……

　やがて、最後の一匹が、重い音を立て、倒れ伏し──

「……き……きさまらっ……！」

　声は、その時聞こえて来た。

「!?」

　あわててそちらをふり向けば、仲間の死体に埋うもれるように倒れたままで、ローブ姿の男がひとり、憎悪の視線をこちらに向けている。

　ここの入口で──そして、かつてゴブリンたちを倒した時に出会ったあの男である。

　いつの間に呪じゆ文もんを唱えたのか、男の目の前にはすでに、蒼あお白じろく輝く小さな火球がひとつ、漂っている。

　──しまった！

「……こうなったら……きさまらもろとも……！」

　男が言うなり、一瞬にして、火球は大きくふくれ上がり──

　いきなり虚こ空くうにかき消えた。

「──なにっ!?」

　驚愕の声を上げたのは、呪文を唱えた男だった。

「まさか!?　呪力消去イレイズ!?　ばかな！　高等呪文だぞ！」

「……どういうわけか使えるのよ。なんとかのひとつ覚えだけど……」

　悲鳴に近い男の言葉に答えたのは、オレの予想に反してマリィだった。

　……そういえば、こいつも一応僧侶ぼうずだったな……

　どーせ、簡単な治癒の術しか使えないかと思ってたら、こういう芸ができたのか。

「……とりあえず……とどめは刺さしてもらう」

　言ってオレは、絶望の表情を浮かべた男に歩み寄った。




「ほぅ。よく来たな」

　神殿塔の最上階。

　たどり着いたオレたちを出迎えたのは、くそえらそーなその一言だった。

　二階でオーガたちを倒したあとは、戦力が尽きたか、あるいはかなわぬと知ったか、まったく抵抗さえなしに、オレたち三人は、ここへとたどり着いたのだ。

　かなりがらんとした空間に、まっすぐ延びた赤絨じゆう毯たん。左右に並ぶ柱と彫ちよう像ぞう。

　謁えつ見けんの間、とでもいったところだろうか。

　絨毯の延びるその向こうには、やたらとゴテゴテしく飾り立てた椅い子すに、腰かけたままの男がひとり。

　ローブを着た中年男だが、そのデザインが、今までの奴やつらと少し違う。

　あたりに警護の兵士の姿は見あたらないが、それでも、男の態度は自信に満ちていた。

「──どうやら、あんたがここのボスらしいな……

　カシスの村を襲わせた張本人も、あんた、ってわけか？」

「そういうことだ。

　わしの名はガナード。

　そう覚えておいてもらおう」

　笑みすら浮かべ、男は答えた。

「しかしきさまら、たった三人で乗り込んで来るとは、たいした度胸だな。

　……もっとも、無謀すぎたが、な」

「えらく余裕ぶっこいてるじゃねーか？　ガナードさんよ。たった三人に、ここまで来られちまったわりには。

　それとも──腰でも抜けて逃げられなくなったか？」

　ゆっくりと歩みを進めつつ、オレは言う。

「なぁに……へたに逃げ回るより、ここにおった方が安全だからな……

　石人形ゴーレムどもよっ！」

　ぱちんっ！

　言って、男が指を鳴らすと同時に、左右に並んだ石の彫像が動きはじめた！

『……なっ……!?』

　思わずオレたち三人は、声を上げて立ち止まる。

　魔力で動く石人形、その数、ざっと一ダース。

　むろん材質が材質だけに、剣や槍やりなど、ほとんど通用するはずもない。

　直接ガナードを狙ねらうにも、いかんせん、距離がありすぎる。奴のところにたどり着くまでに、まず間違いなく、ゴーレムたちに割って入られるだろう。

　となれば頼れるのは、クラウスとマリィの呪文だが……

「……なるほど……こういうことか……」

「そういうことじゃ。

　わしが一言命令を下せば、こやつらは、一斉にきさまたちにかかってゆく。

　──さぁて。はたして勝てるかな？」

　エモノをなぶるかのような、ねちりっ、とした口調とまなざしで言う。

「……さすがは『闇ダーのク・祝ブレ福ス』……悪人らしい、卑ひ怯きようなやりくちね……」

　苦い表情で言うマリィ。

　……こっちもいきなり奇襲をかけたのだから、他人のことをとやかく言えるすじあいではないような気もするが……

　しかし、こういうセリフが出てくるところからすると、さっきの術は、もう使えないのか、はたまたゴーレムたちには通用しないかのどちらかだろう。

　……ここ一番で使えねー奴……

「悪人、だと!?」

　マリィのことばに反応し、ガナードは、はね上がるように椅い子すから立ち上がる。

　……どうやら、自分が悪人だという自覚はないようである。ま、人間なんぞ、たいていそんなものではあるが。

「笑わせるな！　何が善で何が悪か、など、きさまらに語る資格はないっ！」

「はん！　こっちこそ大笑いね！　闇やみを信じるような人間が、光の勇者にご説教!?」

　負けじとマリィも言い返す。

　……だから、他人ひとを勝手に勇者呼ばわりするな、と言ってるだろーが……

「……ほほぉう……」

　マリィの言葉にガナードは、口の端に小さく笑みを浮かべ、

「……ならば聞くが、光が善で闇が悪、などと、一体誰が決めたのだ？」

「……え……？」

　意外な問いに、マリィは思わず絶句した。

「考えてもみるがいい。

　善とはすなわち秩序。悪とはすなわち矛盾のはず。

　光は必ず影を生む。自らに相対する、闇の眷けん族ぞくたる影を、だ。

　すなわち矛む盾じゆんにほかならぬ。

　闇はただ、すべてを優しく包み込むだけ。

　そこには何の矛盾も生まれぬ。すなわちこれこそが秩ちつ序じよ。

　となれば、闇こそは真理にして善、光こそ悪にほかならぬ」

「……け……けど……！」

　あやしげな理屈を並べ立てられ、まともに動揺の色を浮かべるマリィ。

　助けを求めるかのように、クラウスの方に目をやるが、そちらも黙したままである。

　……はぁぁぁぁ……

「……バカか？　てめーは？」

　大きくため息ひとつつき、言ってオレは歩き出す。

「馬鹿、じゃと!?」

　眉まゆをつり上げ、言うガナード。

「ああ。……まったく、なんにもわかっちゃいねーぜ……

　そんなくだらねーへ理屈で、だまくらかせるとでも思ってるのか？」

「へ理屈!?」

　自分の展開した理論が、へ理屈呼ばわりされたのが、よほど気に入らないらしく、ガナードは、顔をまっ赤に染めて言う。

「よかろう！　今のがへ理屈だとぬかすなら、ちゃんとした理屈とやらで、今の論を打ち破ってみせろ！」

　……ふぅぅぅぅぅぅぅ……

　オレはため息またひとつ。

「……だから、わかってねえ、って言ってるんだよ……

　おめーは、根本的なところをカン違いしてる」

「どういうことだ!?」

「──いいか？　よーく聞け」

　オレは言った。

　歩みは止めぬ、そのままで、

「光だの闇だの正義なんぞどーでもいい。

　オレは、てめーらのやり口が気に入らねぇから、ケンカ売りに来てやったんだっ！」

　言うなりオレはダッシュをかけた！

　ガナードとの距離は、この時すでに、かなり詰まっている。

「……ち……ちょっと待てっ!?」

　あわてて声を上げるガナード。

「ゴーレムどもっ！　こいつらを……！」

　みなまで言い終えるより早く──




　どんっ！




　オレの一撃は、いともあっさりとガナードを切り倒していた。




「おらおら！　飲め！　マリィ！」

「……いえ……わたしは……」

　などと遠慮はしながらも、すでに顔は赤かったりする。

「いーから飲めって！　ほら、クラウス、ちゃんと飲んでるか？」

「……ええ……いただいてます……」

「よーしよーし。──おーい、酒と料理、追加だぁっ！」

　その日の夜。

　とある村のとある酒場で、オレたち三人はしごとの成功祝いのどんちゃん騒ぎをやっていた。

「……っくはーっ。……けどキースさんっ！　とぉとぉやりましたねっ！　さぁすがわたしが見込んだ光の勇者だけあるっ！」

「……だから、オレを勇者呼ばわりするなって言ってるだろーが……

　──ほら。もう一杯いきな」

「いえいえ、わたしは……」

　んぐっ。んぐっ。んぐっ。

「っぷはぁーっ♪」

　マリィは遠慮しながらも、かぱかぱ酒を飲みまくり、クラウスは、ひとりちびちびとやっている。

　顔には酔いが出てないが、さっきから一人で、真理がどーの、方便がどーのと、何やらややこしげなことを、ぶつぶつつぶやいてるところを見ると、やはりこいつも酔ってるのだろう。

「おーい！　酒が足りねーぞ！　もっとじゃんじゃん持って来い！」

　その日──

　どんちゃん騒ぎは、真夜中まで続いた。




　月が出ていた。

　皓しろく輝く満月が、夜をひそかに照らし出す。

「……よっ……と」

　宿の窓から身を躍らせて、オレは、どさりっ、と地面に降り立った。

　マリィとクラウスの二人は、たぶん今ごろ高いびき。

　今からオレが何をするか──

　むろん、夜逃げに決まっている。
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　旅の荷物は、肩のザックに入っている。宿のかんじょうも、すでに三人分、済ませておいた。

　……神殿塔のボスをぶち倒したからといって、『闇ダーのク・祝ブレ福ス』そのものが、大きな痛手を受けたわけでもないだろう。

　しかしともあれ、これで、カシスの村のおとしまえはつけた。

　これ以上、国だか王だかに、いいように使われるつもりはない。ま、金貨二十枚分の働きにしちゃあ、上等なほうだろう。

　マリィとクラウスの二人が、追いかけてくるかもしれないが、その時はむろん、また逃げるのみ。

　今からどこへ行って何をするか──

　実はまだ、全然考えてもいない。

　ま、いつものように、化け物でも狩って暮すか──気が向けば、『黒ダーのク救・メ世シ主ア』とやらに、一発カマしてみるのも面白いかもしれねえ。

　とりあえず今は──

　風の吹くまま気の向くまま、だ。

「……さぁてと……行くとするか……」

　夜のつめたい空気の中で、オレは小さくつぶやいた。
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「……何だろ？　アレってば……？」

　実み果かが足を止めたのは、律りつ子この漏もらした、そのつぶやきのせいだった。

「どーしたの？　リッコ？」

「だから……アレよ。何だと思う？」

　実果は、ふり向きもせずに答える律子の視線を追って、そちらに目をやる。

　あるＪＲ駅の下にひろがる、地下商店街。

　地下鉄駅との連絡通路になっており、彼女──北村実果にとっては通学路でもあった。

　学校の帰りに、このあたりで道草することもしばしばで、今日も今日とて、同じクラスの律子といっしょに、新しくできたアクセサリー・ショップをひやかしに行ったのだが──

　その帰り、地下鉄の駅の近くでのことである。

　……ジ……ジジ……

　切れかけた蛍光灯ランプが蒼あお白じろくちらつき、地下道の一角に、瞬またたく影を生み出している。

　サラリーマンにＯＬふう、主婦に学生エトセトラ。通りを行き交うふつうの人々。

　どこといって変わったところもない、ごく日常の風景だった。

「……あれ、って？」

「だからアレだって！　ほら！」

　実果の問いに、ややいらついたしぐさで髪をかき上げてから、律子が指さしたのは、その切れかけた蛍光灯ランプの下のあたりだった。

　しかしそこには、目立ったものなど何もない。数日前と変わったといえば、壁のポスターが貼はりかえられていることくらいだろうか。

「ひょっとして……バーゲンのポスター？」

「何ボケてんのさミカ！　アレよアレ！」

　とまどいながら言う実果に、律子はややいらついた声で言った。

「……ヤッパ、映画の撮影か何かかな？」

「…………？」

　言われてあたりを眺めても、それらしきものは見当たらない。

　しかし、律子が何かの冗談で言っている、というわけでもなさそうである。

「……あの……真剣に聞くけど、リッコ、その『あれ』って一体何なわけ？」

「何言ってんのよ!?　この状況で『アレ』って言ったら大体想像つくでしょ!?

　アレよ！　チラついてる蛍光灯ランプの下にいる、でかくてグロいの！」

「…………？」

　言われて実果は、ますます困惑の色を深くした。

　むろんあたりに、律子の言うようなものはいない。そんなものがいるのなら、とっくに目についていいはずである。

「ちょっとミカ！　まさかあんた、『アレ』が見えないなんて……」

　言いかけて、律子は、そちらの方に視線を向けたまま絶句した。

「どうしたの？　リッコ？」

　声をかけた実果の耳に、律子の小さなつぶやきが聞こえた。

「──動き出した……」

「……な……何だっ!?」

　聞いたことのない男の声が、あたりに響いたのは、その時だった。

　声を上げたのは、二人から離れた場所にいた、サラリーマンふうの一人の男。

「おい！　何だこれは!?　映画か何かか!?」

　恐怖の色を声ににじませ、男は数歩、後ろに退さがる。

　──映画か何か？

　律子と同じようなことを言う──思ったその時、実果は、ふとあることに気がついた。

　律子と、その見知らぬ男──

　二人の視線が、何もない──しかし、全く同じ一点を追っていることに。

　……何……？　一体……？

　わけのわからぬ悪お寒かんが実果の背すじを走り抜けた。

「ま……待てよ！　何だよこれ!?　なんでこっちに……!?」

　男は叫ぶと、あわててくるりときびすを返し、いきなり人ごみをかきわけ走り出した。

「──アッ!?」

　律子が小さく声を漏らす。

　その一瞬の後。

「ひぃっ!?」

　男は小さい悲鳴を上げて倒れ伏し──

　そして、そのまま動かなくなった。

　……ざわっ……

　今さらのようにざわつきはじめる通行人たち。

「……何だ？」

「救急車とか呼んだ方がいいんじゃない？」

「麻薬くすりでもやってるんじゃないか？　様子が変だったぞ」

　そんな騒ぎを目のあたりに、実果がふと、視線を移せば──

「どうしたの!?　リッコ!?

　真っ青よ!?」

「……だ……だって……」

　律子は、ぎこちない動きで実果の方をふり向き、言った。

　その表情に、見まごうことなき恐怖の色を張りつけて。

「……アイツ……

　笑ったのよ……アタシの方を見て……」




「ほんっとーに見たんだって！　マジで！　誓ってもいいよ！」

　その翌日の朝のこと。授業のはじまる前の教室で、実果と律子、そしてもう一人、綾あや霞かの三人は、きのうの話に花を咲かせていた。

「……たしかにきのうのあの事件、今朝の新聞にも小っちゃく載のってたけど……」

　実果は、左手で髪止めをいじりながら言った。言いにくいことを言う時の彼女の癖くせである。

「新聞には、心臓発作による過労死、って書いてあったよ」

「だけどっ！　見たんだってば！」

　律子は、やや栗くり色いろがかったストレートの髪を、いらいらしたしぐさでかき上げながら、かみつくような口調で言う。

「それまでじっとしてたアレが、急に天井に飛びついて！　ヘビみたいなシッポをくねらせて、上下逆さまに天井を這はっていって！

　おっさんに後ろから飛びついて──

　それで、あのおっさんは死んだのよ！」

「……けどミカには『それ』は見えなかった……そういうわけね……」

　眼鏡めがねを指先ですこしずり上げ、落ち着いた口調で綾霞が言った。

　実果たちとは帰り道の方向が違うのと、何やら用があったのとで、彼女はその現場にはいなかったのだが──

「となると、結論は一つ──」

　綾霞は真剣そのものの表情で言った。

「心霊現象ね」

「あのねー……」

　実果はうんざりとつぶやいた。

　綾霞の超常現象マニアは、友人の間でも有名な話である。

　──いや、むしろ、心霊おたく、と呼んだ方がいいだろうか。

　実果も何度か、綾霞の家に遊びに行ったこともあったのだが、ダース単位にのぼる、髪の伸びる人形だの怪しい原住民の木像だの、十冊近いスクラップ・ブックを埋める心霊写真だのを嬉き々きとして見せつけられて、思わず目を点にしたものだった。

　対する実果と律子の二人は現実主義者。

　むろん、綾霞の趣味を全否定する気はないが、さすがに時々、うんざりさせられることもある。

「またそーゆーことを言い出す……

　あんたってば、事故があったら心霊現象、怪しい音は心霊現象、風が吹いたら心霊現象、だもんねー」

「そう言うミカだって超がつくほどの現実主義者──もとい、唯ゆい物ぶつ論者じゃないの」

「あったりまえじゃないの！　世の中、理屈で説明できないことは存在しないのよっ！

　湖の怪獣は潜水艦かイリエワニだしＵＦＯなんてトリック写真か誰かの投げた灰皿で、心霊現象は噓うそか気のせいかプラズマよっ！」

「……ミカ……あんた、それで人生楽しい？」

「じゅーぶん楽しいっ！　第一っ！　心霊現象なんて非科学的よっ！」

「……ほほぉう……」

　綾霞は伸ばした黒髪を、ふぁさっ、と右手でかき上げてから、

「今の理屈で説明できないことはこの世に存在しない、と──」

「そーよっ！　文句ある!?」

「あるっ！　その当時当時で説明できないことは存在しないっていうのなら、むかし地球は平らでカメやゾウやらが地面を支えていて、星と太陽の方が周まわりを回ってたわけ!?

　たとえ当時の理屈で説明できなくても、あるものはある！　いるものはいるのよっ！

　それとも何!?　ニュートン以前に地球には引力はなかった、とでも言いたいの!?」

「……[image: ]っ……！　そ……そーじゃないけどっ！　でも中世と今とじゃあ科学力、ってものが違うでしょ!?」

「当然！

　けど事象の地平線の彼方かなたの状態やビッグ・バン以前の状態説明などなどの宇宙の構造どころか！　ダーウィンの進化論も疑問視されてる昨今、自分たちがどーやって存在しているかも完全に説明できない今の科学をさして、まさか『科学万能』なんて言ったりしないでしょうね!?

　あんなことばを平気で吐くなんて、はっきり言って、自分が科学を知らない人間だ、って公言してるようなものよ！」

「……[image: ]っ……！　またそーいうわけのわかんないことを……」

　いきなり理解外の単語を並べ立てられて、思わず小さく身を退ひく実果。

　綾霞が、自分で言っていることをちゃんと理解しているのかどうか、若じやつ干かん疑問ではあったが、確かなことは一つだけ──

　昔から、このテの議論をやって、実果が綾霞に勝ったことなどただの一度もない、ということだった。

「大体、非科学的非科学的って言うけど、超常現象は、ないことが科学で証明されたわけじゃなくて、あることが科学で説明できない、ってだけなのよ」

「……だ……だからって……霊とかがある、ってわけじゃないでしょっ!?」

「『だから霊はいる』なんて言ってないわよ。わたしは。

　現代の科学で説明できないから、っていうだけの理由で存在を完全否定するのは、それこそ理屈に合わない、って言ってるのよ」

「……いや……それはまあその通りかもしんないけど……」

「でしょ？

　──と、いうわけで、きのうのそれも心霊現象に決定ね♡」

「ちょっと待てぇっ！

　──リッコ、あんたも何とか言ってよ！」

「……けどひょっとしたら……あやかの言う通りかもしんない……」

「ちょっとリッコお!?」

　いつもなら、いっしょになって綾霞にツッコミを入れるはずの律子の態度に、実果も少々面くらう。

「だって！　フツーじゃないよ、アレ！　ミカは見てないからそんなこと言えるんだろうけどサ！」

「何かの……見まちがいとか……」

「何をどうやったらあんなモノと見まちがうのよ!?

　天井に届くような背の高さで、人とヘビをたして二でわったみたいなヤツだったんだから！

　おまけに全身筋肉ムキ出しで！」

「……それってグロい……」

　律子の言うことを信じるなら、確かに、ほかの何かをそんなものと見間違えることはむずかしいだろう。

　正直を言えば、実果も、きのうの事件には、一種異様なものを感じてはいた。

　しかし、だからといって、普通の人間には見えない何かがあのサラリーマンを殺した、などという話を信じることはできない。

「けど……たとえば……そう、一種の集団幻覚とか……」

「そんなわけないじゃん！　あのおっさんがさわぎ出してから、フンイキに吞のまれて幻覚見た、ってのならともかく、アタシがアレを見てからおっさんがさわぎ出したのよ！」

「……それはまあ……そうだけど……」

「ふっ。やっぱりどう考えても心霊現象ね」

「あやかっ！　横からまぜっ返さないでっ！

　リッコがおびえるでしょーがっ！」

[image: ]

「いや、別におどかすつもりはないんだけど……とにかくリッコ、あんたが気にしてるのは、そいつが最後に、あんたを見て笑ったから、でしょ？」

「そーよ！　ハッキリ言って、きのうは夢まで見たのよ！　夢まで！」

「……なるほどー。

　ま、それの正体が何なのか、って話はキリがなくなるからやめとくけど──

　いちばんいいのは、なるべく事件のあった場所には近づかないこと。それと、こんなこと、早く忘れること、ね。

　かりに何かの心霊現象だったとしても、たいていはそれで終わるはずよ。

　……わたしとしては、もーちょっといろいろ突っ込んで調べてみたいけど、ね」

「……大丈夫かなァ……それで……？」

「心配だったら魔ま除よけのおまじないしたげようか？　一回試してみたかったのよねー。んっふっふっふっふっ……

　よくおまじない本とかに方法書いてあるんだけど、あれって、どのくらい効き目があるかなんて、実際に心霊現象に遭あった人にじゃないとわかんないし♡」

「……いい……エンリョしとく……」

　むしろ嬉々とした口調で言いながら、カバンの中から破は魔ま矢やだのしめ縄なわだの何やら怪しい札ふだなどを取り出す綾霞に、まともにうさんくさげな視線を向けて、律子は左右に首を振る。

「えー!?　なんでー!?　おまじないやらせてよ！　こんなこともあろうかと思って、いろいろ道具用意してるのに！」

「……あんた一体……日ごろ何考えて生きてんのよ」

「ほっといてよミカ。これはリッコとわたしとの趣味の問題なんだから」

「いや……シュミのおまじない受けるっていうのは、アタシもちょっと……」

　いつの間にか、ただのじゃれ合いとなった三人の会話を、鳴り響く始業のチャイムが中断し──

　そして、この話題はこれまでとなった。

　──今日のところは。




　しばしの静かな日々が続いた。

　いつもと何ら変わりのない、平凡という名の日々が。

　──あの事件から、すでに一週間ほどが過ぎていた。

　実果にとっては、あんな事件はもはや過去のもの。何かを見たはずの律子でさえ、あのことを思い出すことはまれになっていた。

　──さすがに二人とも、事件のあった近くに立ち寄る気は起きなかったが。

　今日も学校での一日を終え、二人はそれぞれの帰路につく。

　下りる駅こそ違うものの、二人の帰りの方向は同じである。

　駅の自動改札を通り抜け、実果と律子は、地下のホームへと向かった。

　二人が利用するここは、二つの路線の連絡駅となっている。改札口を通ってから、まっすぐ伸びる長い地下道を通り抜け、階段を降りてようやく目的のプラットホームにたどり着く。

　いつものように、たあいもない話をしながら階段を降り──

　二人はその場に凍りついた。

　プラットホームの両側に、レールとともに、奥へ向かって伸びる闇やみ。

　すすけた白いタイルも、むき出しのままにとりつけられた蛍光灯ランプも、その闇をきわだたせるだけの役にしか立ってはいなかった。

　列車が停とまるのは、もうすこし先に行ったあたりである。

　そこまで行けば、むろん人はいるのだろうが、別の出口へと続く階段があるせいで、そこまでは見渡せない。

　そして、その階段の手前に──

「……いる……」

　律子のかすれたつぶやきが、実果の耳にはっきりと届いた。

「……見える……あたしにも……」

　──そう。

　今度は見えた。

　実果の目にも、はっきりと。

　──ずいぶんと昔──子供の頃に見た怪奇映画。タイトルさえももう忘れたが、それに出てきた怪物が、子供心に怖くて怖くて、夢にまで見たことがあった。

　目の前にいるものは、その怪物と似た印象を持っていた。

　あの映画の怪物を数倍おぞましくしたような姿。体は化け物のそれであるにもかかわらず、ただ、顔の部分にだけは、男とも女ともつかぬ、端正な人間の顔が、静かに瞳ひとみを閉じたまま、貼りついている。

　律子の言っていた、蛇のイメージなどはないが──それでもなぜか、実果にはわかった。

　目の前の『それ』が、律子の言っていたものなのだと。

　まるで、二人のゆく手を塞ふさぐかのように、白い床にくろぐろとした影を落とし、それは、ただじっと佇たたずんでいた。

「……まちがいない……

　アイツよ」

　律子が言ったその瞬間。

『それ』の両の瞳が開いた。

『──っ!?』

　二人は同時に、声にならない悲鳴を上げた。

　そして、『それ』は歩きはじめる。二人の方へと向かって。

　──逃げなきゃあ──

　実果は言った──つもりだった。

　しかし思いはことばにならず、体も動こうとはしない。

　その間にも『それ』は、異様に長い手足で足音も立てず、巨大な蜘蛛くもが這はうように、二人に向かって近づいて来る。

　──逃げなきゃあ──逃げないと──逃げないと──

　思いだけが、実果の頭の中でから回りをし、しかし恐怖のせいなのか、体はすこしも動かない。

　──逃げないと──

「イヤァァァァァァァッ！」

　律子の悲鳴がこだましたのは、『それ』が二人の目前へと迫った時のことだった。

　その悲鳴が、実果の体の呪じゆ縛ばくを解放した。

「リッコ！　逃げようっ！」

　言うと同時にきびすを返し、律子の片手をひっ摑つかみ、もと来た方へと走り出す。

　律子もそれで硬直が解けたか、実果を追いこさんばかりの勢いで走りはじめる。

　二人は上へと続く階段を駆け上り──

　そして。

　その先で、二人は、通勤者の一団と、まともに正面からはち合わせをした。

「──どいて！　どいて下さい！」

「……な……何かあったのか!?」

「今、悲鳴が聞こえたが……」

　実果たち二人の剣幕に、ただごとではないのを感じ取ったか、口々に声をかけてくる。

　しかし、それがかえって彼らの──そして、実果たちの足を止めることになった。

「──ひィッ!?」

　横で律子の上げた声に、実果が後ろをふり向いた時──

『それ』が床を蹴けった。

「！」

　硬直する実果の目の前で、『それ』は一気に数メートルの距離を飛び越え──律子の上へとのしかかる！

　──一瞬──だったのだろうか？　それとも数十秒が経たったあとだったろうか？

　ふと、我に返ると。

　白い床に倒れ伏した律子の上に、『それ』は大きく手足をひろげておおいかぶさっていた。

　まるで、獲え物ものを捕らえた蜘蛛のように。

　律子の上に、その影を落として。

『それ』の存在などないかのように、倒れた律子を取り巻いて、心配と好奇の混じった視線を送る通行人たち。

　──同じだ──

　半ば放心したままで、実果はぼんやりと思った。

　──同じだ──以前まえに……地下道で見た光景と──

　ただ、違うのは──

　倒れているのが、見知らぬ男などではなく、実果の友人だということ。

　そして──

　今回は、実果自身にも、『それ』がはっきりと見えていることだった。

『それ』は、倒れた律子の上から下りると、ゆっくりとあたりに視線を巡めぐらせ──

　にぃっ、と、実果に向かって、満面の笑みを浮かべたのだった。




「……信じないかもしれないけど……」

　ぽつり、と実果が、綾霞に向かってつぶやいたのは、それから二日ほど後のこと──

　クラスの全員で、律子の葬そう儀ぎに行き、学校へ戻ったあとでのことだった。

　時刻は放課後。

　はや西にかたむいた太陽が、長い影を、人のほとんどいなくなった教室の中に落としていた。

「──深刻そうね」

　ひとことつぶやいたままで、次を切り出そうとしない実果に、綾霞は静かな口調で言った。

「ひょっとして──リッコのこと？」

　問われて実果は、こくんっ、と小さくうなずいた。

「……心臓麻ま痺ひ……ってことになってるけど……違うの！

　……信じてもらえないと思って……誰にも話さなかったけど……

　……でも……」

「見たのね。何かを」

　あっさりと言われて実果は沈黙し──

　ふたたび、こくんっ、と小さくうなずいた。

「……あの日……あたしとリッコが地下鉄のホームに行くと……

　いたのよ……『あれ』が……」

　綾霞はただ無言のまま、実果のことばを聞いている。

「……今度はあたしにも見えたわ……

　リッコが言ってたのとは、姿は違ってたみたいだけど──それでもなぜかわかったのよ！　『それ』がリッコの見た『もの』なんだ、って……」

　……ふぅ……

　実果は、窓の外──グラウンドに遠い視線を送り、深いため息をついた。

　ふたたび視線を綾霞へと戻し、

「……信じられる……？　こんな話……？

　自分の目でたしかに見たはずなのに──言ってて自分で信じられない……」

　──もしここで、綾霞がいつもの調子で、『信じる』とおざなりにうなずけば、あるいは実果は、腹を立て、そこで話すのをやめていたかもしれなかった。

　しかし綾霞は、静かな口調でこう言っただけだった。

「──続けて──」

　と。

「……逃げたわ……二人して……」

　うながされるまま、実果は話を続けた。

「けど……逃げきれなくて……

　ふり向いたら……『あれ』が飛びかかってきて……

　……一体何が起こったのか……よく……わかんない……

　気がつくとリッコが倒れてて……

　その上に『あれ』が乗ってて……」

　こくんっ、と実果ののどが鳴る。

「……『あれ』が……『あれ』が……」

　かわいた声で、うつむいたままつぶやいて、実果はしばし沈黙し──

「──笑ったのよ！　あたしを見て！」

　ほとばしる声は悲鳴に近かった。

　教室に残った別の何人かが、おどろいて二人の方をふり向くが、綾霞にも、そしてむろん実果にも、そんなことを気にかけている余裕はなかった。

「──あたし！　信じてた！　本気で信じてた！

　理屈にあわないことなんて、この世の中にはないんだ、って！　お化けや幽霊なんて、みんな気のせいや噓っぱちだ、って！

　でも！　でも……！

　教えて！　あやか！

　何なの一体!?　あれは!?

　次は──

　次はあたしかもしんないのよ！」

　そして──沈黙が落ちた。

　放課後の、クラブ活動の喧けん騒そうが、グラウンドを渡る風に乗って、かすかに教室まで届いてくる。

「……そうね……」

　ややあって、綾霞は静かな口調で言った。

「今の話を聞く限りじゃあ、『それ』が何なのか、わたしにもわからないわ。

　とりあえず──

　もう少し、くわしく話を聞かせてもらう必要があるわね……」




　綾霞の部屋は、前に来た時とあいかわらずの様子だった。

　棚たなには、ぼさぼさ髪の日本人形だの、どこかの怪しい木彫りの人形だのが、ところ狭しと並べ立てられ、壁にはマンダラ図だの呪符だの、一体何を考えているのか、大伸ばしにされた心霊写真だのが貼はりつけられている。

　彼女の家が、学校からそう遠くない、住宅街にあるにもかかわらず、実果があまり立ち寄りたがらないのも、この超越しまくったインテリアのせいである。

「……あいかわらず……女の子の部屋じゃあないわね……ここ……」

「ふっ。うらやましい？」

　思わず事件を忘れてツッコミを入れる実果に、綾霞は眼鏡をきらりっ、と光らせ、自慢たらたらの口調で言った。

「うらやましくないっ！」

「まぁたまたミカったらやせがまんなんてしちゃってぇ。

　正直にうらやましい、って言えば、血の涙流すフランス人形か、時々夜中に太たい鼓この音が聞こえるアフリカの木彫り人形か、一つくらいならわけてあげてもいいのに！」

「いらないッ！　絶対いらないッ！

　そんなことよりっ！」

「──わかったわかった。本題に入れ、ってね。

　──それじゃあまず聞くけど、『それ』の姿形ね」

　さし出されたノートとシャープペンシルで、実果は『それ』の姿を描き出した。

　絵はあまり得意ではないし、『それ』の細かいところもうろおぼえだが、大まかな特徴はだいたい描けたつもりだった。

「……ふぅむ……伝説なんかの妖よう怪かいだの何だのとは似てないわね……」

　実果の描いたスケッチをまじまじと眺め、綾霞は考え深げにつぶやいた。

「リッコの言ってた蛇みたいなの、ってイメージもないし……

　どっちかと言えば、むしろ蜘蛛、ね。

　──昔の怪奇映画に、こんな感じのモンスターが出て来てたような気はするけど……」

「──そう！　そうなのよ！」

　綾霞の指摘に、実果は勢い込んで言う。

「実を言うとあたしも、昔見た映画に出てきた怪物やつに、印象似てるなー、とは思ってたのよ！　もっとも『あれ』は、映画のやつなんてメじゃないくらい怖かったけど」

「ふむふむ……

　で、『それ』はリッコを襲ったあと、どこへ行ったわけ？」

「……それが……わかんないのよ……」

　実果は歯切れの悪い調子で答えた。

「『それ』がこっち見て笑ったあと……あたし、気絶しちゃったみたいで……

　気がつくと、救急車が来たのか、リッコがタンカで運ばれてて……

　あたりにもう、『それ』はいなかったわ」

「……なるほど……」

　つぶやいて、綾霞は小さくうなずいた。

「なるほど……って、わかるの!?　『あれ』が一体何なのか!?」

「いやぜんぜん」

「ちょっとぉぉぉぉっ！」

　あっさりきっぱり言い放たれて、実果は思わず悲鳴を上げた。

「『いやぜんぜん』じゃないわよぉぉっ！

　もったいぶってうなずくから、何かわかったとばっかり思ったのにぃっ！」

「今までに聞いたことのないやつだ、ってことはわかったわよ」

「そんなことわかってどうするのよぉぉっ!?

　あやか、今はあんただけがたよりなんだからっ！

　何のための心霊現象マニアなのよっ!?」

「……いや別に、わたしも化け物退治するために心霊現象マニアやってるわけじゃないし……

　とにかく、今考えなくちゃあならないのは、一体どうすればいいか、よ。

　──もちろん『それ』の正体がわかれば、どうすればいいか、わかるのかもしれないけど……手がかりが少なすぎるわ」

「けど、それじゃあそれこそ対策の立てようなんてないじゃない!?」

「一つだけ……あるにはあるわ」

「どうするの!?」

　勢い込んで問う実果に、綾霞は自信に満ちた口調で言った。

「簡単よ。つまり──

　下手へたな鉄砲も数撃ちゃ当たる──」




「……で……？」

　不機嫌な顔で、実果が綾霞に問いかけたのは、それからさらに数日あとの、放課後のことだった。

「いつまでこんなことしてなくちゃあなんないわけ……？」

「こんなこと？」

「これよっ！　これっ！」

　いぶかしげな顔で問い返す綾霞に、実果は、自分の通学カバンをつきつけた。

　カバンの横には、お守り袋に怪しい人形、うさんくさげな紋もん様ようを象かたどったキーホルダーなどなどが、総計およそ十以上、じゃらじゃらとぶら下がっていた。

　綾霞が実果に渡した『お守り』の数々である。

　むろん、カバンについているそれらがすべてではない。

　服の下に隠してはいるものの、数珠じゆずに十字架、護ご符ふらしきペンダント。服のポッケには、何やら怪しい文字の書かれた怪しいお札が束で入っている。

　神社・仏閣のお守りからお札から、果てはおまじない雑誌のふろくまで。綾霞は、それまで自分がコレクションしていた『お守り』と名のつくもののすべてを、実果に、身につけておくようにと言ったのだ。

「いつまで……って、決まってるじゃない。ずーっと♡」
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「ずぅぅぅぅぅっとぉぉぉぉぉぉ!?」

　すずしい顔で答えられ、実果は思わず声を荒げた。

「じょーだんじゃないわよっ！

　これのおかげで、家族にも、怪しいシューキョーにでも引っかかったんじゃないか、って心配されてんのよ！

　こーゆーのが今流行はやってる、とか言ってごまかしといたけど！

　クラスのほかのみんなだって、面と向かっては言わないけど、じゅーぶん白い目で見てるはずよっ！　だってこのお守りの群れつけはじめてから、みんなのスタンス変わったもん！」

「人間なんてそんなもんよ」

「あんたが悟ったよーな顔で言うなぁぁぁっ！　とにかくっ！　このままじゃあ冗談抜きにトモダチなくすのうけあいよっ！　そのうちきっと、担任か生活指導に呼び出されて、『悩みがあるなら言ってみろ』とか言われるのよっ！

　まっぴらだかんねっ！　ンなのはっ！」

「──けど、お守り外したとたん、『それ』に出会っちゃう、って可能性もあるのよ」

「……[image: ]っ……!?」

　綾霞の指摘に、実果はさすがに絶句した。

　怪しい宗教にハマったのではないか、などと見られるのはむろんイヤだが、それ以上に、『あれ』と再び顔をつき合わせることはごめんだった。

「──実際、あれからは出くわしてないんでしょ？　『あれ』には。

　もちろん、ただ単に、たまたま出て来なかった、ってだけで、実はお守りは何の役にも立ってない、って可能性はあるわ。

　けど逆に、どれかが効いていて、『それ』が出て来れなくなっている、って可能性もあるのよ。

　もしも、お守りのおかげだったりした場合──もう大丈夫だろう、と思って外したとたん、いきなり『それ』に出っくわす、なんてことにもなりかねないわよ」

「……そりゃまあ……そうだけど……

　でもせめて、どのお守りが効いてるか、調べる方法ってないの？」

「ないわ」

　綾霞はまたまたあっさり答える。

「どれが効かないのか、っていうのなら、調べる方法はないわけじゃあないけど」

「どうするの!?」

「今日はこのお守り、明日はこのお守り、ってふうに、一日に一つずつ、違うお守りを外して持って来るのよ」

「ふむふむ」

「──で、『あれ』が出て来れば、その日に持ってたお守りは効き目がないんだ、ってわかるでしょ？」

「そんなわかりかたしたくないぃぃぃっ！

　大体っ！　『あれ』から身を守るためのお守りでしょーがっ！　ンな実験で、どれが効かないのかわかったって意味ないでしょーがっ！」

「意味ないわよ」

「あのねぇっ！」

「──だから言ったじゃない。『効果のないお守りを調べる方法はある』って。

　方法はあるけど意味がないから言わなかっただけで」

「……なるほど……」

　実果は疲れた顔で言った。

「……つまり……やっぱしこれからもずーっと、お守り持って歩き回れ、ってこと……？」

「そーいうこと。

　……ってことで……」

　綾霞は自分のカバンをごそごそ探ると、中からわけのわからない木の札を取り出した。

「親しん戚せきの神社からもらったの。

　これも持っててね♡」

　……はぅぅぅぅ……

　むしろ陽気な口調で言う綾霞に、実果は深いため息をついたのだった。




　……ったく……

　ある週末の、学校からの帰り道。

　実果は、すれ違う人々の視線に、うんざりとため息をついた。

　一歩歩みを進めるそのたび、通学カバンの両がわにぶら下がったものが、じゃらじゃらと音を立てる。

　──実果が『あれ』を見てから、すでに半月以上が過ぎていた。

　あるいは、もう出て来ないのでは──などとふと思ったりもする昨今だったが……

　それでも、綾霞からの『お守り』の供給は、ひっきりなしに続いていた。

　──なんでも、綾霞の母方の本家というのが、昔、まじない師のようなことをやっており、そのせいなのかどうなのか、親類縁者には、神社、仏閣、霊能者などに不自由していないらしい。

　そういったところに話を通して、お守りお札のたぐいをもらってきてくれているらしいのだ。

　むろん、好意でやってくれていることはわかっている。

　しかし──さすがに、カバンにつけるお守りが合わせて二ダースを超えると、いいかげんうっとうしくもなってくる。

　第一、これだけの数のものを始終持ち歩いて一生を過ごす、などというわけにもいかないではないか。

　……思いきって取っちゃってもいいよーな気はするんだけどなー……

『あれ』に対する不安が、むろん消えたわけではない。しかし時が経つにつれ、薄れゆく過去の恐怖より、今の不満の方が強くなってゆく。

　……考えてみれば、絶対に『あれ』がもう一回、あたしのところに出てくる、ってかぎったわけでもないんだし……

　逆の可能性を意識の外に追いやって、実果は、都合のいいことを考える。

　考えながら、いつもの白い地下街を通り、地下鉄駅の改札口前で定期を取り出し──

　そして、彼女は硬直した。

　自動改札機の向こう──奥へと伸びる通路の手前。

　そこに──

『それ』がいた。

　あの日と同じように、じっと瞳を閉じたまま。

　──あの日と同じ──いや──

　よく見ると、以前とくらべて、ひとまわりもふたまわりも大きく見えるのは気のせいだろうか？

　前に見た時より、いっそう異様さを増したように感じるのは？

「──ちょっと！　行くなら行くで早くしなさいよ！」

　実果が我に返ったのは、後ろからかけられた、イラついた女の声のおかげだった。

「──！」

　あわててその場できびすを返し、もと来た方へと駆け出す実果。

「……何よ？　あれ……？」

　声をかけたＯＬふうの女は、いぶかしげな顔で、実果の後ろ姿を見送った。

　──むろん。

　実果の背を追って疾はしる『それ』の姿は、彼女の目には見えなかった。




　恐怖と焦あせりとに背を押され、地下鉄からの階段を駆け上がると、外は、はや夜の色に染まっていた。

　この季節の陽ひの短さと、昨日から空に陣取った厚い雲が、いつもより早く、町に闇を落としたのだ。

　昏くらく沈んだ町に、次々と灯ともる街灯の光。

　階段を駆け上がったその場所で、実果は一瞬足を止め、階段の下をふり返る。

　──ひょっとすると、『それ』は追って来てはいないのでは、などと、甘い期待をしたのだが──

「──ひぃっ……！」

　階段の下から姿を見せた『それ』に、実果は小さく悲鳴を上げ、ふたたび走りはじめる。

　ふり向けば、『それ』が地下鉄の階段を上がり、通行人の体をすり抜け、追って来るのが目に入った。

　──どうしよう！

　暗い道を、やみくもに駆け抜けながらただ焦りだけが胸に渦うず巻まく。

　なりゆきで逃げだしたのはいいが、一体どこへ行けばいいというのだろうか？

　どこに逃げれば、安全だというのか？

　──あやか！

　その名が頭にひらめいたのは、しばらく走った後のことだった。

　たしかに彼女の家は、この近くの住宅街にあった。

　むろん、綾霞の家に逃げ込んだからといって、安全だという保障はない。

　しかし、今の実果には、ほかに行くべき場所はなかった。

　歩道をひた走り、信号を無視して道路を横切る。

　後ろで起こったクラクションも罵ば声せいも、実果の耳には入らない。

　自分がいつの間にか、通学カバンをとり落としていることにさえ、彼女は気づいていなかった。

　息が乱れる。目がかすむ。それでも彼女は走り続ける。

　後ろをふり向く必要はなかった。

　わかるのだ。彼女には。

『それ』が間違いなく、自分を追って来ていることが。

　やがて彼女は、町の中心を抜け、住宅街へとさしかかった。

　あたりから商店の明りが消え、街灯と、家々の窓から漏れる明りだけが、アスファルトを灰色グレイに照らし出す。

　時間によっては、通勤者でごったがえす道なのかもしれないが、今はあたりに人影はない。

　綾霞の家までもうすぐの場所で──

　実果の足を止めたのは、疲労と、そして、目の前にひろがる闇だった。

　住宅街の中を走る、人けのない道路。

　道をはさんで左右には、ブロック塀べいが伸びている。

　並んだ街灯のうち、一本のランプが切れているせいで、そこにだけ、深い穴にも似た闇がわだかまっていた。

　まわりの家々も、誰も住んでいないのか、それとも留守なだけなのか、いずれにせよ、明りのひとつもついてはいない。

　半ば本能的な闇への恐怖が、実果の心にためらいを生み、ためらいと疲れが彼女の足を止めたのだ。

　立ち止まっている場合ではないことはわかっている。

　しかし、一いつ旦たん止まった足は、なかなか動いてくれようとはしない。

　──気配を背後に感じ──実果は後ろをふり向いた。

『それ』は、思ったよりもま近にいた。

　立ち並ぶ街灯の下を、アスファルトに黒い影を落としながら、まっすぐ実果に向かって進んで来る。

「──！」

　足が──動いた。

『それ』に対する恐怖が、闇への恐怖に勝ったのだ。

　同時に、『それ』は地を蹴けると、異様に長い右手をふるう。

　右手は、ふたたび走り出した実果の左腕を捕らえ──

　通り抜けた。

　その瞬間、実果は自分の左腕が、急に重さを増したような気がした。

　そして、その拍子に──

「あうっ!?」

　バランスが崩れる。

　足がからむ。

　ものの数歩も行かないうちに、実果は、闇の中へと倒れ伏していた。

　あわてて身を起こそうとするが、疲れのせいか、足と左手がいうことをきかない。

　それでもなんとか体をよじり、あおむけになる。

　目の前──街灯の光の輪の中に『それ』はいた。

　あわてて、後ろ向きに這はうように『それ』との距離を取る実果。

　むろんこんなことで逃げられるとは思っていなかった。

　──が。

　ひたりっ。

　実果のすぐ手前で『それ』の動きが止まった。

　彼女の方に、何の感情も浮かばぬ視線を向けたまま、なぜかそこから先に来ようとはしないのだ。

　むろん実果に、『それ』が足を止めた理由はわからない。

　わからないが、確かに言えることは一つ。

　すなわち、逃げるなら今しかない、ということだった。

　さらに後ろに這いずりながら、それでもようやく立ち上がり──

「……っひぃっ……！」

　小さく悲鳴を一つ残し、彼女はその場をあとにした。

　──あとはただ──

　実果にしか見えない『それ』が、じっと街灯の光の輪の中に佇たたずむばかり──




「どうしたの!?　ミカ!?」

　いきなり家に転がり込んで来た、実果のただならぬ様子に、綾霞は思わず声を上げていた。

　──もっとも、一体何が起こったのか、大体の想像はつくが……

「……いたのよっ！　『あれ』がっ！

　地下鉄の駅であたしを待ってて……！

　追いかけてきたのよっ！　そこまでっ！」

「──とにかく、上がって」

　綾霞は、実果を自分の部屋に上げると、熱い紅茶を持って来た。

　駅であったできごとを、実果が、ぽつりぽつりと話しはじめたのは、一杯目の紅茶をほとんど飲み終わってからのことだった。

「……それで……なぜか急にそいつが動かなくなって……
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　それであたしは、必死でここまで……」

　右手に持ったカップの中身──二杯目の紅茶の残りを飲み干して、実果は話を終えた。

「──それで──

　触られた左手は大丈夫なの!?

　ケガは!?　痛くないの!?」

「ケガもないし痛くもないけど……重いの」

「重い？」

　左手を垂らしたままでの実果の答えに、綾霞はわずかに眉まゆをひそめた。

「そう。

　……っていうか、『重い』って表現するしかないくらい……疲れてるのよ……

　……たぶんリッコも、その前のひとも……

　……触られたのよ……

『あれ』に。心臓を」

「……ふむ……」

　綾霞は紅茶をひと口すすり、

「──それで──

　前に見た時と、姿が違っていた、って言ったわね」

「うん……

　ひとまわりもふたまわりも大きくなってたし……かっこうも、あちこち違ってた」

「前に見たより怖い姿に？」

「ええ。

　──何かわかる？」

「……想像──だけど、ね」

「教えて！　想像でもいいから！」

「その前にもう一つ──そいつが、通行人の体をすり抜けて走って来た、って言ってたけど……

　その通行人は、何ともなかったのね？」

「……たぶん……

　じっくり見たわけじゃあないけど……気にも止めずに歩いてたみたい……」

「……ふう……ん……」

　──やっかいなことになった──

　正直、綾霞はそう思っていた。

　彼女の想像が正しければ──

「教えてあやか！　何なの!?　『あれ』は!?」

「……ポイントは、姿がいちいち違って見える、ということよ。

　──たぶん『それ』は──見る者にとって、いちばん怖い形に見えるのよ。

　いわば──『恐怖』という名の幻影──」

「幻!?　あれが!?」

「幻みたいなもの、って意味よ。

　ほんとうの幻なら、人が死んだりはしないわ。

　おそらく『それ』は、何かの生み出した幻、でなければ『恐怖』そのものよ」

　──あるいはそれは、『恐怖』などではなく、『死』そのものなのかもしれない──

　思い浮かんでいたその考えを、むろん綾霞は口に出さなかった。

「……幻……？　恐怖……？」

　あまりにも抽ちゆう象しよう的てきなことばに、実果は一瞬、呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべ、

「──ちょっ……

　ちょっと待ってよあやか！

『あれ』がかりにその『幻』だか『恐怖』だかだとして、よ。

　──なら、一体どーやったらいいわけ!?」

「……対抗する方法は……ひょっとしたら、なくもないかもしれない……」

「歯切れ悪いわね……で、どーするわけ？」

「……『それ』は、その姿が見えない通行人には、何の害も与えなかった。

　つまり『それ』は、自分の姿が見える人間にしか影響を与えることができないんじゃあないか、ってことよ。

　──なら逆に──

『それ』の姿が見える人間なら、『それ』をどうにかすることもできる、ってことも考えられるわ」

「……ンなアバウトなりくつで……第一『どうにかする』って……」

　言いかけて、実果の表情がこわばった。

　ようやく理解したのだ。綾霞が、何を言わんとしているのかを。

「……あの……あやか……」

　あまり聞きたくないような気もしたが、それでも実果は問いかけた。

「……それってひょっとして……

　あたしが『それ』を退治するっきゃない……って言ってるわけ……？」

「……ほかの人には見えないんじゃあ……」

　それが綾霞の答えだった。

「……ちょっ……

　ちょっと待ってよ!?　退治する!?　あたしが『あれ』を!?

　じょーだんじゃないわよ！　第一、一体どーやって!?

　なんか……ほかの手はないの!?

　──そーだ！　お守りは!?　あやかの渡してくれたお守り！

『あれ』があたしを追って来なかったのも、ひょっとしたら、今身につけてるお守りのどれかのおかげかも……！」

「その可能性は──低いわね」

　しかし綾霞はあっさりと言った。

「あんた実際、左手を『あれ』に触られてるんでしょ？　お守りが効いてたんなら、そんなことにはならなかったはずよ。

　むしろ──『あれ』がそこから動かなかったのは、地理的な理由じゃないかと思うのよ。

　ある場所から一定距離以上離れられないとか、『あれ』にとって邪じや魔まな何かがあったから、それ以上進めなかったとか……」

「……結局……」

　ため息混じりに実果はつぶやく。

「『あれ』の正体はわからない。ひょっとしたらあたしなら、なんとかできるかもしれないけど、その保証もなければ方法もわからない……ってことね……」

「ま……まあね……

　実際、いろいろなつてを頼って、今回のことの相談をしてもみたんだけどね……

　返ってきた答えの大半は『気のせい、あるいはノイローゼ』。

　前例だのアドバイスだのって以前に、まともに取りあってくれる人自体がいないのよ。

　自称霊能者、って人に相談する、って案もあったんだけど、いきなりな金額請求されたり、なおかつそれで何の役にも立たなかったりしたらヒサンでしょ？」

「……あやか……あんたのコネって……ロクなのないわねー……」

「ミカの話を聞く限りじゃあ『それ』って、『霊』って感じじゃあないみたいだし……

　つまり『それ』は、わたしたちの知らないタイプの『何か』だって可能性が高いわ。

　結局やっぱり、わたしたち自身が、手さぐりでつき止めるしかないのよ！　『それ』の正体をっ！」

「あたしたちで!?」

「そうよっ！」

　力いっぱい言う綾霞に、実果は白い視線を向け、

「……あやか……ひょっとしてあんた、シュミに走ってない……？」

「ちょっぴり♡」

「あのねぇっ！」

「けど実際、わたしが趣味に走っていようといまいと、それしか方法はないと思うんだけど？」

「……[image: ]っ……うーん……」

　確かに──

　さきほどから、綾霞にあれこれ文句をつけてはいるものの、ならほかにどうするか、と問われれば、むろん彼女に答える術すべはない。

「──と、いうことで──」

　言って綾霞は、紅茶のカップをことんっ、と置いて立ち上がる。

「それじゃあ早速行ってみましょーか。

『それ』が追っかけて来た場所まで」

「ちょっとぉぉぉぉっ!?」

　さすがにあわてた声を上げる実果。

　落ち着いてはきたものの、恐怖が消え去ったわけではないのだ。

「なんでンなことしなくちゃあいけないのよっ!?　それも今!?」

「調査は早い方がいいわ。『それ』が次にいつ現われるかわからない以上、早めに調べられることは調べておいた方がいいわよ。

　……明日でもいいんじゃないか、って思ってるだろうし、その気持ちもわからなくはないんだけど……

　時間を置くと、いろいろ条件も変わってくるのよ」

「……そーゆーモノなの……？」

「そういうものなの。ある時間に限って『何か』が起きるなんてことは、この世界じゃあけっこうザラにあることだし。

　……不安なのはわかるけど、『それ』はある場所からこっちへは来なかったんでしょ？

　せめてその場所だけでも確かめておきたいのよ。

　今のうちに」

「……う……ん……」

「──そうだ、一応護身用に武器を渡しとくわね」

「武器？」

　いぶかしむ実果に、綾霞が手渡したのは、一本の破魔矢だった。

「そこらで売ってる儀式用とは違って、かなり本格的なつくりになってるわ」

「……本格的……ね……」

　一体どのあたりがどう本格的なのかは知らないが、実果はあえて、突っ込んでは聞かないことにした。

　くわしく聞けば聞くだけ、よけい不安になってくるような気がするのは気のせいだろうか？

「……けどこれって……しょせんは気やすめなんでしょ……？」

「そうでもないわよ。

　たいていこの手の相手に対抗するのは、人間の精神力、って相場が決まってるものなのよ。

　なら、漠然と『精神力で』っていうより、武器みたいなものを持った方が、それを核かくに精神を集中しやすくなるはずよ」

「……相場……？　はず……？」

　実果にジト目を向けられて、綾霞は思わず視線をそらす。

　彼女とて、根拠や自信があって言っていることではないのだ。

　あくまでも、オカルト本や心霊番組などで仕入れた知識をもとにした話である。

　そう考えて、すこし自信を失なくす綾霞だった。

「いやまあ……

　どうしても行きたくない、って言うんならしかたないけど……」

　──行きたくないっ！

　のどもとまで出かかったそのことばを、しかし、実果は寸前で飲み込んだ。

『あれ』が一体何なのか、そんなことは実果にはわからない。

　正直な話をすれば、綾霞のしてくれた説明も、彼女にとっては半分ほどはちんぷんかんぷんだった。

『あれ』に対する恐怖もある。

　しかし──

　こんな状態が長々と続くのはまっぴらだった。

　いつ姿を現わすかもわからない『あれ』におびえ続ける、などと。

　何度か接触をくり返せば、『あれ』が何なのか、ある程度は想像がついてくるかもしれない。

　しかしそれで、はたして対抗手段が見つかるのだろうか？

　いや、それ以前に。

　今日はなぜか助かったが、次に『あれ』が実果の前へと現われた時、彼女ははたして逃げ切れるだろうか？　『あれ』が今日と同じように、彼女を追うのを中断するだろうか？

　時を置けば事態がよくなる、という保証がどこにもないならいっそ──

「──わかったわ！」

　やけくそ気味に言い放ち、実果はその場に立ち上がる。

「行ってやろーじゃないのっ！　調査にでも何にでも！

　とっととつけてやろーじゃないの！　決着を！」




　街灯の下には、ただ、明りの輪がひろがっているだけだった。

　実果と綾霞の二人が立っている場所は、蛍光灯ランプの切れた街灯の下──

『あれ』が実果を追うことをあきらめた場所だった。

　あのあと──

　実果は一応、自分の家に、『定期を学校に置き忘れた。綾霞の家に泊まる』などと、適当に連絡を入れておいてから、綾霞とともに、この場所へとやって来たのだった。

　気やすめだとは思いつつ、綾霞から渡された、例の破魔矢も持って来ている。

　他人ひとの目からは怪しく映るだろうと、服の袖そでの中に隠しているが。

「ここなの？」

「うん……もう『あれ』はいないけど……

　まちがいないわ。明りが消えてて、思わず立ち止まったんだもん」

「……ふう……む……」

　綾霞はざっとあたりを見渡す。

　一見したところ、調べるほどのものは何もない。

　あたりに神社・仏閣のたぐいもないし、遺跡のたぐいがあったという話も聞かない。

　なぜ『それ』が、こんな場所で動きを止めたのか、綾霞にもわからなかった。

「……何かわかる？　あやか？」

「……うーん……正直言って……」

「わかんない？」

　問われて彼女はうなずいてから、何か言いたげな顔で、じっと実果の方を見る。

　……はう……

　実果はため息一つつき、

「……駅の方まで出てみないか……って言いたいんでしょ……その顔からして……」

「よくわかったわね」

「ま、短いつきあいじゃあないし……」

「でも……大丈夫？　ミカ？」

「あんましだいじょうぶじゃあないけど……とにかくこんなこと、とっとと決着つけちゃいたいし」

「……ひらきなおったわね……」

「ヤケクソミカちゃん、って呼んで」

　むろん本当は怖い。

　軽口を叩たたいてはいるが、正直言って、今すぐ自分の家に逃げ帰り、ふとんに埋まってふるえていたいような気分である。

　しかし、実果にもわかっていた。

　それで恐怖から──そして『あれ』から逃げられるものではないのだ、と。

　解決する手段はただ一つ──すなわち、綾霞が言ったその通り、実果自身が恐怖に立ち向かうことのみ。

　人通りも少なくなった夜の道を、二人は地下鉄の駅の方へと向かって歩き出した。




　蛍光灯ランプのしらじらとした光が、まっすぐ伸びる白い地下街を、寒々と照らし出していた。

　この時間になると、立ち並ぶ商店も、軒並みシャッターを下ろしている。

　列車が来たあとならば、人の通りもあるのだろうが、今は、通路の遠くに、サラリーマンふうの男の背中が一つ、見えるだけだった。

　いつもはそぞろ歩いている、見慣れたはずの地下通路が、こうして見ると、妙によそよそしく目に映る。

「……あそこにいたのよ……」

　綾霞を地下鉄の改札口前まで連れてゆき、実果は、今日『あれ』が佇たたずんでいたあたりを指さした。

　今はむろん、あたりにその姿はない。

　並んだ数基の自動改札機と、その横に、ひとり佇む駅員が、実果たちに好奇の視線を投げかけているだけである。

「……考えてみたら当然なんだけど……やっぱりこれといって、手がかりになりそうなものはないわねー……」

　あたりを見回し、無責任なことをつぶやく綾霞。

「ちょっと!?　どーいう意味よ!?　当然、っていうのは!?」

「だって、ミカの話聞く限りじゃあ、証拠だの手がかりだのなんて、見つかりそうになかったし……」

「ンじゃあなんだってわざわざこんなとこまで来たのよっ!?　あたしたちはっ!?」

「いやあ。万一にでも手がかりが見つかるとラッキーかな、なんて思って♡」

「……で……見つかんなかった、と？」

「……いやまあ……

　ここはひとつ、きもだめしに来たとでも思って……」

「思わないわよっ！　大体──」

　言いかけて、はた、と実果はことばを切った。

　いぶかしげなまなざしで、白い通路の奥を眺める。

「……犬……かな……？」

「犬？」

　実果のつぶやきに、こんどは綾霞が眉をひそめた。

「ほらっ、今、犬の遠とお吠ぼえみたいなのが聞こえたでしょ？」

「……いや……聞こえなかったけど……」

「そんな!?　けっこうはっきり──」

　実果は一瞬沈黙し、

「ほら！　また聞こえた！」

「……聞こえない……わよ……」

「…………」

「…………」

　二人は一瞬、無言のままで顔を見合わせ、

「──また!?」

　実果は思わず声を上げ、通路の見通せる場所に飛び出す。

　まっすぐ伸びる白い通路。あたりに動くものはなく、むろん犬などどこにも見当たらない。

　──しかし──

「近づいてくる！　声が！」

　──そう。

　実果の耳には、さきほどから確かに、犬の遠吠えにも似た何かの声が聞こえてきていた。

　その声が──声の主の姿も見えぬまま、だんだんと近づいて来るのだ。こちらに。

「……ほんとうに聞こえないの!?　あやか!?」

「聞こえないわ！　わたしには何も！」

「……だとすると……」

　実果の頰ほおを、ひとすじの汗が、つぅっ、と流れて落ちる。

「『あれ』ね……間違いなく……」

「──行ってみる？　ミカ？」

「絶対イヤ」

「なら──逃げましょう！」

「異議なしっ！」

　ただひたすら、『声』と反対の方へ向かって実果は走る。綾霞の家に戻るのとは逆の方向になるが、あの声の方に進む気にはとうていなれない。どこか別の出口から地上へ出て、綾霞の家へと逃げ帰るつもりだった。

　いくらも走らないうちに、二人は、地上へと続く階段の下にたどり着き──

　実果は、その場に硬直した。

『声』が聞こえるのだ。その階段の上──地上から。

　そして一瞬の間を置いて、別の方からも。

　──まさか──

　胸のうちをよぎったある想像に、実果は思わず総毛立った。

　まさか──『あれ』は一匹だけではないのでは!?

　きびすを返し、『声』のしない方へと実果は走り出す。

　もともと『声』の聞こえない綾霞は、実果のあとをついて走るしかない。

　白い通路を、右へ、左へと実果はひた走る。

　どこをどう走ったのだろうか──店の開いている時間ならば、自分が今どこにいるのか、大体の見当はついたのだろうが──

　つき当たりの角を曲がり──

　そして、実果は足を止めた。

　……ジ……ジジ……

　切れかけた蛍光灯ランプが、小さな音を立て、明滅をくり返す。

　通路は──そこでいき止まりだった。

　地上へ続く階段もなく、通路のいちばん奥に、『従業員出入口』と書かれた小さなドアがあるだけである。

　──実果は──悟った。

『声』を使って、自分がこの場所に追い込まれたのだということを。

　となれば──

　ゆっくりと。

　彼女はもと来た方をふりかえる。

　まっすぐ伸びた白い通路。

　まるで、わき出た染しみのように。

『それ』はいた。

　異様に長い手足を動かし、むしろ、ゆっくりと歩いている。

　──こちらに向かって。

「──!?」

　声にならない悲鳴を上げて、実果は走った。

「──ミカ!?」

　あわてて綾霞がそのあとを追う。

　ドンッ！

　実果は、従業員用のドアに体をうちつけ、ノブをがちゃつかせる。

　しかしやはり、鍵かぎがかかっているのだろう。鉄のドアはぴくりともしない。

　──逃げ場は──ない。

「ミカ!?」

　駆け寄った綾霞は気がついた。

　ドアノブから手を離した実果の目が、ある一点にくぎづけになっていることに。

　半ば反射的に、実果の視線を追ったそこには──

　──ただ、無人の白い地下街。

　だが……

「……いるの……？」

　綾霞の問いに、実果はかすかにうなずいた。

　綾霞の目には映らない。

　しかし──

　実果の目には、はっきりと見えた。

　通路の先に、影を落としてじっと佇む『それ』の姿が。

　……にぃっ……

　──そして──

　貼りついた人の顔が、満面の笑みを浮かべると、ふたたび『それ』は歩きはじめた。

　実果の方へと向かって。

「──来ないで！」

　実果は声をはり上げる。

　それが虚きよ勢せいにすぎないと、自分でもわかっていながら。

「来ないで！　さもないと……！」

　左腕の、引っかかるような感触に、実果は唐とう突とつに、袖の中に忍ばせた、破魔矢のことを思い出した。

　ふるえる右手で、まだ重い左手の袖の中から破魔矢を抜き出し、『それ』に見せつけるように構える。

『それ』は一瞬、足を止め──

　馬鹿にしたような小さな笑みを浮かべると、ふたたびゆっくり歩き出す。

「来ないで！」

　実果の悲鳴が、あたりに空しく響き渡る。

『それ』はやがて、実果のやや手前で立ち止まり──

　右手を大きく後ろにふりかぶった。

「……ひぃぃぃぃぃっ！」

　恐怖が、逆に、実果の体を動かした。

『それ』のふところに飛び込んで、半狂乱で、手にした破魔矢を『それ』の胴めがけてつき立てる。

　──だが。

　実果の右手と、手にした破魔矢は、全く何の抵抗もなく、『それ』の体をす通りした！

「──!?」

　その勢いにバランスを崩し、大きく前につんのめる。

　しかし、それが逆に幸いした。

　さっきまで、実果の頭のあったところを、『それ』の右腕が、風のうなりも立てずに疾り抜けてゆく。

　──そんな!?

　なんとか体勢を立て直した実果の胸のうちは、しかし、絶望の色に染まっていた。

　この破魔矢が、そう都合よく『それ』に致命傷を与えてくれる、などとは信じていなかった。

　しかし──一いち縷るの希望だったことも確かである。

　たとえ一撃で『それ』をどうにかすることはできなくても、せめて、多少の傷をつける、程度の期待はあったのだが……

　まさか、何の手ごたえもなくすり抜けるとは……

　──幻のようなもの──

　綾霞の言ったことばが脳裏によみがえる。

　しかし、それなら、この幻を造り出しているものは？

　むろんあたりに、それらしきものはない。

　うろたえた表情でこちらを眺める綾霞。

　天井にちらつく蛍光灯ランプ。

　そして、ふたたび迫り来る『それ』と──

「──!?」
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　その時。

　わかったような気がした。

　あの時、なぜ『それ』は、実果を追うことができなかったのか。

『それ』が、ふたたび右手をふり上げた。

　実果は『それ』を正面からにらみすえ、右手の破魔矢を握りしめる。

　──不思議と、恐怖はなかった。




　──綾霞にできることはただ──呆ぼう然ぜんと立ちすくむことだけだった。

　何かの気配は──あるような気はする。

　しかし綾霞に見えるのは、狂ったように声を上げ、走り回り、手にした破魔矢をふり回す実果の姿だけだった。

　何の手助けもできはしない。

　ただ、見守るだけ。

　彼女の見守るその前で、実果は、破魔矢を手にして床を蹴り──

　──そして、その場に倒れ伏した。

「──!?」

　思わず息を吞のむ綾霞。

　沈黙が落ちたその一瞬。

　空間が──ふるえたような気がした。

「……ミ……ミカ……？」

　綾霞の呼びかけに応こたえるように──

　ゆっくりと──

　実果は半身を起こした。

　彼女はその場に座り込んだまま、惚ほうけたような表情で、綾霞の方を眺めていた。

「……終わった……の……？」

　綾霞の問いに、実果は、床につき立てるように、破魔矢を両手で支えたまま、左右に小さく首を振った。

「……わかん……ない……」

「……わからない……って……」

「……けど……あいつの姿は見えなくなったわ……今は……」

「何が……どうなったの……？」

「……よく……わかんない……」

　ふたたび実果は左右に首を振る。

「『あれ』が一体何だったのか……

　けど……」

　──あの一瞬。

　実果は、『あれ』の右腕の下をすり抜けるように倒れ込み、手にした破魔矢を『あれ』の足もとにつき立てた。

「けど……『あれ』の本体が何だったのかは……わかったような気がする……」

　そしてその瞬間、『あれ』は、実果にだけ聞こえる絶叫を上げ──

　姿を消したのだった。

「『あれ』の本体は──『影』の方だったのよ──」

　──天井では、切れかけた蛍光灯ランプが、いつまでも、蒼あお白じろい明滅をくり返していた──
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　ぼっ！　ぼっ！　ぼっ！　ぼっ！

　エンジンが、唸うなりを上げて燃えさかる。

　四つのタイヤが大地を嚙かんで、巨大な車体を押し進める。

　[image: ]ぉんっ！

　瓦が礫れきを蹴け散ちらし、Ｈ・Ｅ・Ｃの巨体が野を駆かける。

　Ｈ・Ｅ・Ｃ──

　もしも、二十世紀後半を生きた人間が、その姿を目のあたりにすれば、屋根のないワゴン車、と、表現したかもしれない。

　しかしこの時代──

　ワゴン車などというものは、地上から、一切その姿を消していた。




　──人類の文明が崩ほう壊かいしたのは、そう遠くない昔のことだった──




「まだついてきてるわっ！」

　後ろをふり向き、メイは声を上げた。

　伸ばした黒髪が風になびく。

　さきほどから、二人の乗った青いＨ・Ｅ・Ｃのあとを、一定の距離を置いてついて来ているのは、一台の黒い大型Ｈ・Ｅ・Ｃ。

　そのドライバーズ・シートに座った、ひげ面の大男が、さきほどから、何やらがなり立ててはいるが、一体何を言っているのかは、風に巻かれて聞き取れない。

　とはいえその表情から察するに、少なくとも、友だちになりたがっているわけでないことはたしかである。

「あまり歓迎されてねーみてーだな！　俺おれたち！」

　ハンドルを握って前を向いたまま、シンは言った。

「なわばりを荒らされる、とでも思ってやがるんだろーけどな！」

「……実際なわばり荒らすんじゃない！」

　すかさずツッコミを入れるメイに、しかしシンは、迷わず答えた。

「それが俺たち、宝トレジ探ヤー・しハン屋ターのしごとってもんさ！」




　──文明崩壊の原因──それは、前世紀のストーリーテラーや妄もう想そう家かたちが予言したような、核戦争でもハルマゲドンでも宇宙人の襲来でもユダヤの陰いん謀ぼうでもなかった。

　理由は至いたって単純だった。




「しっかし……いくら荷物積んで、多少重くなってるとはいえ……この『グリフォン』について来てる、ってことは……あっちのＨ・Ｅ・Ｃもチューンしてある、ってことか!?　それとも──まさかメイ、おめー、手ェ抜いてんじゃねーだろーな!?」

「じょーだんっ！　さっきから、機関フル・パワーよっ！」

　薪まきをくべる手を休めず、メイはシンにどなり返した。




　某月某日。石油が尽きた。

　人類の文明が崩壊するには、それで十分だった。

　石炭燃料の時代にすこし退化するだけ──ではすまされないほど、その時すでに人々は、石油資源に頼りまくっていた。

　──遠くないうちに石油が尽きる──

　いつの時代にも言われ続けていたことだったが、実際に尽きはじめると、さすがにパニックが起こった。──当たり前だが。

　不足は買いだめをひき起こし、それがさらなる不足を生んだ。

　次代の燃料に、核を求める声は当然あったのだが、そういったことに必要な装備に切り替える暇もなく──

　いともあっさりと、石油は尽きた。

　大変だったのがそのあとである。

　便利に暮らしていた身のまわりから、石油に関連するものがいきなり尽きれば、一体どういうことになるか。

　自家用車が使えないことなど、ごくごくささいな問題で、まず、電力の供給が乏とぼしくなる。

　流通は滞とどこおり、治安も衛生もままならなくなり、ガソリンや何やを求めて、各地で頻ひん発ぱつする暴動。

　かくて──人口は激減し、世界は一変した。




　がぅんっ！

　ひび割れ、荒れたアスファルトを蹴けって、二台のＨ・Ｅ・Ｃが疾しつ走そうする。

「──案外、あたしたちのことを物取りとカン違いしてる自警団とかだったりして！」

「何寝ごと言ってやがる!?　メイ！　あんなＨ・Ｅ・Ｃ持ってる自警団なんぞ聞いたことあるか!?

　それに第一、あのドライバーが、『自警団』ってツラか!?」

「──たしかに──！」

　シンのことばにメイはうなずいた。

　Ｈ・Ｅ・Ｃ──火力ヒート機関・エンジン自動車・カーは、当たり前だが、石油文明崩壊以降の産物である。

　乗員は、基本的に二名以上。ドライバーと、機関士と呼ばれる薪くべ係が必要である。

　──なぜ素直に『火力自動車』『薪くべ係』と呼ばないのか、その理由は至って簡単。かっこ悪いからである。

　大規模な工場での量産が利かなくなった現在、車体などはガソリン自動車のものを流用する場合もあるとはいえ、機関部等に関しては、小さな工房で、手づくり同然に生産されているだけである。

　当然のことながら、値段の方も、この時代の普通の人間には手の出せる額ではない。

　こんなものを買えるのは、よほどの金持ちかシンたちのようなトレジャー・ハンター、そうでなければ犯罪者くらいのものである。

「……どう見てもおいはぎか……よくて、金持ちの雇ったごろつきね！」

「そーいうことっ！　なら、逃げるっきゃないだろっ!?」

「けど、このままじゃあふり切れないわ！　薪だってもうないわよっ！」

　火力機関で進んでいる以上、当然Ｈ・Ｅ・Ｃには、燃料となる薪を置くスペースが必要となる。

　とはいえ、そう広いスペースが取れるわけもなく、車体横の吊つり棚だなに載せたり、かまどのそばに山積みされていたりする。

　──むろんこれまた、かっこ悪いので、『薪棚』ではなく『燃料ラック』などと呼んでいるのだが。

「……ちっ！　しかたねーな！」

　小さく舌打ちひとつして、シンは、ふところから、一丁の拳けん銃じゆうを取り出した。

　外国との交易などないに等しいこの時代、彼の持っている拳銃も、輸入ものではなく国産品。堺さかい職人手づくりで、もちろん銘めいも入っている。

　シンは運転席から身を乗り出して、後ろの車に狙ねらいをつけた。




「なんで追いつけねえんだっ!?」

　ハンドルを操るその手はひと時たりとも休めぬまま、ゴーダは怒りの声をはり上げていた。

　縄なわ張ばりに入ってきた相手は捕まえ、話を聞いて、場合によっては通行料をもらって通してやり、場合によっては──そのまま闇やみに消えてもらう。

　この縄張りを守ることが、彼の仕事だった。

　当然、この、名もない黒いＨ・Ｅ・Ｃにも、十分に金をかけ、かなりの装備とチューンアップを施してある。

　現に今までも、決して相手をとり逃がすようなことはなかった。

　──だが──

　今日、縄張りにもぐり込んで来た青いＨ・Ｅ・Ｃは、振り切る──とはいかないまでも、ゴーダの追跡をかわし続けていた。

「土地カンはこっちの方が上のはずだ！　サイケ！　てめぇまさか、手ェ抜いてんじゃあねーだろーな!?」

　くしくも、シンがメイに向かって投げかけたのと同じことばを、機関士に向かって投げかける。

「バカ言うな！　てめーの腕がニブったんじゃねーのか!?」

「……ちっ！　とにかくこのままじゃあ……」

　きゅいんっ！

　ゴーダのことばを遮って、硬かたい音が小さく響いた。

「なんだ？」

　眉まゆをひそめるサイケとは対照的に、ゴーダの表情が引きつった。

「馬鹿野郎！　銃だ！　連中、あんなもんまで持ってやがるっ！」

「なにぃぃっ!?」

　サイケは声をはり上げた。

「ちょっと待てっ！　やべーんじゃねーのかっ!?　それっ!?　このまま追ってったら……！」

「──つっても、見逃すわけにもいかねーだろーがっ！

　ビビるこたぁねえっ！　あんなもの豆鉄砲だ！」

「無茶言うなっ！　当たりゃあ死ぬだろーがっ!?」

「当たりゃあなっ！　けど、そうそう当たるわけはねえっ！」

　──たしかに──

　ゴーダたちの乗っているのは、Ｈ・Ｅ・Ｃの中でも特注品クラス。エンジンのパワーアップがほどこしてあるのは言うまでもなく、フロント・グラスは防弾仕様。装甲も、小口径の銃弾程度ではびくともしないようにできている。

　前を走る青いＨ・Ｅ・Ｃから、どれだけ銃をぶっ放そうと、ゴーダたちには当たるはずがなかった。

　さきほどの音も、おそらくは、銃弾が装そう甲こうにはじかれた音だったのだろう。

「追うぞっ！」

　ゴーダが吠ほえた。




「へたくそっ！　外したわねっ!?　弾丸たまってけっこー馬鹿になんない値段するの知ってるでしょーがっ!?」

「当たったよっ！……相手むこうの装甲にはじかれただけだっ！　強化してるのはエンジンまわりだけじゃない、ってわけだ！」

　メイのことばに、シンは声をはり上げた。

　ドライバー席の下、足もとのあたりを狙って一発撃ってみたが、ほとんどこたえた様子はない。ためしてはいないが、このぶんだと、フロント・グラスも防弾だろう。

「……ってわけだ……って、それって、相手止められない、ってことじゃないっ!?　どーすんのよっ!?」

　むろん、タイヤを銃で打ち抜くのも不可能である。高速回転する厚いゴムは、少々の銃弾なぞ、いともあっさりはじき飛ばす。

　──ならば──

「言ったろ！──止める──って！」

　シンはふたたび銃を構えた。




　ちゅいんっ！

「うわわわわわわわわわわわわわっ！」

　サイケの悲鳴は、二度目の銃声のあとに響いた。

「ビビるなって言ってんだろーがっ！」

「違うっ！　薪がっ！」

「なにっ!?」

　彼のことばに、ゴーダは思わずふり向いた。

　Ｈ・Ｅ・Ｃの車体の右横──薪を乗せる棚を吊つるす金具が一本、外れている。

　棚はなかばたれ下がり、当然、上に乗っていたはずの薪は、はるか後ろ、荒れたアスファルトの上に転がっていた。

「馬鹿な!?　燃料ラックの金具を狙っただと!?」

　たしかに、Ｈ・Ｅ・Ｃ車体の左右につき出した薪棚ならば、前を走るＨ・Ｅ・Ｃからでも狙えないことはない。

　しかし──命中させるとなると、どれほどの腕が必要か。銃に馴な染じみの薄いゴーダにも、それくらいの想像はつく。

「まぐれだっ！　気にするなっ！」

　ひと声吠えたそのとたん。

　ちゅいんっ！

「あああああああああああっ!?」

　第三の銃声と、サイケの悲鳴がこだました。

「──まさか──!?」

　そのまさか、だった。
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　車体の左側の燃料ラックも、同様の運命を辿たどっていたのだ。

「ゴーダ！　Ｈ・Ｅ・Ｃを止めろ！　薪を拾う！」

「うるせーっ！　ンなもん拾ってたら逃げられっちまうだろーがっ！」

「残ってる薪じゃあ、フル・スピードが出せるのはせいぜいあと十分だ！　どっちみち追いつけやしねーよっ！」

「……うっ……！

　うるせーっ！　飛ばせっつったら飛ばせっ！」

「馬鹿野郎！　帰れなくなっちまってもいーのかよっ!?」

「……うぐっ……！」

　サイケのことばに、ゴーダは、ぎりっ、と奥歯を嚙かみしめた。

「……わかった……！」

　血を吐くような思いでことばをしぼり出し、ゴーダはアクセルから足を離した。




　ゴーダたちが『街』に戻ってきたのは、沈みかけた太陽が、世界をオレンジ色に染め上げた頃のことだった。

　暗くなりかけた街の中心──大きな建物の窓に、ほつり、と小さな明かりが灯ともった。

　空が昏くらさを増すにつれて、灯る光の数は、すこしずつではあるが増えてゆく。

　この街には──電力の供給があるのだ。

　以前の発電は、もっぱら火力や原子力に頼っており、石油が尽きた時以来、火力発電所は止まり、原子力発電所も、燃料の供給を絶たれ、やがて停止した。

　しかし──

　そういったもの以外による発電所も、少数ではあるが存在していた。

　たとえば、海辺のこの街に、潮力発電所があったように。

　発電所の管理者は、あたりに電力の供給を行うかわりに、高額な『電気代』や物資、あるいは労働力を取り立て、まるで封ほう建けん時代の領主のような権力を持っていた。

　──ゴーダとサイケの乗ったＨ・Ｅ・Ｃが向かうのは、そういった、この街の最高実力者──カイの家だった。




　──いつ来ても──凄すげぇ──

　無意味にだだっ広いホールを、奥に向かって歩きながら、ゴーダは調度品に目を走らせ、内心、感かん嘆たんのため息をついた。

　ホールに立ち並ぶ数十体の等身大の彫ちよう像ぞうは、すべてがおそらくプラスチック製。天窓のステンド・グラスもたぶんアクリル製だろう。

　石油そのものはむろんのこと、石油製品も、これ以上の製造は難しくなったこの時代、ひと昔前、宝石や貴金属が重宝されたのと同じように、カイのような金持ちたちの間では、石油製品をどれだけ身の回りに置けるか、というのが、一種のステータスとなっていた。

　それも、コレクションとして保存する、というのではなく、実際に使うのが粋いき、とされていた。

　石油製品で、現在、見向きもされていないのは、唯一、文字通りどこにでもあるアスファルトくらいなものである。

　……まあ、その結果、プラスチック製の彫像などという、文明崩壊以前の人間から見れば、大馬鹿以外の何物でもないものが羨せん望ぼうのまなざしで見られる、などといった、おかしなことも起こってはいるが。

　ホールを通り抜け、廊ろう下かを歩き、やがてゴーダとサイケの二人は、一枚のドアの前へとやって来た。

「──ゴーダとサイケ、ただいま帰りました」

『──入りたまえ』

　ドアの向こうから聞こえてきたのは、まだ若い、男の声だった。

「失礼します」

　小さなビニールシートに包まれた、プラスチックのドアノブを回して、ゴーダは部屋の中へと足を踏み入れた。

　敷きつめられた合成繊せん維いの絨じゆう毯たん。プラスチックとアクリルでできたシャンデリアが、煌こう々こうと明かりを灯す中、正面の大きな机に腰を下ろしているのは、まだ若い、一人の男だった。

　きゅぷしっ。きゅぷしっ。

　何かのきしむような、断続的な音が小さく聞こえてくる。

「──ご苦労だった」

　男──カイは、ゴーダたちに、いつものねぎらいのことばをかけた。

　二十代後半、といったところだろうか。端正な顔立ちに、プラスチック・フレームの伊達だて眼鏡。今ではあまり見られない背広は、ひと目でナイロン製とわかる。

　……一応念を押しておく。

　二十世紀の人間の目から、いくら貧乏くさく見えても、この時代では、こーいうのが金持ちのスタイルなのである。あくまでも。

「──それで？　何か異常は？」

　きゅぷしっ。きゅぷしっ。

「──はい……それが……」

　カイの問いに、ゴーダは体を硬くした。

　──何者かが縄張りに侵入して来たのを発見しながら、撒まかれた──

　そんな報告をするのは、屈くつ辱じよく以外の何物でもなかった。

　カイから、どのような叱しつ咤たと罰を受けるかもわからない。

　しかし。

　──異常はなかった──

　そう、噓うその報告をすることはたやすい。

　たやすいが、それは、失敗の報告をする以上に、ゴーダのプライドが許さなかった。

　しばし沈黙を重ねた後、ゴーダは口を開いた。

「……今日の……午後……

　北西から、一台のＨ・Ｅ・Ｃが侵入してきたのを発見しました……

　……全力で追跡したのですが……」

　きゅぷしっ。きゅぷしっ。

　ゴーダがことばを切ったその沈黙を、例の、小さな音が埋うめる。

「……相手は銃を持っており……燃料ラックを破壊され……取り逃がしました……」

「──そうか」

　カイの反応は、しかし、ゴーダが予想していたのより、はるかに淡々としたものだった。

「……は……？」

　思わずゴーダは眉まゆをひそめた。

　カイは、それほど寛かん大だいな男ではない。でなければ、この若さで、街のトップでい続けることは不可能だろう。

　そのことは、ゴーダもよく知っている。

　侵入者をとり逃がしたとなれば、見せしめとして何らかの罰を受けるのは当たり前。怒鳴られる程度で済めば、奇跡に近い幸運と、覚悟していたのだが──

　それがこの反応となれば、かえって気になるのは当然だった。

「──あ……あの……カイ様……」

「何かね？」

「……それだけ……ですか……？」

「罰が欲しいのかね？」

「いえ！　ンなもの無いにかぎりますが……」

「──逃がしたのは──」

　きゅぷしっ。

「青いＨ・Ｅ・Ｃだったかね？」

「!?」

　カイのなにげないセリフに、ゴーダは思わず、一瞬言葉を失った。

「──な──なんで──!?　ご存知だったんですか!?」

「──こんな噂うわさを聞いたことがある──」

　カイは、左手に持った、小さな白い塊かたまり──穴だらけになった発泡スチロールのかけらを、机の上に置いた。

「Ｈ・Ｅ・Ｃを駆って、この日本各地を巡り、隠された宝を探し出す、トレジャー・ハンターがいる、という噂を……」

　カイは机の引き出しから、別の、発泡スチロールのかけらをひとつ、取り出すと、右手の指で、きゅぷしっ、きゅぷしっ、と穴をあけはじめる。

「その中でも、ひときわ有名なのが、『シン』と呼ばれるトレジャー・ハンター。

　堺職人手づくりのリボルバー銃『宗むね光みつ』と、九谷焼セラミック・ソード『杜若かきつばた』を武器に、青いＨ・Ｅ・Ｃ『グリフォン』を駆り、プラスチックを、ナイロン製品を、そして発泡スチロールを、まるで魔法のように発掘する……

　ついた二つ名が『石油オイル・製品プロダクツハンター』……」

「……Ｏ・オイル・Ｐプロダクツハンター……シン……」

　ゴーダは、口の中で、小さくその名をつぶやいた。

　…………さらに念のため言っておく。

　二十世紀の人間からすれば、ひたすらかっこ悪く聞こえても、この時代ではそーではない。

　価値観とゆーのは変わるものなのである。真面目な話。

「──しばらく前に聞いた話によれば、そのシンが、私の守るこの土地に向かっている、という噂があったらしい」

　カイがどこからそんな噂を手に入れたのか、ゴーダは知らない。

　一説によると、昔の電話線の一部がまだ活きており、Ｖ・Ｉ・Ｐクラスの限られた人間だけが、今もそれを利用している、などという『噂』もあるが、そんなことは、ゴーダにとってはどうでもいいことだった。

「それがどういうことかわかるかね？　ゴーダくん？」

「──あ……はあ……」

「私の管理する区域に、石油化学製品が眠っている可能性がある、ということなのだよ」

　いきなり話をふられてとまどうゴーダが、口を開くより早く。カイは自ら答えを口にした。

　伊達眼鏡の奥の瞳ひとみを、すぅっ、と細め、

「私は──」

　きゅぷしっ。

「何としてでも、それを手に入れたい」

　スチロールに穴を開ける手を休め、カイは、別の引き出しから、何かを取り出し、机に置いた。

　ごとりっ。

　金属質の、鈍く、重い音。

「──これは──」

　ゴーダは思わず、小さく声を上げていた。

　机の上で、鈍にぶい輝きを放っているのは、一丁のリボルバー銃だった。

「貸してやろう。持っていくがいい」

　呆ぼう然ぜんとするゴーダに向かって、カイはいともあっさりと言った。

「弾丸は五発入っている。撃ち方は──あとで秘書に教えさせる。

　──シンに逃げられたのは、正解なのだよ。ゴーダくん。

　連中が、宝を見つけるまで泳がせて──

　きみの出番はそこからだ。

　わかるな？」

「──は……はい！」

　ゴーダは、カイの方へと歩み寄り、一礼とともに、机の上のリボルバーを手に取った。

　ずっしりとした鉄の重み。

「情報は逐ちく一いち回す。頼んだぞ」

「──わかりました──」

　ゴーダは一礼を残して、サイケとともに部屋をあとにした。




「……なあ……」

　部屋の中では始終沈黙を守っていたサイケが口を開いたのは、部屋から出たあとのことだった。

「オレにはどーにもわかんねーんだが……カイさんがいつもやってる、発泡スチロールに指で穴開ける、ってあれ、気持ちいいもんなのか？」

「……そうか……おめーは知らないんだな。あの感覚……」

　ゴーダは、遠い目をしてつぶやいた。

　以前は梱こん包ぽう用の緩衝材として使われ、ご家庭における邪じや魔まものの代表選手のように扱われていた発泡スチロールも、今では金持ちの、触感を楽しむ嗜し好こう品ひんとして、高級品の扱いを受けていた。

　楽しみかたは人それぞれで、素手でちぎって楽しむ者、同じく高級品のシンナーをかけて、溶ける様を楽しむ者、スチロールの小さな粒を指でぷにぷにして、その触しよつ感かんを楽しむ者。あるいはカイのように、指で穴を開けて楽しむもの。

　豪ごう快かいなものになると、板状のスチロールを何枚も並べて、ダッシュ体当たりで何枚ぶち破れるか、などという楽しみかたさえある。

　楽しみかたは人さまざまだが、共通するのは、そうやって楽しんだスチロールは、もう使いものにはならなくなる、ということである。

　そのあたりが、過去に、あれだけあった発泡スチロールが高い値で取引きされるようになった理由だった。

　ゴーダも昔、何度か、スチロールをぷにぷにしてみたことがあったのだが──

「──あれは──やったことのある奴やつじゃあねーとわかんねーよ」

「そーいうもんか？」

　ゴーダの答えに、サイケは、あいまいにあいづちを打った。




　きゅぷしっ。

「──しかし──」

　ゴーダたち二人が部屋を出ていったそのあと。

　スチロールに穴を開ける手を止めて、カイは、ひとりつぶやいた。

「かといって、全く手を出さん、というのも問題だな。いかにも泳がせている、と言わんばかりだ……

　ゴーダがうまくやる、という保証もない……

　ならば……別の手も打つ必要はあるか……」




　ぐぉう……ん……

　シンが『グリフォン』を停めたのは、太陽が、灰色の墓ぼ標ひようと化した廃ビルの群に沈みゆく頃のことだった。

　彼らの正面──やや離れたところには、夕日の色に包まれて、小さな村が佇たたずんでいた。

「今日はここで一泊……ってとこだな」

「場合によっては二泊、三泊よ」

　エンジンの燃焼炉から、灰と、まだ火を上げている薪をスコップでかき出しながら、メイは言った。

「そろそろ薪補給しなくっちゃね。へたすると目的地まで着けないわよ」

「……もう薪が尽きる、ってか？」

「あの黒いＨ・Ｅ・Ｃやつと追っかけっこしたせいで、だいぶ燃料食っちゃったのよ」

「……手に入りゃあいーんだけどなー……」

　オレンジ色に染まった村を眺めながら、シンは面倒くさそうにつぶやいた。

　治安もままならぬこの時代、村や町に住む人間は、外から来た者に、かなりの警戒心を抱く。

　──ところによっては、歓迎してくれたりもするのだが、ひどいところになると、顔を見せるなり村人全員がダッシュで逃げて、家の中へとたてこもる、などということもあった。

　……まあ、それも無理のないことかもしれないが。

　白い強化繊維服の要所要所に、鎧よろいがわりに金属片を縫ぬい込んで、腰にセラミック・ソードぶら下げた二人組が、Ｈ・Ｅ・Ｃに乗っていきなり村にやって来るのである。はっきり言って、野盗か何かに間違えられても文句は言えないいでたちだった。

　これでは、警戒されない方が不思議である。

　友好的な村ならば、それなりの礼で、薪を分けてもくれるだろうが、村人全員が立てこもるようなタイプの村ならば、取引きどころか、話をすることも難しいだろう。

「……警戒心の薄い村ならいーんだけどねー……

　ま、ともかく行ってみるしかないわね」

　対照的に、気楽な口調でメイは言う。

「いや……そりゃあそーだけど……おめーには、悩みとかためらいとかってものはねーのか？」

「悩んだりためらったりしてもしかたのないことは、悩まないしためらわない。そーいう主義なのよ。

　……さて……と……」

　作業を終え、メイはスコップを、『グリフォン』のトランクにしまい込み、ぱんっ、ぱんっ、と手ぶくろをはたく。

「そーゆーことでっ！　それじゃあ早速行ってみましょーかっ！

　……って、そうそう。

　言っとくけどシン、交渉はあたしがするから。

　あんたは横から口出しちゃだめよ」

「……なんか……そーいう言い方されると、俺が、他人とのつきあいかた知らない人間みてーに聞こえるんだが……」

「あたしはそう言ってるんだけど」

　村に向かって歩き出しながら、にっこり笑ってメイは言う。

　──たしかに──

　シンは、そこそこ整った顔立ちではあるのだが、美形、というよりはむしろ、野性的なハンサムである。

　野性的なハンサム──と、言うと聞こえはいいが、これが実際、うす汚れた、鎧もどきの服を来て、剣ぶら下げてやって来たなら、見知らぬ人間はふつうおびえる。

　加えて言うなら、彼は少々、気の短い部分がある。

　対してメイの方はというと、美人、というか、愛らしい顔立ち。シンと出会う以前にも、いろいろな職業を転々としてきたせいもあってか、人当たりもまずまず。

　初対面の相手の警戒心を解くのには、どちらが交渉に当たればいいか。答えは、深く考えるまでもない。

「……ま……いーか……俺も、面倒な交渉ごとは嫌いだからな……」

　負け惜しみのようにつぶやきながら、シンは、メイのあとに続いて歩き出した。




　風に流れる笛ふえの音に、子供たちはふと足を止めた。

　茜あかねに染まった空の下。

　夜のにおいをかすかに含んで吹く風に、素そ朴ぼくな──染み入るような笛の音──

　音の主をさがして視線を巡らせれば、村の端に、見知らぬ人影が二つ。

　笛を吹いているのは、前をゆく一人──見たところ、十六、七の少女だった。

　……身につけているものといい、後ろにくっついている、うさんくさげな男といい、決してまともな相手とは思えなかったのだが──

　村人たちが、笛の音に気を取られているそのうちに、二人はいつの間にか、村の中へと入っていた。

　──ころあいを見計らい、メイは、自分でつくった竹の笛から唇を離し、村人たちに、にっこりほほえみかける。

「──あ。ご心配なく。

　スゴく怪しく見えるでしょーけど、怪しいもんじゃあありません」

　彼女のとぼけたものいいに、村人たちの間から、小さな笑いが起こった。

　──どうやら、とりあえず警戒は解けたようだった。

「ごらんの通り、旅を続ける根なし草。あちこちいろいろ旅していると、怖い目、辛つらい目、ゆかいな目。はたまたあるいは不思議な目。いろんなことに出会ったり、いろんな人と出会ったり。面白い話は全然尽きません」

　昔の人間が聞いたなら、大道芸の口こう上じようか、店の呼び込みのようだと評しただろう。メイは、テンポ良くことばを続ける。

「話のタネは尽きないけれど、逆に尽きちゃうものもある。たとえば食べ物、エトセトラ。

　──そーいうことで──」

　メイは、ぱんっ、と、顔の前で両手を合わせ、拝おがむしぐさでウインクひとつ。

「お願い。村長さんと、ちょっと話させてもらえるとありがたいんだけど」

「──いいよ。呼んできてやるから、ちょっと待ってな」

　村人の一人が、気さくに笑いながら言うと、村の奥へと駆けて行った。

　──たいしたもんだ。ま、たしかに、オレには真似できねーな。

　メイの後ろに佇たたずんだそのままで、シンは内心つぶやいていた。

　……もちろん、シンがメイの真似などして、笛など吹きつつ歩いて来たなら、それはそれでとことんうさんくさいだろうが……

　やがて二人が待つことしばし。

「──何の用かな？　旅のかた？」

　二人の前に現れたのは、歳の頃なら五十前後、髪に白いものが半分混じった、一人の男だった。

　ひと昔前ならば、壮そう年ねん、と呼ばれた歳かもしれないが、石油文明の崩壊以降、医療、交通などがままならなくなったせいで、平均寿命はかなり縮んでいる。この時代、五十といえば、立派に高齢の部類に入る。

「はい。実はあたしたち、Ｈ・Ｅ・Ｃであちこち旅を続けているんですが、途中で薪が尽きてしまいまして。

　それで、薪と──あと、よろしければ、食料も少々わけていただければありがたいかな、と」

「薪と食料……か……

　──で？」

　見返りは何か？　と視線で促す村長に、メイは小さくうなずいて、

「……旅の途中で手に入れた、ちょっと珍しいものがあります。お礼といってはなんですけど、よろしければ──」

　言いながら、ポケットから取り出したのは、手のひらにおさまるほどの小さなガラスびん。

　その中身に、ちらりっ、と視線を走らせたとたん、村長の顔色は一変した。

「……そ……それは……難なん儀ぎなことだったでしょう。と、とりあえず、詳しい話は、私の家でお聞きしましょう。

　ささ。こちらです」

　あわてた口調で言いながら、村長は、二人を村の奥へと案内したのだった。




　ことりっ。

　硬い、小さな音を立て、メイは小びんをテーブルの上へと置いた。

　村長の家の、小さな客間。

　家族を部屋から締め出して、村長は一人、メイとシンの前に座っていた。

「……こ……これが……？」

　びんの中にぎっしり詰まった、粗い、白い粉を見つめたまま、村長は、かすれた声でつぶやいた。

「──そう──」

　メイは重々しくうなずくと、声をひそめて、

「化学調味料──かつてはハイミーとか味の素とか呼ばれてたものよ」

「をををををををををっ！」

　村長は、感動の呻うめきを漏らした。

　あまり知られていないことではあるが、化学調味料、というものも、実は、石油を原材料にしていたりする。

　化学調味料──言ってしまえば、純粋なうま味成分なのだが、動植物からそれを抽出するよりも、石油から取り出した分子成分を合成してつくり上げるほうが、おそらく楽だったのだろう。

　流通の不便さや、これを精製できる職人の少なさとで、いまや、化学調味料は、高級嗜好品と化していた。

　金持ち相手に捨て値で売っても、この小びん一本で、一家がしばらくは食べていけるくらいの値段にはなる。

　村長は、こくんっ、と小さくのどを鳴らし、

「……ほ……本当にいいのか……？　こんなものをもらっても……？」

　その問いに、メイは気持ちよくうなずいて。

「もちろんですよ。

　どっちかと言うと、あたしたちみたいな旅人にとっては、食料や薪の方が欠かせませんから」

「……そ……そうか！　それなら、これはもらっておくぞ！」

　メイたちの気が変わらぬうちに、と、村長は、震える手で小びんを握りしめ、急いでポケットにしまう。

「食料と薪はなんとでもしよう。

　小さな村ゆえたいしたもてなしはできんが──

　よければ、ゆっくりしていってくれ」

「──おことばに甘えて──」

　村長のさし出した右の手を、メイはしっかりと握りかえした。




　村長へのプレゼントが、よほど功を奏したのか。

　その夜、村では、二人を歓迎する、ささやかな宴うたげが開かれた。

　たき火と、質素な食事と濁にごり酒。

　本気でごくささやかなものだったが、これでも、村の規模から考えれば、かなりのもてなしと言えた。

　吞のんで。食べて。あるいは歌い、あるいは踊おどる。

「扉を開けてみると、だ。

　部屋には左右びっしりと、高さ三メートルほどのガラスびんが立ち並んでてよ。

　──聞いて驚け。

　その中には──」

　旅の話をしてくれとねだる村の子供たちに、噓か本当か、怪しい話をふきまくるシン。

　酒に酔ったいきおいで、一体何という歌なのか──ただ、へたくそだということだけははっきりとわかる歌をがなり立てる村人たち。

　メイは、こういった雰囲気が嫌いではなかった。

　ふと。

　腰にぶら下げた剣が、かすかに動いたのを感じてそちらに目をやれば、十歳くらいの男の子が一人、メイの剣を、もの珍しそうにいじっている。

「こらこら。あぶないから触っちゃだめだよ。ぼく」

「『ぼく』じゃないよ。リョウっていうんだ。

　──かっこいーねー。この剣」

「ふっ。なかなか目が高いじゃない。北ほく宋そうよ。北宋」

「お前なー。何回も言うけど。北宋のセラミック・ソードなんてあるわけねーだろ。

　無銘だからって、いーかげんなこと言うなよな」

　自慢たらたら胸を張るメイに、横からシンがちゃちゃを入れる。

「……やかましーわね。

　あたしが北宋って言ったら北宋なのよ。

　自分のが国産の有田焼だからって、あたしの剣にケチつけないでよね」

「ばーかやろうっ！　有田じゃなくて九谷だっ！　それに、けっこーいーんだぞっ！　九谷焼のセラミック・ソードはっ！」

「まーまーまー。お客人。ここは仲良く」

「ぐいーっと一杯。ささ。ぐいーっと」

　村人たちに勧められ、二人はそれぞれに杯を干ほす。

　かくて、夜は平和に更ふけていった。

　──今のところは。




「やー。とりあえず、順調順調」

　宴も終わり、与えられた部屋へと入り。ベッドの上へと身を投げ出して、伸びをしながらメイは言う。

　ほんのりと顔は赤いが、泥酔するほど酔ってはいない。

「……順調……は、いいけどよ……」

　部屋の入り口に佇んだまま、憮ぶ然ぜんとつぶやくシンの方は、結構飲んだはずではあるが、全く顔には出ていなかった。

「……なんだって、俺とお前が同じ部屋なわけだ？」

　そう。

　部屋数が足りなかったか、はたまた気をきかせたつもりか、村長が、二人に用意した部屋は一つ。しかも、ベッドも一つだったりする。

「──いつだったか、昔の遺跡で見つけた、『せいしゅんらぶこめまんが』みたいな状況ね♡

　わくわく♡」

「……喜んでどーする……お前は……」

　疲れたため息一つついて、シンは背を向け、ドアを開けた。

「……ちょっと。どこ行くのよ？」

「『グリフォン』で寝る。酔よい覚ざましも兼ねて、な。『らぶこめ』なんかにつき合ってられるか」

　言ってそのまま扉をくぐる。

「……ちょっと！　シン！」

　ベッドから飛び降り、ドアから顔をのぞかせれば、家の勝手口から、外へと出てゆくシンの後ろ姿が見えた。

「……しかたないなー……」

　ぽりぽり頭を搔かいてつぶやくと、メイはシンのあとを追った。

　──宴が終わったあとの村に、もはや人の姿はなく、ただ、たき火の跡と、祭りのあとの、一いち抹まつの寂しさだけが、夜の空気に漂ただよっていた。

　むろん街灯などはなく、明かりといえば、月と、満天を埋める星々。そして、家々の窓から漏れる、ランプのかすかな光のみ。

「シンったら。ちょっとからかったくらいですねないでよ」

「誰がすねた。誰が。

　俺は──」

　言いかけたシンの足が、その場で、ひたりっ、と止まった。

　そして、メイの方もまた。

　ほろ酔い気分が一気に冷める。

　二人は一瞬、視線を交わし、同時に小さくうなずいた。

　本当なら、虫の鳴き声くらい聞こえてもいい季節と場所なのだが、夜風の中には、ただ、静寂と──

　そして、かすかな殺気だけがあった。

　二人の手が、ゆるり、と腰の剣に伸びる。

　その瞬間。

　うんっ！

　風が唸うなった。

「はっ！」

　シンは腰の剣を抜き放ち、裂れつ帛ぱくの気合いとともに虚空を薙ないだ。

　ぎんっ！

　何かが剣にはじかれて、硬く小さな音を立て、近くの地面に転がった。

　十四、五センチほどの長さの金属片。

　武器に詳しい人間ならば、くない、という呼び名を知っていたかもしれない。

　しかし、シンやメイにしてみれば、武器の呼び名など、それこそどうでもいいことだった。

「上か!?」

　叫んで見上げた、シンの視線が向かう先──村長の家の屋根の上、星を背景バツクに、シンたちを見下ろし佇む影二つ。

　しゃっ！

　屋根の二人の手が動く。

　投げ放たれた二本のくないは、シンとメイ、それぞれの足を狙っていた。

　シンたちが、後ろに跳んで、その攻撃をかわした時には、屋根の上の二人は、音もなく、大地に飛び降りていた。

　双生児ふたご──なのだろう。全く同じ、貼はりついた面のような、無表情な白い貌かお。全身を、ややゆったりとした黒い服で包んでいる。

　一体いつ抜きはなったものか、その手には、六十センチほどの長さのセラミック・ソードが握られていた。
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「……これは……ちょっぴり骨が折れそうな相手ね……」

　剣を抜きつつつぶやいたメイのことばに、シンは、口の端に、不敵な笑みを浮かべ、

「なーに……なんとかなるって……

　──気ィ抜くなよっ！」

　吠えて、シンは大地を蹴った。




　──我等の土地に入ってきた、宝探し屋とその仲間。いずれか片方を始末しろ──

　それが、コウガ兄弟──セイとナギの二人が、カイから与えられた命令だった。

　カイの配下に加わって、まだ日の浅い二人にとっては、これは、名を売る絶好の機会だった。

　カイの支配する区域の町や村には、必ず一人は連絡員がいる。そういった一人の上げた、『旅人来る』の狼煙のろしに、ナギとセイとは、この村にやって来たのだった。




　ぎっ！

　シンとナギ、二人の剣が、がっきり嚙かみあったその瞬間。

　嚙みあったその部分を支点に、ナギは体を半回転させ、シンに背を向ける格好で、左の肘ひじで脇わき腹ばらを狙う。

「ちっ！」

　シンは強引に刃と身をねじり、肘打ちの衝撃を受け流した──つもりだった。

　だがその瞬間。

「──!?」

　鈍い衝撃ではなく、小さな──しかし、鋭い痛みが脇に走った。

　あわてて大きく後ろに跳んで、シンはナギとの間合いを取る。

　ぬるりっ、とした、生あたたかいものが、脇を伝ってゆくのがわかる。

　ナギの服の、肘の部分に仕込まれた、小さな金属のスパイクが、シンの脇を浅く裂いたのだ。

　とっさに身をひねっていなければ、もっと深く──ひょっとしたら、肺まで届く傷を受けていたかもしれない。

　──こいつ──この分じゃあ、他にも武器隠してやがるな──

　静かに佇むナギをにらみつけたまま、シンは内心つぶやいた。




　メイが、セイと刃を合わせたのは、シンとナギとが刃を交わした、一瞬後のことだった。

　剣と剣とがぶつかりあったその瞬間。

　ぞわりっ、とした悪寒が、メイの全身を駆け抜けた。

「!?」

　半ば本能的に、後ろに跳んだその瞬間。

　一陣の風が、殺気を孕はらんで、下から上へと駆け抜けてゆく。

　セイがま下から、すくい上げるように放った蹴けりの一撃だった。

　その黒いブーツのつま先に、月の光を照り返し、光る小さな金属片。

　ブーツのつま先に、小さなナイフが仕込んであるのだ。

　──こいつっ!?

　怒りで、一瞬頭の芯しんが熱くなる。

　無表情のまま、ふたたび斬りつけてきたセイの刃を剣で受け、圧おされるままに退さがりつつ、ころあいを見計らい、左の足で、相手の足を払う。

　ぐらりっ。

　セイがわずかに体勢を崩したその瞬間。

　メイは、足払いをかけた左足で、そのまま相手のみぞおちに蹴りを入れる。

　手ごたえは──あった。

　しかし。

　蹴りの反動で、二人が離れるその一瞬。セイの手にした剣が、月光に閃ひらめく。

　二人が──離れた。

　セイは、片手で腹を押さえながらも、無表情なまま、剣を構えて立っていた。

　そして、メイは──

「……くっ……！」

　剣は構えたそのまま──しかし、呻うめいてその場に膝ひざをつく。

　偶然か、はたまた実力なのか。

　離れる間際のセイの一撃は、メイの左の腿ももを深々と切り裂いていた。




　シンとナギ、走り出したのはどちらが先だったか。

　がぎっ！

　二人の剣が、ふたたびはげしくぶつかり合ったその瞬間。ナギは、シンの股こ間かんを目がけて蹴り上げる。

　しかし。

　シンはそこで、後ろへは退ひかず、逆に半歩踏み込み、両足を閉じ、ナギの蹴り足をはさみ取る。

「!?」

　ナギがわずかにバランスを崩したその一瞬。

「おらっ！」

　足をはさんだまま身をねじる。

　たまらず倒れ込んだナギの背中を狙い、剣をふり下ろそうとした、まさにその時。

　視界の端──そう遠くないところで、膝を折ったメイに斬きりかかろうとしているセイの姿が映った。

「──ちっ！」

　舌打ちと同時にシンは身をひねり、手にした剣を、セイに向かって投げつける。

　ぎんっ！

　その気配を察知して、ふり向いたセイが、自分の剣で、飛び来る剣をはじき落としたその瞬間。




　ぞっ！




　傷の痛みを押し殺し、踏み込んだメイの一撃が、セイの体を薙ないでいた。




「!?」

　身を起こし、剣を構えたナギの目に飛び込んできたのは──

　腹を薙がれ、倒れゆく双生児の弟──セイの姿だった。

　状況は、一瞬にして理解した。

　目の前の相手が、おそらくは、倒れたナギではなく、セイを攻撃することを選び、剣を投げたのだろう、と。

　ならば──

　ナギは身を起こし、ためらわず、手ぶらのシンに向かって剣をふり上げた。




　がぎっ！

　ナギの剣の一撃を、シンは──左の腕で受け止めていた。

　シンが、次の行動に移るより一瞬早く。

　ナギは、大きく後ろに跳んでいた。

「……教えてやるよ」

　──何故なぜ──？

　そう問いかけたナギの視線に応え、シンは、左手──長い革かわ手袋の中から、一本の、細長く鍔つばのないナイフを引き抜いて、

「隠し武器持ってんのは、別におめえだけじゃあねえ──ってことだ」

　言って、不敵な笑みを浮かべてみせる。

　そのとたん。

　ナギは、表情一つ変えぬまま、くるり、と背を向け、走り出す。

「逃がすかっ！」

　ひと声吠えて、シンは、ナギの背中に向かって、手にしたナイフを投げ放つ。

　しかしナギはその攻撃を、背中に目でもついているかのように、あっさり横に跳んでかわすと、そのまま闇の中へと消えた。

　ほどなく、完全に気配も消える。

「……行った……みたいね……」

　吐息混じりにつぶやくと、メイは、ふたたびその場に膝をついた。

「──大丈夫か!?　メイ!?」

「……一応……心配してくれるんだ……」

「馬鹿。あたりめーじゃねーか。

　……もしもお前がいなくなっちまうようなことがあったら……俺……」

「……シン……」

「俺一人で『グリフォン』のカマたきしなくちゃならなくなるじゃねーか！　ヤだぞ俺！　ンなかっこ悪ィの！」

「……聞くけど……ぶん殴っていい……？」

「だめに決まってるだろーが」

「………………………………」

「……と、冗談はさておいて、だ。

　とにかく、傷の手当てしなくっちゃな。

　立て……そうにねーな。その傷じゃあ。

　とりあえず、村長ン家までおぶってってやるよ」

「い……いーわよっ！　子供じゃないんだし。はずかしい……

　第一、シンだってケガしてるでしょーが。

　……とりあえず、肩だけ貸してもらうわよ」

「……そうか？　なら……」

　シンに支えられ、立ち上がりながら、メイは、無表情のまま倒れ伏し、こときれているセイの方へと、ちらりっ、と目をやり、

「おととい、Ｈ・Ｅ・Ｃで追っかけてきた奴らの仲間かな……？　こいつら……？」

「さあな……かもしれねえし、違うかもしれねえ」

「……結局……一人逃がしちゃったわね……」

「ああ……

　また来るぜ。あれは。

　そーいうタイプの奴だ」

「……そうね……

　……あいつら……

　戦ってる間じゅう、眉ひとつ動かさなかったし……呻うめき声さえ上げなかった……」

　ナギが消えた、闇の奥へと目をやりながらつぶやいて、メイは小さく身をふるわせた。




「消息不明？」

　執事から、屋敷でその報告を受け、カイは思わずおうむ返しに聞いていた。

「はい。カイ様が、宝トレジ探ヤー・しハン屋ターの始末と捕獲をお命じになりました、コウガ兄弟の消息が不明になりました」

　初老の執しつ事じは、深々と礼をしたままで、さきほどもたらした報告を、同じ口調でくり返した。

「返り討ちに遭あった──と、いうことか？」

「不明です。報告によれば、彼らの乗っていたＨ・Ｅ・Ｃもどこかに消えています」

「ふぅ……む……」

　呻いて、カイはビニール張りの椅い子すに身を沈めた。

　──正直な話、もともと、あのコウガ兄弟に、それほど期待していたわけではない。

　カイの傘下にあの二人が身を寄せてから、まだ日も浅く、実力のほどもよくわからなかった。

　今回、名うての宝探し屋に二人をぶつけたのは、牽けん制せい、という意味が大きかった。

　倒されてもともと。成功すればそれはそれでよし、と。

　しかし──

　失しつ踪そう、という事態は、カイの計算外だった。

「……妙なことにならねばいいがな……」

　左手で、穴だらけになった発泡スチロールの塊をもてあそびつつ、カイはぽつりとそうつぶやいた。




「……ま、今日はこのへんで野営、だな」

　言って、シンが『グリフォン』を停めたのは、沈む夕日が一日の終わりを告げる頃のことだった。

　──シンとメイ、二人が村を発ったのは、襲撃から三日経った、今朝のことだった。

　正直な話、メイの足の傷は、まだ完治してはいないのだが、あのまま村にとどまっていれば、ふたたび、生き残った刺客の襲撃を受ける可能性は高かった。

　そしておそらく、そうなれば、敵は手段を選んでこないだろう。

　最悪の可能性を考えれば、いきなり村に火を放たれる、などという危険性すらあった。

　そういった事態を避さけるため、多少の無理は承知の上で、二人は村をあとにしたのだった。

「──で、メイ、足の方は大丈夫そうか？」

「ん。へーきよ。

　もう痛みもほとんどないし」

「そーか。

　けど、あんまし無理すんなよ」

「わかってるわよ。

　──予定じゃあ、明日には、目的地に着くんでしょ。

　おたから発掘は、あさっての朝くらいからはじめるとして……なんとかそれまでには、傷治しとかなきゃあね」

「そーいうこと」

「……けどさ、シン。そろそろ教えてくれたっていーじゃない。

　こんど狙ってるお宝って何？

　昔の地図で見るかぎり、倉庫とか、そーいうのがあったふうでもないし……」

　──そう。

　メイは、シンから、お宝があることと、その大まかな場所を聞いただけで、そこに何があるのか、実のところ、まだ聞いていない。

　シンはいつでもこの調子である。直前まで、お宝が何かをメイには教えない。

　彼女を信用していないのではない。毎回毎回、種あかしをされて、驚くメイの顔を見るのが好きなのだ。

「ま、あさってになりゃあわかるさ」

　今回もシンは、ただ、いたずらっぽい笑みを浮かべて、そう答えただけだった。

「ひょっとして……この前、遺跡で発掘した、あれと何か関係あるの？」

　メイはちらりっ、と、『グリフォン』の後部トランクの方に目をやった。

　そこには、ここに来る前に、とある場所から発掘した、ある機械が収められている。

「……けど、あんなもの使ってできることって言ったら……」

　言いながら、メイは後ろにまわってトランクを開け──

「……………………」

　そのままのポーズで硬直した。

「……や。ねーちゃん」

　トランクの中では、村にいた、リョウとか名乗ったあの少年が、おにぎりなんぞかっ食らいながら、にこにこ愛想笑いを浮かべていたのだった。




「…………で？」

　宵よい闇やみの中、小さなたき火のそばに座って。

　シンは、とことん不機嫌な声と顔とでリョウに問う。

「なんだってついて来たりしたんだ……？　お前は……？」

「だってさ。にーちゃんたち、かっこいーんだもん」

「……うっ……そ……そーか。かっこいーか」

「……シン……いきなり顔ゆるんでる」

「やかましいっ！」

　横からのメイのツッコミに、かすかに顔を赤らめて、こほんっ、と小さくせき払い。

「──ともかく……だ。

　俺がかっこいい、ってのはわかるが……」

「やっぱ、あこがれちゃうよなー。あちこち旅してさ。いろんな人に出会って。

　ちっちゃい村に一生閉じこもってずーっと暮らすなんてヤなんだよ。おれ。

　──わかるだろ？　にーちゃん」

「うむっ！　俺も子供の頃はそうだったぞっ！　それでこそ男だっ！」

「……シン……」

「……いや、その……

　気持ちはわかる。心意気も買う。

　しかしっ！

　今回の旅は、決して安全なものとは言えねー。

　さらに言うなら、お前はまだ若いっ！　村を出て、一人立ちするには少し早すぎるっ！

　ここはひとつ、もう少し、人生経験とゆーものを積んでみるのも、また必要、だぞ」

「そんなこと知んないよ。

　それより。いっしょに連れてってよ。

　一回でいーんだ。見てみたいんだ。最後まで。

　今回だけっ！

　──ずっと連れてってくれ、なんて言わないからさ」

「……うーん……」

　リョウのことばに、メイは困ったようにぽりぽり頰ほおを搔かく。

　そんなこと知らない、のひとことで片づけられては、説得のしようというものがない。

「……けどねー……リョウくん……」

「──よぉしっ！」

　メイのことばを遮さえぎって、シンは、たんっ！　と膝を叩たたき、

「わかった！　連れてってやろうっ！」

「ほんとう!?」

「シン!?」

「──いいか、メイ」

　抗議の声を上げるメイの瞳を、シンはまっすぐに見つめて、

「説得は無理だぞ。これ」

「……[image: ]っ……」

　きっぱり言われて、彼女は思わず絶句した。

　──彼女自身、同じことを感じていたのだからしかたない。

「村に連れて戻るとしても、それじゃあ二日のロスだ。

　それに、こいつを無理矢理村に戻しても、またこっそりついて来ないとも限らねえ。

　ならいっそ、今回だけ、ってことで連れて行った方が早いと思わねーか？」

「……う……うーん……いや……それはまあ……そうかもしれないけど……もしも、いざ、って時が来たら……」

「そうなったら、おめーもその足じゃあ、無理はできねーだろ。

　なら、おめーとこいつがいっしょにいればいーんだろ」

「……うーん……」

　唸るメイに、シンはため息ひとつつき、

「……じゃあ聞くけどよ。

　俺とおめーが出会ったあの時、俺が『危ないからついて来るな』って言ってたら──

　おめー、おとなしく言うこと聞いたか？」

「…………あ…………」

　言われてメイは、思わず小さく息を吞のんだ。

　そう。

　齢こそ違えど、今のリョウは、かつて、メイがシンについて行った、あの時と同じような気持ちを抱いているのだろう。

　メイは、少なくとも今、シンについて来たことを後こう悔かいはしていない。

　自分の人生は自分で選ぶ──

　それが彼女のモットーだったから。

「……たしかに……そう考えたら『帰れ』なんて言えないわね……」

　ぽりぽり頭を搔かきながら、苦笑を浮かべ、メイは言った。

「──それじゃあ!?」

　顔を輝かせるリョウに、メイはにっこりほほえんで、

「いいわよ。ついて来ても。

　──ただし。

　あたしたちの言うことは、ちゃんと聞いて、宝探しが終わったら、村に帰るのよ。送ってってあげるから」

「うん！　わかった！」

　彼女のことばに、リョウはうれしそうにうなずいたのだった。




「──さーてと。それじゃあそろそろはじめるとするか」

　ごくかんたんな朝食をすませ、ひとつ大きく伸びをして、シンがそう言ったのは、翌々日の朝のことだった。

「……はじめるって……何を？」

　口の端に木のフォークをくわえたまま問うメイに、シンはウインクひとつ送って、

「決まってるだろーが。

　おたからの発掘だよ」

「……発掘……ったって……」

「どこにあるの？」

　メイとリョウ、二人が同時に眉をひそめた。

　三人が今いるこの場所──こここそが、シンの言う「おたからのある場所」のはずだった。

　しかし──

　あたりには、延びる道路と、崩れ落ちたビルのがれきが大地に影を落とすのみ。

「……まさかあのガレキの中からおたから探し出そう、なんて言うんじゃないでしょうね？」

「ンなわけねーだろ。ビルの中のものなんぞ、とっくの昔に、他の連中が持って行っちまってるよ」

「……じゃあ……？」

　けげんな表情を浮かべるメイに、シンは、にまりっ、と笑みを浮かべて、近くに停めてある『グリフォン』へと向かう。

　そして、彼が車外に引きずり出したものは──

「……何？　これ？」

　見たことのない機械を目にして、リョウは誰にともなく尋ねる。

「火力発電器と、以前まえに見つけたアスファルト切断機だ」

「……アスファルト……？」

　自慢たらたらのシンのことばに、しかしリョウは、不審のまなざしを向けた。

　石油製品、といっても、それらのすべてに高い値がついているわけではない。

　たとえば、マニアの間で『至し高こうの逸いつ品ぴん』と呼ばれている、二枚のビニールを貼はりあわせ、間に無数の小さな空気を閉じこめた、ぷちぷちエアー・クッション。

　そのぷちぷちを、ひとつひとつ指でぷちぴち潰つぶしてゆく、音と触感を楽しむ娯ご楽らくアイテムなのだが、あまりの人気の高さに、あっという間に品物が尽き、今ではほとんど幻の品となっている。

　ごく一部の大金持ちが、これを家の大金庫に秘蔵しており、年に一度だけ取り出して、自分の齢としの数だけぷちぷちを潰している、などという噂も聞くが、もしこんなものが表に出れば、それこそ値はつけられないだろう。

　また、それとは対照的に、逆の意味で値がつけられなかったものもある。

　それがすなわち──アスファルト。

　燃料として利用するには、においも出るしススも出る。あんなもの、嗜し好こう品ひんとして使えるわけもない。もともと道路の舗ほ装そうに使われていたのだから、希少価値などむろんゼロ。

　こんなものを切り出してみたところで、買ってくれる者などいるわけはない。

「ま、見てなって」

　いぶかるメイとリョウとをよそに、シンは発電器と切断機をつなぎ、発電器の竈かまどに火種と薪をほうり込む。

「おめーたち。薪くべ、しっかり頼むぜ」

　言って切断機のスイッチを入れ──

　そして、くそやかましい作業がはじまった。




　ぎゅいいいいいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃん…………

　シンが、機械のスイッチを切ったのは、かなりの区域に亙わたって、道路を切りきざんだあとのことだった。

「よーし。こんなもんでいいだろう」

「……何が『こんなもんでいい』のよ？」

　不機嫌な声のメイの問いには答えぬまま、シンは無言で、手近な、切り出したアスファルトの塊をほうり出す。

　下に敷しかれた小石などを足でかきわけて、

「ほーれ。この下」

「……この下って……え!?」

「……なーに？　この白いの？」

　シンに指し示されるまま、アスファルトを除いた下に目をやって、メイは絶句し、リョウは小さく眉をひそめた。

　アスファルトの下、小石を除いたさらにその下には、ぺったりとした、白いものが見えていた。

　正体を尋たずねるリョウに、シンは、にやりっ、と笑みを浮かべ、

「発泡スチロールさ。この下、ぜーんぶ、な」

「発泡スチロール!?　ぜんぶ!?」

　リョウの想像をはるかに越えたその答えに、少年は、思わず声を上げていた。

　ぷちぷちエアー・クッションに比べれば劣るとはいえど、発泡スチロールも、嗜好品、希少品としての価値はかなりのものである。それがまさか、埋まい蔵ぞう金きんよろしく、アスファルトの下に眠っていようとは。

「……け……けどなんで……こんなものが、こんなとこに埋まってるのよ!?」

　興奮で、声をふるわせるメイの問いに、シンも、ややたかぶった声で、

「昔はな、道路の補修用にこれを使ってたんだ」

「うそっ!?」

「本当だよ。今から考えたら、信じられねー話だけどな。

　工事すんのに、道路に大穴掘ったりすると、ふつーに土で埋めると、運ぶのに重いし手間もかかる。

　そこで、だ。

　四角く掘った工事の穴に、でっけぇブロック状の発泡スチロール詰め込んで、その上をアスファルトでかためてたらしい。

　……そういうことが昔はあった、って話は、前から聞いたことがあったんだけどな。

　どの場所がそうなのか調べたり、アスファルト切断機手に入れたり……

　で、ようやく今日、ここにたどり着いた、ってわけだ。

　──これだけの発泡スチロールがありゃあ、一生食うには困らねーぜ」

「……す……すごいっ！　シンっ！」

　メイは瞳をきらきらさせながら、だきっ！　とシンに抱きついて、

「すごいわよっ！　これっ！

　これであたしたちも大金持ちねっ！

　どっかに豪ごう邸てい建てて、玄関ホールには、発泡スチロールでつくった、あたしたちの像立てて！

　──ああ♡　でも♡　こんないっぱいの発泡スチロール、どうやって持って行こう？」

「──そんな心配、する必要はねーぜ」

　言ったのは、シンではなかった。

「──誰──!?」

　ちゅいんっ！

　メイがふり向いたその瞬間。頰をかすめて、一条の熱気が走った。

　おそらくは、あたりの瓦が礫れきの陰にでも身をひそめていたのだろう。三人から、二十メートルほど離れた瓦礫の小山の上に、すっくと立った、むさくるしい顔の男が二人。

　そのうちの片方に、シンとメイとは見おぼえがあった。

「……っ！　てめえはっ!?　いつかのっ!?」

「黒いＨ・Ｅ・Ｃのむさ苦しいひげづら!?」

　ちゅいんっ！

　言ったメイの足もとの地面に小さな火花が生まれた。

「──銃か──」

　シンが、ぎりっ、と奥歯を嚙みしめる。

「そーいうことよ。

　ついでに言うが、オレ様は『むさ苦しいひげづら』じゃねえ。ゴーダって名前がちゃんとあるんだ」

　言って彼は、にやりっ、と太い笑みを浮かべた。

　彼から一歩退った位置に、静かに佇んでいるもう一人は、言うまでもなく、彼の目立たないパートナー、サイケである。

「……しかしまさか……こんなところに、こんな量の発泡スチロールがあるとはねぇ……

　おめーたち。持ち帰りの心配はしなくていいぞ。

　方法は、オレ様たちで考えてやるよ。

　おめーたちを始末したあとで、ゆっくりと、な……」

　ゴーダは、ゆるりっ、と銃口を巡らせ──

　瞬間、シンが大地を蹴った！

　目ざすは『グリフォン』。銃には銃。ダッシュボードの中には、彼の銃が置いてある。

「馬鹿がっ！」

　ひと声吠えて、ゴーダは銃をシンに向け、引き金を引く！

　こぅんっ！　こぅんっ！　こぅんっ！

　かわいた音が三度、響き──
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　銃弾は、あさっての方へ飛んで行った。

「──くそっ!?　なんで当たらねーんだ!?」

　自分の腕、とは考えず、ゴーダは銃に文句をつけた。

　モデルガンなどで、よほど練習していたならばいざ知らず、生まれてはじめて銃を持った人間が、二十メートル離れた場所を走っている相手に命中させるなど、まず不可能と言っていい。

　シンが、いきなりダッシュ、などという乱暴な手段に出たのも、ゴーダが銃に関してはシロウトと見抜いた上でのことである。

　現にゴーダは、走るシンに向かって、いきなり三発を撃っている。彼の手にした銃は五連発。最初に威い嚇かくの二発を撃ち、今、弾丸は入っていないはずである。

　──勝てる──！

　確信して、シンは『グリフォン』に取りつくと、ダッシュボードを開き──

「…………!?」

　その表情が、まともにこわばった。

　そこに──銃はなかった。

「探してるのは──これか？　ひょっとして？」

　からかうようなゴーダのことばに目をやれば、右手に空の銃を構えたまま、左手で、もう一つの銃をもてあそんでいる。

　シンにとっては見慣れたそのフォルム──

　それはまぎれもなく、彼の愛銃『宗光』だった。

「──てめえっ!?　いつの間にっ!?」

「これをいつ取ったか、か？

　さあな。実を言うと、オレ様もよく知らねえんだ。

　なんなら当人に聞いてみるか？

　──いつ取った？　リョウ」

『なっ……!?』

　ゴーダのことばに、シンとメイ、二人は同時に声を上げていた。

「……ごめんよ……にーちゃんたち……」

　すまなさそうに言いながら、少年は、おずおずと、メイのそばを離れ、ゴーダたちの方へ歩み寄る。

「……なるほど……そういうことか……」

　シンは、疲れた口調でつぶやいた。

　リョウがスパイだったなら、何かのどさくさにまぎれて、ダッシュボードから銃を盗み出すことなど、そう難しくはなかっただろう。

　そして、ゆく道々に、何かの目印をつけて、ゴーダたちをシンたちのもとへと誘導することもまた。

　ゴーダは、『宗光』を右手に持ちかえ、ひたりっ、とシンの方に銃口を向け、

「そういうことだ。

　ま、オレ様たちの方が、役者が一枚上だった、と思って、あきらめて死んでくれや」

　引き金にかかった指に力がこもる。

　ぐぉんっ！

　次の一瞬。

　あたりに響いた爆音は、銃声ではなく、Ｈ・Ｅ・Ｃのエンジン音だった。

　音は、ゴーダたちの後ろからした。

「なんだっ!?」

　ふり向いたゴーダが見たのは、目の前に迫った、一台の、銀色のＨ・Ｅ・Ｃだった。

　とっさに横に飛び退のくゴーダ。

　しかし──サイケの方は、反応が遅れた。

「がっ!?」

　かすめるように跳ねられて、服が車体に引っかかったか、そのまま引きずられてゆく。

「ぎがああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　サイケの絶叫がこだました。

　その悲鳴は当然、Ｈ・Ｅ・Ｃのドライバーの耳にも届いているはずだった。

　しかし──

　銀のＨ・Ｅ・Ｃのドライバーは、その端正な顔立ちに、何の表情も浮かべぬまま、かまわずまっすぐ走ってゆく。

　サイケを引きずったまま。メイの方へと。

「……ちょ……ちょっと!?」

　あわてて大きく横に跳ぶメイの、ブーツのつま先を車体がかすめた。

「てめえっ!?」

　ゴーダの叫びは、果たしてＨ・Ｅ・Ｃのドライバーに届いたかどうか。

　ドライバーは、シンたちの、そしてゴーダの知った顔だった。

　コウガ兄弟の生き残り、ナギ。

　──いつの間にか──

　サイケの悲鳴は、もう聞こえなくなっていた。

　ナギは無表情のまま、Ｈ・Ｅ・Ｃをターンさせる。

　拍子に、引っかかっていたサイケの体が車体から離れ、ぼろくずのように道の端に転がった。

　方向を変えたＨ・Ｅ・Ｃが狙うは、彼の弟を殺した相手──メイ。

「ちょっとぉぉぉっ!?　なんでこっち来るのよぉぉぉっ!?」

「逃げろ！　メイ！」

「言われなくても逃げるわよっ！」

　叫んで彼女は、近くのビルの残ざん骸がい目ざしてダッシュをかけた。

　コンクリート瓦礫の壁に囲まれた場所に逃げ込めば、Ｈ・Ｅ・Ｃは追ってはこられない。

　距離とスピードから考えて、メイは、ナギのＨ・Ｅ・Ｃに追いつかれるよりも早く、瓦礫の陰に飛び込めるはずだった。

　──が。

　片手でハンドルを操りながら、ナギは、メイに向かって何かを投げつける。

　狙いが甘かったか、それは彼女から少し離れた場所に落ち──




　ごぅんっ！




　赤い光がはじけて散って、爆音が空気をゆるがした。

「うあっ!?」

　ま近で起こった爆発に、メイはその場に倒れ伏す。

　ナギが投げ放ったのは、手製の爆弾だった。破壊力はそれほどたいしたことはないようだが、人を殺すには十分な程度の威力はある。

　彼は、これを調達するために、しばし姿を消していたのだった。

「……う……ぐっ……！」

　朦もう朧ろうとする頭を振り振り、メイはその場に身を起こした。

　左の腿に、うずくような痛み。

　今の爆発か、転んだ拍子かに、治りきっていなかった傷が開いたのだろう。

　爆音でやられたか、耳もよく聞こえない。

　ふと。

　気配を感じ、視線を上げると──

　そこには、目の前に迫る銀のＨ・Ｅ・Ｃの姿があった。




　──サイケの上げた絶叫が、頭の奥でこだまする。

　そして、ぼろくずのようにほうり出された、相棒の体。

　──一体、何が、どうなっているのか──

　ゴーダには理解できなかった。

　シンたちを倒し、発泡スチロールの山を手に入れ、手柄はみんな一人じめ。ほうびがわりにカイからは、銃をもらうつもりだった。

　すべてが、順調だったはずだ。

　ところが、大詰めというところになって、任務に失敗し、逃げたと思っていたコウガ兄弟の生き残りがしゃしゃり出てきて──サイケを──




　ごぅんっ！




　ナギが、メイに向かって投げ放った爆弾の爆音──

　それが、ゴーダを現実に引き戻した。

　同時に怒りがわき起こる。

「──てめえっ！」

　ゴーダは手にした銃を、銀色のＨ・Ｅ・Ｃに──ナギに向かって乱射していた。




　きゅきゅきゅぅぅいぃぃぃっ！

　タイヤをきしませ、Ｈ・Ｅ・Ｃの軌道が大きくそれる。

　ゴーダの放った銃弾が、たまたまどこかに当たったか、はたまたナギが、銃撃に驚いてハンドル操作を誤ったか。

　銀のＨ・Ｅ・Ｃは、伏せたメイからわずかにそれて、彼女がかけ込もうとしていた瓦礫の山に衝突する！




　ぐがごぁあああぁぁん！




　爆薬など載せていたせいだろう。銀のＨ・Ｅ・Ｃは、一瞬にして、爆発炎上した。

「メイ！」

「──待ちやがれ！」

　駆けだそうとしたシンに向かって、ゴーダは吠えて、引き金を引く。

　しかし──

　かちっ。

　かわいた音が響くのみ。

「弾丸たま切れだよ！　おめーがさっきみんな撃っただろーが」

「──ちっ！」

　シンにつめたく言い放たれ、ゴーダは銃をほうり出すと、シンに向かってダッシュをかける。倒れていたメイが、這はいながらではあるが、燃える炎のそばから離れるのを目にして、シンは、ゴーダを迎え討つべくその場に足を止めた。

「──結局最後に頼りになるのは、やっぱりこれかよ」

　言ってゴーダは、すいっ、と、背中の刀を引き抜いた。

　セラミック・ソードではない。昼の光に、ぎらりっ、と輝く銀しろがねの刃やいば。

　金属製の、片刃の日本刀である。

「──決着──ってやつか？」

　シンも、腰のセラミック・ソードを引き抜き、構える。

「ああ。てめーをぶっ殺して、そのあとで女の方も、おもちゃにしてから殺してやるよ」

「挑発にしちゃあ月並みな文句だな」

　二人は剣を構えたまま、じわりっ、と慎重に間合いを詰める。

　そして──

　だっ！

　大地を蹴ったのは、二人全く同時だった。

　ぎぅんっ！

　シンの、切り下ろすような一撃を、ゴーダの剣がはね上げる。突いてくるところを、シンの剣が打ち、方向をそらす。

　そのまま踏み込もうとするのを、ゴーダは、返す刀をはね上げ、牽けん制せいする。

　後ろに跳んで間合いを取るのも、同時だった。

　二人はふたたびにらみ合う。

「……むさい顔のわりには、やるじゃねーか」

「てめーも、女連れのナンパ野郎にしては、少しはやるな」

　そして、どちらからともなく間合いを詰めて、また攻防をくり返す。

　二人の剣の腕は、ほとんど互角。スピードは五分。技ではシンに、パワーではゴーダに分があった。

　銀のＨ・Ｅ・Ｃから燃えひろがる炎の熱気にあぶられながら、いくどとなく剣をうち合わし、二人はまたもや間合いを取って対たい峙じする。

「それじゃあ、そろそろケリつけてやるか」

　刃に炎の色を照り返し、ゴーダは不敵につぶやいた。

「──それも月並みだな。ハッタリにしては」

「……はったりかどうか……試してみろっ！」

　ゴーダは猛然とダッシュをかけると、至近距離から、渾こん身しんの一撃をくり出す。

　ふり下ろされるその刃を、シンは自分の剣で受け止め──

　ぎんっ！

　次の瞬間。

　受けにいったシンの剣は、刀身の半ばあたりからへし折れていた。

　ゴーダの刀はそのままふり下ろされて、シンの左肩で止まっていた。

　──もし、シンの服のその部分に、金属片が縫い込んでなかったら、そこで勝負は終わっていただろう。

「──くっ!?」

　とっさにシンは、半分の長さになった剣をくり出すが、ゴーダはあっさり剣を引き、後ろに退って楽々とかわす。

「言った通り──これで、ケリはついたようなもんだろ？

　セラミック・ソードってのは、粘り、ってもんがねーからな」

　半ば勝利を確信し、余裕の口調でゴーダは言った。

　たしかに、日本刀などに比べて、手入れの簡便さ、硬度などでは、セラミック・ソードの方が勝まさってはいるが、かわりに、弾性、というものが乏とぼしい。

　二本の剣を限度を超えた力で打ちあわせれば、折れて飛ぶのは、弾性の低い方である。

　剣が折れては、シンの方に勝ち目はほとんどない。

「終わりだっ！」

　吠えてゴーダはダッシュをかける！

　しかし。

　踏みしめたはずのアスファルトが、ずぶりっ、と陥かん没ぼつした。

「──なっ──!?」

　バランスを崩したその一瞬。

　ざんっ！

　逆に突っ込んだシンの一撃が、ゴーダの体を薙いでいた。




「……終わったか……」

　倒れ伏し、もはや動かなくなったゴーダに目をやって、シンは小さくつぶやいた。

　──と。

　ぐらりっ。

「──な──？」

　足下が沈み込むような感覚に、あわててシンは大きく跳ぶ。

「……そういうことか……」

　シンは、最後にゴーダがバランスを崩した理由をようやく悟った。

　彼らは、シンが、アスファルトに無数の切れ目を入れた、その場所の上で戦っていたのだった。

　爆発した、銀のＨ・Ｅ・Ｃの炎が、アスファルトを除いたところから、下のスチロールに燃え移り──

　ゴーダが足を乗せたのは、ひろがった炎の熱で溶けかけていたスチロールの、その上に乗ったアスファルト塊だったのだ。

「──んああああああああああああああああああああああああああああッ!?」

　いきなりな悲鳴に、シンがそちらをふり向けば、『グリフォン』のそばで絶叫しているメイの姿。

「スチロールがっ！　はっぽぉすちろぉるがぁぁぁぁぁぁぁっ！

　燃えるっ！　燃えちゃうっ！　ひと財産がっ！

　こらっ！　シンっ！　ぼーっと見てないで消すとかなんとかしなさいよっ！」

「……消しようがねーだろ……これは……」

「にゅおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　シンのことばに、メイの絶叫があたりに響いた。




　──炎は、どす黒い煙を上げながら、ただ燃え上がり続けた──




「……燃えちゃった……わね……」

　燃えるだけ燃えまくり、勝手に炎が消えたそのあと。

『グリフォン』の横にしゃがみ込んだまま、メイは力なくつぶやいた。

「ああ……燃えたな……」

　黒くすすけた地面に目をやり、むしろ、さばさばした口調で言うシン。

「……もったいなかったね。発泡スチロール」

　メイの隣でリョウが言う。

　……………………

「てめっ！　このガキっ！」

「なぁぁに今さら味方ヅラしてんのよっ!?」

「うにひぃぃぃぃぃぃぃっ!?」

　どがけしどがげしげしっ！

　シンとメイ、二人のゲンコツがリョウにふりそそぐ。

「……ま……待ってくれよ！　にーちゃん！　ねーちゃん！　これには深いわけが……！」

「……あー？　深いわけだぁ？」

「一応聞いてあげるわ。言ってみなさいよ」

　二人の問いに、リョウはうつむき、

「……あいつらが……もしおれたちに協力したら、将来雇ってやる、うまいもん食い放題で、きれーなねーちゃんはべらして……」

『その齢で欲得ずくかぁぁぁぁぁっ!?』

　げしっ！

　二人の蹴りが、リョウの顔面に炸さく裂れつした。




　かくて、ひとつの冒険は終わった。

　シンたちが手に入れたものは、結局何もなかったが、労力が必ず報われるとは限らないのは、宝探し屋の宿命のようなものだろう。

　だからこそ──

　二人は後悔していなかった。

「──ねーぢゃぁぁん！　にーぢゃぁぁぁぁん！　悪がっだよぉぉぉぉっ！　連れでっでよぉぉぉぉぉっ！　村まで連れでっでよぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　泣きわめくリョウを一人、置き去りに、二人の乗った『グリフォン』は、夕日の中へと走り去って行ったのだった──







　おわりに







　この本は、３年前にハードカバーで出版されました。




　……とゆーことで、ハードカバー買ってくれた人に悪いんで、この本にはあとがきがないのじゃよー。

　すまぬー。
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